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　謹啓
　時下、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　さて、この度は「2010洗浄総合展」、「2010土壌・地下水環境展」、

「ecobuild 2010」、「産学官ビジネスフェア2010」の開催にあたりま
して格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　お陰様を持ちまして10月13日（水）〜15日（金）の3日間、無事
盛況裡に終えることができました。
　これもひとえに、出展者各位、ご後援・ご協賛を頂いた関係官庁な
らびに産業諸団体、関係学会のご協力によるものと深く感謝致します。
　展示会の模様につきましては、日刊工業新聞紙面上で逐次報道致し
ましたが、ここにその結果をまとめご報告致します。
　今後とも関係各位の一層のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

謹白

2010年11月

社団法人日本洗浄技能開発協会
日本産業洗浄協議会
社団法人土壌環境センター
エコビルド実行委員会
財団法人建築環境・省エネルギー機構
日刊工業新聞社

関係各位
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■名　　称：2010 洗浄総合展

　　　　　　PAN-EXHIBITION FOR WASH AND CLEAN 2010

■テ ー マ ：時代を洗う、地球を守る。

■主　　催：㈳日本洗浄技能開発協会／日本産業洗浄協議会／日刊工業新聞社

■後　　援：経済産業省／厚生労働省／環境省／東京都／（独）日本貿易振興機構（ジェトロ）

■開催期間：2010年（平成22年）10月13日（水）～10月15日（金）

　　　　　　10：00～17：00（最終日は16：30まで）

■会　　場：東京ビッグサイト（東京国際展示場）東１・２ホール

■入 場 料 ：無料 　※但し、登録制

■協　　賛：㈳アルコール協会／ウレタン原料工業会／有限責任中間法人オゾン層・気候保護産業協議会／

㈶クリーン・ジャパン・センター／軽金属製品協会／㈳産業環境管理協会／㈳新金属協会／

石油連盟／㈳全国ビルメンテナンス協会／全国工作油剤工業組合／

㈶全国中小企業情報化促進センター／全国鍍金工業組合連合会／

㈶地球環境産業技術研究機構／超音波工業会／日本ウォータージェット学会／

日本ウォータージェット施工協会／㈳日本エアゾール協会／㈳日本下水道管路管理業協会／

日本ゴム工業会／㈳日本プラントメンテナンス協会／㈳日本ベアリング工業会／

㈳日本ボイラ協会／㈳日本印刷産業連合会／㈳日本下水道協会／㈳日本化学工業協会／

㈳日本化学工業品輸入協会／日本環境保全協会／㈳日本金属プレス工業協会／

日本金属熱処理工業会／日本酸化チタン工業会／㈳日本試薬協会／㈳日本自動車工業会／

㈳日本自動車部品工業会／日本真空協会／日本真空工業会／日本伸銅協会／日本製紙連合会／

日本繊維染色連合会／日本鋳鍛鋼会／㈳日本鉄鋼連盟／㈳日本電機工業会／

㈳日本電気計測器工業会／㈳日本電気制御機器工業会／㈳日本電線工業会／

㈳日本表面処理機材工業会／㈳日本防錆技術協会／日本溶剤リサイクル工業会	 （50音順）

■開催規模：106社・団体　276小間

■来場者数：10月13日（水）☀時々☁	 8,694名

　　　　　　10月14日（木）☁のち☀	 12,172名

　　　　　　10月15日（金）☁のち☀	 11,929名

　　　　　　　合計	 32,795名

2010
洗浄総合展　結果報告
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■名　　称：2010 土壌・地下水環境展

　　　　　　Exhibition for Geo-Environmental Restoration 2010

■テ ー マ ：汚染を無くし、きれいな大地を未来に

■主　　催：㈳土壌環境センター／日刊工業新聞社

■後　　援：環境省／経済産業省／国土交通省／農林水産省／東京都／（独）日本貿易振興機構（ジェトロ）　

　

■開催期間：2010年（平成22年）10月13日（水）～10月15日（金）

　　　　　　10：00～17：00（最終日は16：30まで）

■会　　場：東京ビッグサイト（東京国際展示場）東２ホール

■入 場 料 ：無料　※但し、登録制

■協　　賛：㈶日本環境協会／㈳日本土壌肥料学会／㈳不動産協会／㈳資源・素材学会／㈳日本建築学会／

日本科学機器団体連合会／㈳土木学会／㈳環境科学会／㈳日本農芸化学会／㈳日本薬学会／

㈳日本水道協会／㈳日本化学会／㈳廃棄物資源循環学会／日本地下水学会／日本応用地質学会／

㈳日本環境技術協会／㈳日本水環境学会／㈳日本不動産鑑定協会／日本環境化学会／

㈳化学工学会／㈳地盤工学会／日本地質学会	 （順不同）

■開催規模：70社・団体　155小間

■来場者数：10月13日（水）☀時々☁	 6,397名

　　　　　　10月14日（木）☁のち☀	 7,421名

　　　　　　10月15日（金）☁のち☀	 8,163名

　　　　　　　合計	 21,981名

2010
土壌・地下水環境展　結果報告
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■名　　称：すまい・建築・都市の環境展

　　　　　　ecobuild 2010

■テ ー マ ：建築と都市の地球環境ソリューション

■主　　催：エコビルド実行委員会／㈶建築環境・省エネルギー機構／日刊工業新聞社

■後　　援：国土交通省／経済産業省／環境省／林野庁／東京都／（独）都市再生機構／（独）住宅金融支援機構／

（独）建築研究所／㈳空気調和・衛生工学会／㈳都市住宅学会／㈳土木学会／㈳日本建築学会／

㈳日本造園学会／㈳日本都市計画学会／㈳建築業協会／㈳日本建築家協会／㈳日本建築士会連

合会／㈳日本建築士事務所協会連合会

　　

■開催期間：2010年（平成22年）10月13日（水）～10月15日（金）

　　　　　　10：00～17：00（最終日は16：30まで）

■会　　場：東京ビッグサイト（東京国際展示場）東３ホール

■入 場 料 ：無料　※但し、登録制

■協　　賛：板硝子協会／硝子繊維協会／㈶建材試験センター／

㈶建築技術教育普及センター／建築・住宅国際機構／㈳住宅生産団体連合会／㈶住宅保証機構／

㈶住宅リフォーム・紛争処理支援センター／㈳新都市ハウジング協会／

㈳全国市街地再開発協会／㈳全国木材組合連合会／電気事業連合会／㈳日本ガス協会／

㈳日本建材・住宅設備産業協会／㈶日本建築センター／㈳日本住宅建設産業協会／

㈳日本ツーバイフォー建築協会／㈳日本鉄鋼連盟／㈳日本ビルヂング協会連合会／

㈳日本木造住宅産業協会／㈳不動産協会／㈳プレハブ建築協会／㈶ベターリビング／

㈳リビングアメニティ協会／ロックウール工業会／㈳ロングライフビル推進協会	 （50音順）

■開催規模：59社・団体　114小間

■来場者数：10月13日（水）☀時々☁	 2,256名

　　　　　　10月14日（木）☁のち☀	 3,813名

　　　　　　10月15日（金）☁のち☀	 3,088名

　　　　　　　合計	 9,157名

ecobuild 2010　結果報告

同時開催展
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産学官ビジネスフェア 2010　結果報告
■名　　称：産学官ビジネスフェア 2010

■テ ー マ ：「シーズ」を活かし、「ニーズ」に応える！ 

■主　　催：日刊工業新聞社

■後　　援：内閣府／総務省／文部科学省／経済産業省／農林水産省／一般社団法人コラボ産学官／

特定非営利活動法人産学連携学会	 （順不同）

■開催期間：2010年（平成22年）10月13日（水）～10月15日（金）

　　　　　　10：00～17：00（最終日は16：30まで）

■会　　場：東京ビッグサイト（東京国際展示場）東３ホール

■入 場 料 ：無料　※但し、登録制

■開催規模：47社・団体　50小間【※特別企画「第３回国際マグネシウム展」含む】

■来場者数：10月13日（水）☀時々☁	 2,311名

　　　　　　10月14日（木）☁のち☀	 1,987名

　　　　　　10月15日（金）☁のち☀	 2,464名

　　　　　　　合計	 6,762名

同時開催展
■名　　称：2010 韓国部品産業展（東１ホール）

■主　　催：大韓民国　知識経済部

■主　　管：KOTRA（大韓貿易投資振興公社）

■特別協力：日刊工業新聞社

グリーン産業デバイス、電気・電子部品、自動車部品、機械部品などの分野で競争力のある韓国の中小・中

堅企業が120社参加した。

■名　　称：パテントソリューションフェア 2010（東３ホール）～技術展示 ＆ 特許技術プレゼンテーション

■主　　催：特許庁／関東経済産業局／広域関東圏知的財産戦略本部

スマートコミュニティー、次世代自動車をはじめ、環境・エネルギー分野の課題解決・医療・介護・健康・

子育てサービス分野等、産業構造ビジョンで定めた先端分野（ロボット・宇宙・航空機・レアメタル・ナノ

テク・高温超電導・機能性化学・高度IT・炭素繊維・バイオ医薬品）等につながる特許技術を持っている企

業150社・団体が出展した。
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開会式・テープカット
■日　時：2010年10月13日（水）9：30～10：00

■場　所：東京ビッグサイト　東２ホール前

■参加者：約70名

■来　賓：経済産業省　製造産業局	 産業機械課長	 藤木　俊光　殿

　　　　　環境省　　　水・大気環境局	 土壌環境課長	 柴垣　泰介　殿

　　　　　厚生労働省　職業能力開発局	 能力評価課　主任技能検定官	 木口　昌子　殿

　　　　

■主　催：社団法人日本洗浄技能開発協会	 副理事長	 飯島　文男　

　　　　　日本産業洗浄協議会	 会長	 赤木　裕

　　　　　社団法人土壌環境センター	 会長	 大野　眞里

　　　　　財団法人建築環境・省エネルギー機構	 専務理事	 川本　俊明

　　　　　日刊工業新聞社	 取締役社長	 千野　俊猛

経済産業省　藤木課長 環境省　柴垣課長 厚生労働省　木口検定官
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■日　時：2010年10月13日（水）17：30～19：00

■場　所：東京ビッグサイト展示棟３Ｆ　「ル・パルク有明」

■挨　拶：㈳日本洗浄技能開発協会	 副理事長	 飯島　文男

　　　　　日本産業洗浄協議会	 会長	 赤木　裕

　　　　　㈳土壌環境センター	 専務理事	 村川　昌道

■挨　拶・乾　杯：㈱スギノマシン	 常務取締役	 江下　邦昭　氏

㈳日本洗浄技能開発協会　飯島副理事長

開会レセプション

日本産業洗浄協議会　赤木会長

㈳土壌環境センター　村川専務理事 ㈱スギノマシン　江下常務取締役

会場風景
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併催事業
 2010洗浄総合展　特別講演〔聴講無料〕 
■日　　時：10月14日（木）14：00～15：00

■会　　場：東京ビッグサイト　会議棟1Ｆ　レセプションホールＢ

■参　加　者：508名

■主　　催：㈳日本洗浄技能開発協会、日本産業洗浄協議会、日刊工業新聞社

　　　　　「リチウムイオン二次電池と洗浄について」

■講　　師：旭化成㈱　新事業本部　吉野研究室

　　　　　　室長・旭化成フェロー　吉野　彰　氏

洗浄技術の新規市場開拓のため、リチウムイオン二次電池の市場と今

後の発展、特に洗浄・濾過技術の重要性について語った。

 第14回JICC洗浄技術フォーラム2010〔聴講料：会員6,000円、一般10,000円〕 
■日　　時：10月14日（木）10：00～16：55

■会　　場：東京ビッグサイト　会議棟6Ｆ（605会議室）

■主　　催：日本産業洗浄協議会

産業洗浄の現状・問題点などを環境やVOC対策を踏まえ、発表した。

 都産技研フォーラム　中小企業の成長分野を探る　－求められる“新”付加価値とは－ 
■日　　時：10月13日（水）13：00～16：00

■会　　場：東京ビッグサイト　会議棟6Ｆ（605・606会議室）

■主　　催：（地独）東京都立産業技術研究センター

■後　　援：㈶東京都中小企業振興公社、東京商工会議所、東京都商工会連合会

■特別協力：日刊工業新聞社

中小企業が発展し続けるためには何が必要か、次世代型のポテンシャルは何かなどを紹介した。

旭化成㈱　吉野氏

イノベーション研究所　西岡氏 東京都立産業技術研究センター　片岡氏
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併催事業
 「産業界に拡がるヒートポンプの活用について」〜CO2発生量削減問題への対応策〜〔聴講無料〕 
■日　　時：10月15日（金）13：30～14：30

■会　　場：東京ビッグサイト　会議棟6Ｆ（605会議室）

■後　　援：一般社団法人日本エレクトロヒートセンター

■特別協力：日刊工業新聞社

■講　　師：東京電力㈱　顧問　片倉　百樹　氏

産業界におけるヒートポンプの活用を実例を交え、環境負荷の低減効果やCO2削減効果など環境に対する取

り組みを紹介した。

 洗浄総合展　ワークショップ〔聴講無料〕 
■会　　場：東京ビッグサイト東２ホール内　特設会場

      ■ワークショップ 会場：東京ビッグサイト 東２ホール内 特設会場

10月14日（木） 10月15日（金）10月13日（水）

12：30

〜

13：15

「マイクロバブルの基礎と工学的応用」
産業技術総合研究所

環境管理技術研究部門 主任研究員　高橋 正好氏

12：30

〜

13：15

「超高圧機器の安全対策」
スギノマシン

高圧装置事業部 営業部長　松原 均氏

12：30

〜

13：15

「キャビテーションの不思議な世界」
東北大学
大学院工学研究科 ナノメカニクス専攻 教授

祖山 均氏
13：30

〜

14：15

「VOC排出削減に向けた技術開発」
東京都立産業技術研究センター

地域結集事業推進部 部長　伊瀬 洋昭氏

14：30

〜

15：15

「環境負荷低減を目指した排水処理技術」
東京都立産業技術研究センター

開発本部開発第二部 資源環境グループ グループ長
瓦田 研介氏

13：30

〜

14：15

「熱風発生機とその応用最適化技術」
八光
営業本部 商品保証部 部長　宮原 行雄氏

11：30

〜

12：15

「噴流式水質改善技術」
～諫早湾浄化から環境適応型排水処理システムまでの応用～

ワイビーエム
技術本部／取締役本部長　増本 輝男氏

10月14日（木）

東京電力㈱　片倉氏
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 洗浄総合展　特別企画 
VOC対策ゾーン
■主　　催：日本産業洗浄協議会、日刊工業新聞社

■特別協力：経済産業省、環境省、東京都、東京大学、（独）製品評価技術基盤機構

経済産業省、環境省、東京都、東京大学、（独）製品評価技術基盤機構によるVOC関連の施策及び対策法を展示。

　出展企業一覧

　　●篠原電機【VOCガス検知器・放射線検知器】

　　●モリカワ【VOC回収装置REARTHシリーズ】

水利用の世界
■主　　催：㈳日本洗浄技能開発協会、日刊工業新聞社

■特別協力：日本ウォータージェット学会

環境に配慮した技術として「噴流による水質浄化」、「マイクロバブル」や高圧水の応用技術として「WJカッ

ター」、「建設への適用例」など、実演を踏まえた展示を開催した。

 2010 土壌・地下水環境展　特別講演〔聴講無料〕 
「不動産市場における土壌汚染リスクとその評価」

～土壌汚染対策法の改正が不動産市場に与える影響を考える～

■日　　時：10月13日（水）15：30～16：30

■会　　場：「2010 土壌・地下水環境展」展示会場内特設会場

■参　加　者：約200名

■主　　催：㈳土壌環境センター、日刊工業新聞社

■講　　師：（独）日本不動産研究所　環境プロジェクト室長

　　　　　　平　倫明　氏

不動産市場の土壌汚染による、不動産の価値や影響を実例を交えて紹介した。

（独）日本不動産研究所　平氏
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 土壌・地下水環境展　ワークショップ【聴講無料】 
■会　場：東京ビッグサイト　東２ホール内特設会場

 土壌・地下水環境展　特別セミナー【聴講無料】 
■会　　場：「2010 土壌・地下水環境展」展示会場内特設会場

■日　　時：10月13日（水）　14：00～15：00

　　　　　　「改正土壌汚染対策法の施行について」

■講　　師：環境省　水・大気環境局　土壌環境課長　柴垣　泰介　氏

本年４月に施行された改正土壌汚染対策法に至った背景や土壌汚染の環境リスクについて解説した。

■日　　時：10月14日（木）14：00～15：00

　　　　　　「川崎市の土壌汚染対策の取組みについて」

■講　　師：川崎市　環境局環境対策部環境対策課　課長補佐　盛田　宗利　氏

川崎市の土壌汚染に対する取り組みを条例と土壌汚染対策法の指導内容を含めて紹介した。

■日　　時：10月15日（金）　14：00～15：00

　　　　　　「土壌汚染を原因とする土地取引の訴訟」

■講　　師：東京青山・青木・狛法律事務所　べーカー＆マッケンジー外国法事務弁護士事務所

　　　　　　弁護士　太田　秀夫　氏

土壌汚染に関する訴訟を具体例を含め紹介した。

      ■特別セミナー・ワークショップスケジュール 会場：東京ビッグサイト 東２ホール内 特設会場

10月14日（木） 10月15日（金）10月13日（水）

12：45

〜

13：45

「すっからかーん工法（SKK工法）による
土壌・地下水汚染の浄化」

アサヒテクノ
東京営業所 所長　尾崎 哲二氏

11：30

〜

12：30

「高機能吸着材と不溶化材による
重金属汚染土壌のオンサイト措置」
アステック東京

地質環境部長　武島 俊達氏

14：00

〜

15：00

特別セミナー①
「改正土壌汚染対策法の施行について」

環境省
水・大気環境局 土壌環境課長　柴垣 泰介氏

14：00

〜

15：00

特別セミナー②
「川崎市の土壌汚染対策の取組みについて」

川崎市
環境局環境対策部環境対策課 課長補佐

盛田 宗利氏
12：45

〜

13：45

「行政がかかえるVOC汚染に対する
EDC浄化技術」

エコサイクル
環境修復事業部 営業部 マネージャー　松田 芳隆氏

15：15
〜

16：15

「油含有土壌のオンサイト浄化技術」
ハザマ

技術・環境本部 環境部
秦 浩司氏

山口 修一氏
14：00

〜

15：00

特別セミナー③
「土壌汚染を原因とする土地取引の訴訟」

東京青山・青木・狛法律事務所
ベーカー＆マッケンジー外国法事務弁護士事務所 弁護士

太田 秀夫氏

10月14日（木）

15：30

〜

16：30

特別講演
「不動産市場における土壌汚染リスクとその評価」

日本不動産研究所
環境プロジェクト室長　平 倫明氏

環境省　柴垣氏
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 ecobuild　セミナー・ワークショップ【聴講無料】 
■会　　場：東京ビッグサイト　東３ホール内特設会場

 ecobuild特別企画 
■「小さなことから大きなことまで」

　協力：㈳日本建築家協会　環境行動ラボ

　・環境省エコハウスモデル事業－全国20カ所のこころみ

　・13の環境モデル都市－２年間の取り組み

　・スライド上映－エコハウス、その他

■太陽熱ゾーン

　太陽熱利用に関する製品・技術の展示ゾーン

　〔出展者一覧〕

　・ソーラーエネルギー利用推進フォーラム／天然ガス導入促進センター／ソーラーシステム振興協会／

　　東京ガス／長府製作所／チリウヒーター／ノーリツ／パロマ／矢崎総業

      ■セミナー・ワークショップスケジュール 会場：東京ビッグサイト 東３ホール内 特設会場

10月14日（木） 10月15日（金）10月13日（水）

14：00

〜

16：45

エコハウスDAY
「環境省エコハウス　実践と完成後の展開」

日本建築家協会　環境行動ラボ　その他
■14：05～16：20
エコハウス事業の概要

環境行動ラボ	 井口 直巳氏
設計の立場から

山梨市	 星野 正男氏
竣工から今

飯田市	 八木 由美氏
エコハウスの展開から測定結果をふまえて

東京大学大学院 工学部 建築学科 准教授	 前 真之氏
東京大学大学院 前研究室　	 菱田 哲也氏

■16：25～16：45　パネルディスカッション
星野 正男氏、八木 由美氏、前 真之氏、
菱田 哲也氏、
環境行動ラボ　井口 直巳氏、
寺尾 信子氏、柳澤 力 氏、林 昭男氏

11：30

〜

12：30

「改正省エネ法の概要について」
地域エネルギー・温暖化対策推進会議／
経済産業省 関東経済産業局／
環境省 関東地方環境事務所

関東経済産業局 資源エネルギー環境部 エネルギー対策課 係長
大和田 孝行氏

関東地方整備局　建政部　住宅整備課　課長
河合 麦氏

12：45

〜

16：50

低炭素DAY
「低炭素社会　2050年へ向けて」

日本建築家協会　環境行動委員会　その他
■12：50～15：50　リレートークセッション

日本大学 生物資源科学部 教授	 糸長 浩司氏
東京大学 工学部 建築学科 大野研究室	 和田 夏子氏
日本建築家協会　環境行動ラボ　代表／
工学院大学　建築学科 教授	 中村 勉氏
計画技術研究所 所長	 須永 和久氏

■15：50～16：50
　若手研究者＋中村勉トークセッション
　「これからの低炭素社会を語る」

中村 勉氏、須永 和久氏
（若手研究者）
日本大学	 前野 真吾氏
東京大学	 和田 夏子氏
東京工業大学	 佐藤 理人氏
中村勉総合計画事務所	 中村 美和子氏

11：00

〜

12：00

「都市環境改善策としての緑化」
緑のまちづくり支援機構／都市緑化技術開発機構

緑のまちづくり支援機構 商品企画・開発委員長／
都市緑化技術開発機構 特殊緑化共同研究会 運営委員長

　藤田　茂氏

資料代：2,000円

13：30

〜

16：15

「温暖化対策アクションプラン策定に向けて
－ストック対策の在り方－」

日本建築学会
■13：30～13：50　主旨説明	

工学院大学　中村 勉氏
■13：50～15：30　主題解説
ライフサイクルマネジメントシステムの重要性

日建総研　林　立也氏
カーボンニュートラル化の実現方策

東北芸術工科大学　三浦 秀一氏
耐震エコ改修の提案

福岡大学　稲田 達夫氏
ストックにおける再生可能エネルギーの活用

日本設計　大野 二郎氏
長寿命化の重要性の観点から

ロングライフビル推進協会　今泉 晋氏
■15：30～16：00　質疑応答
■16：00～16：15　まとめ

10月14日（木）

12：15

〜

13：15

「常緑キリンソウを使った新しい緑化方法」
常緑キリンソウ普及協会

田中緑化研究所　代表取締役　田中 博氏

工学院大学　建築学科　教授　中村氏
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■エコファクトリーソリューションゾーン

　製造業向けの環境対策機器・システムの展示ゾーン

　〔出展者一覧〕

　・オムロン　・カーボンフリーコンサルティング　

　・かわさき新産業創造センター（KBIC）／IJR／イフェクト／

　　デベロップメント・アジア・コンサルティング　

　・NIHON TURF & GREEN　・日経BP社　

　・北海道グリーンエナジーデータセンター推進フォーラム／グリーン冷房システム普及推進フォーラム

■ヒートアイランド対策ソリューションゾーン

　ヒートアイランド対策となる緑化や遮熱などの環境保全技術・製品の展示ゾーン

　〔出展者一覧〕

　・アクトス／大光テクニカル　・エーアンドエー　・環境省　・越井木材工業　

　・常緑キリンソウ普及協会／緑化計画研究所／フジタパラダイスパーク／田中緑化研究所

　・地中熱利用促進協会

■ソーラー建材ゾーン

　〔出展者〕・菊川工業　・コンサーバルエンジニアリング　・翠光トップライン

■省エネビルゾーン

　〔出展者〕・日本メックス　・ピーエス

 産学官ビジネスフェア　ワークショップ【聴講無料】 
■会　　場：東京ビッグサイト　東３ホール内特設会場

      ■ワークショップスケジュール 会場：東京ビッグサイト 東３ホール内 特設会場

10月14日（木） 10月15日（金）10月13日（水）

11：00

〜

11：40

「内外のマグネシウム産業動向」
財団法人 日本マグネシウム協会専務理事

小原 久氏

11：45

〜

12：15

「10倍高速、５倍高感度の放射線検出器」
独立行政法人放射線医学総合研究所
研究基盤技術部長

白川 芳幸氏

11：00

〜

11：40

「冷間プレス成形に優れた
マグネシウム合金」

京都大学大学院 資源エネルギーシステム学 教授
馬渕 守氏

13：00

〜

13：30

「災害診療支援システムと
人命救助ロボット」

長岡技術科学大学 生物系 医用生体工学研究室
佐橋 拓氏

13：40

〜

14：20

「NEDO『マグネシウム鍛造技術
開発プログラム』について」

大阪府立大学工学研究科 教授
東 健司氏

14：40

〜

15：20

「KUMADAIマグネシウム合金の
研究開発動向」

熊本大学大学院 自然科学研究科 教授
河村 能人氏

15：40

〜

16：10

「市民の安全安心を考える理科大の
新しい研究拠点 グリーン＆セーフ
ティ研究センターは何を目指すか」

東京理科大学 総合研究機構 グリーン＆セー
フティ研究センター センター長
理学部 応用化学科 教授

中井 泉氏

13：00

〜

13：30

「カオス・フラクタル感性情報融合工学」
長岡技術科学大学　カオス・フラクタル情報
数理工学研究室 工学部　教授

中川 匡弘氏

13：40

〜

14：20

「長岡技術科学大学高性能マグネシウム
研究センターにおける研究紹介」

長岡技術科学大学 機械係 教授
高性能マグネシウム工学研究センター長

鎌土 重晴氏

14：30

〜

15：00

「ペットボトルで放射線計測」
独立行政法人放射線医学総合研究所
基盤技術センター 研究員

中村 秀仁氏

15：10

〜

15：50

「台湾におけるマグネシウムの研究
および超軽量Mg-Li合金と
水素吸蔵合金でZK60の研究」

台湾国立東華大学 材料学科 教授
王 建義氏

13：00

〜

13：30

「ナノインプリント法による
セラミックス焼結体への複雑形状付与」
長岡技術科学大学　極限エネルギー密度工学
研究センター 准教授

中山 忠親氏

13：40

〜

14：20

「石油文明からマグネシウム文明へ」
東京工業大学 機械物理工学専攻 教授

矢部 孝氏

14：30

〜

15：00

「地球にやさしい新技術開発への
取組について」

埼玉県産業技術総合センター
企画・総務室　担当部長

細野 光広氏
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2010
洗浄総合展　出展者一覧　【50音順】

あ
アクア化学 W-058
旭化成ケミカルズ W-050
旭硝子 W-033
旭製作所 W-081
アマノ W-024
アマノ機工 W-059
アルベマール日本 W-067
インフィニティ W-088
エア・ウォーター W-047
エー・エス・ケー W-069
エスエヌディ W-006
エス・ケイ・ワイ W-080
大川興産 W-093
　大日商事 W-093

か
カイジョー W-026
化学工業日報社 W-035
化研テック W-014
片倉工業 W-021
カムテック W-034
川商エレクトロニクス W-084
カワタ W-052
環境テクノス W-045
管製作所 W-057
北村製作所 W-023
キャッツ・アームズ・サービス W-003
共栄産業 W-030
クリンビー W-060
　川商エレクトロニクス W-060
　扇谷 W-060
　新和産業 W-060
　河新 W-060
ケルヒャージャパン W-039

さ
サクラ精機 W-004
三共商会 W-007
　ラコス W-007
産業タイムズ社 W-015

出展者名 ブースNo. 出展者名 ブースNo.

三共理化学 W-073
三和油化工業 W-083
JX 日鉱日石エネルギー W-019
篠原電機 W-079
シブヤマシナリー W-012
ジャパン・フィールド W-062
スギノマシン W-053
スプレーイングシステムスジャパン W-031
住友スリーエム W-046
セーレン電子 W-065
全国ビルメンテナンス協会 W-022
セントラルフィルター工業 W-042
創生ワールド W-086
ソルベックス W-036
　ニックス W-036

た
大浩研熱 W-089
タイセイクリンケミカル W-043
大和化学工業 W-032
田邊空気機械製作所 W-002
超音波工業 W-009
超音波工業会 W-010
千代田交易 W-005
電子実装 .com W-094
東京精溜工業 W-082
東京都立産業技術研究センター W-063
東製 W-001
東静電気 W-020
東ソー W-061
東洋ユニオン W-090

な
ニクニ W-037
日刊工業広告社 W-056
日刊工業新聞社 W-085
日刊工業新聞社／中小企業基盤整備機構 W-029
日伸精機 W-054
日本ソルベイ W-027
日本アレックス W-044
日本エマソン／ブランソン事業本部 W-011
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2010
洗浄総合展　出展者一覧　【50音順】

出展者名 ブースNo.

日本エレクトロヒートセンター W-025
日本原料 W-064
日本産業洗浄協議会 W-087
日本洗浄技能開発協会 W-091
日本溶剤リサイクル工業会 W-071
日本リファイン W-072
ニレコ W-018
野村マイクロ・サイエンス W-078

は
パイオニア風力機 W-028
　サン・エンジニアリング W-028
八光 W-016
BASF ジャパン W-055
　第一工業製薬 W-055
日立国際電気エンジニアリング W-013
平出精密 W-040
ファインマシーンカタオカ W-051
ベリタス W-070
本多電子 W-075

ま
増田製作所／マスロールシステムズ W-049
三井・デュポン フロロケミカル W-038
未來超音波技術 W-066
武蔵テクノケミカル W-017
モリカワ W-077
森合精機 W-048

や
横浜油脂工業 W-008

ら
レイボルド W-068
　Borer Chemie AG W-068
　US メック W-068
　ミーレ・ジャパン W-068
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2010
土壌・地下水環境展　出展者一覧　【50音順】

あ
アイ・エス・ソリューション G-026
アサヒテクノ G-017
ADEKA 総合設備 G-047
エコサイクル G-024
　三菱商事 G-024
エス・ティ・ジャパン G-002
大林組 G-036
奥村組 G-029

か
鹿島建設 G-007
　ケミカルグラウト G-007
　鹿島道路 G-007
　イー・アール・エス G-007
　大興物産 G-007
ガステック G-011
加地貿易 G-023
環境工研 G-028
　松尾機器産業 G-028
環境システム G-030
環境新聞社 G-045
環境テクノ G-005
　オルガノ G-005
共立理化学研究所 G-041
鴻池組　 G-034

さ
サンエープロテント G-021
産業技術総合研究所 G-046
三友プラントサービス G-019
シーリングソイル協会 G-004
JFE ミネラル G-016
地盤環境エンジニアリング G-003
清水建設 G-032
新日鉄エンジニアリング G-020
　不動テトラ G-020
　日鉄環境エンジニアリング G-020
住化分析センター G-012
　エンバイロ・ソリューション G-012
ゼオライト G-039

出展者名 ブースNo. 出展者名 ブースNo.

た
大起理化工業 G-038
大成建設 G-033
竹中工務店／竹中土木 G-037
テクノエックス G-009
　大成基礎設計 G-009
DOWA エコシステム G-006
　イー・アンド・イーソリューションズ G-006
　エコ システム エンジニアリング G-006
土壌環境センター G-040

な
日本電工 G-008
日本工業出版 G-044
日本地下水開発 G-025
日本電子 G-031

は
ハザマ G-014
パナソニック環境エンジニアリング G-001
日立プラントテクノロジー G-013
ビル経営研究所 G-046

ま
マックテクニカルシステムズ G-022
三井金属資源開発 G-035
三菱マテリアルテクノ G-010
　三菱マテリアル G-010
　ピーエス三菱 G-010
　東京鋪装工業 G-010
　菱光産業 G-010
　ダイヤコンサルタント G-010
みつわポンプ製作所 G-043

や
ユニバース開発 G-042

ら
ライト工業 G-015
ランドコンシェルジュ G-027
リフレックス G-018
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ecobuild 2010　出展者一覧　【50 音順】

出展者名 ブースNo. 出展者名 ブースNo.

あ
アクトス E-028
　大光テクニカル E-028
エーアンドエー E-026
オムロン E-007
恩田組 E-002
　民家再構 E-002

か
カーボンフリーコンサルティング E-035
かわさき新産業創造センター E-003
　IJR E-003
　デベロップメント・アジア・コンサルティング E-003
　イフェクト E-003
環境省 E-024
菊川工業 E-021
GROOVE E-008
慶應義塾大学大学院　空間・環境デザイン工学専修 E-018
建築研究所 E-020
越井木材工業 E-023
コンサーバルエンジニアリング E-031

さ
常緑キリンソウ普及協会 E-022
　緑化計画研究所 E-022
　フジタパラダイスパーク E-022
　田中緑化研究所 E-022
シルベック E-012
　サンライティングシステムズ E-012
翠光トップライン E-032
ソーラーエネルギー利用推進フォーラム E-025
　天然ガス導入促進センター E-025
　ソーラーシステム振興協会 E-025
　東京ガス E-025

　長府製作所 E-025

　チリウヒーター E-025

　ノーリツ E-025

　パロマ E-025

　矢崎総業 E-025

た
地域エネルギー・温暖化対策推進会議 E-006
　関東経済産業局 E-006
　関東地方環境事務所 E-006
地中熱利用促進協会 E-027

東京工業大学　応用セラミックス研究所 E-019
都市緑化技術開発機構 E-011

な
日刊工業新聞　PR コーナー E-037
日経 BP 社 E-004

日印国際産業振興協会 E-039
NIHON.TURF & GREEN E-034
日本デコラックス E-009
日本ビジネス出版 E-036
日本メックス E-014

は
ピーエス E-015
フォーラムエイト E-016
藤井製作所 E-013
北海道グリーンエナジーデータセンター推進フォーラム E-033
　グリーン冷房システム普及推進フォーラム E-033

ま
緑のまちづくり支援機構 E-017
UIA2011　東京大会 E-001

ら
ランドスケープコンサルタンツ協会 E-030
ロボットビジネス推進協議会 E-038
ロングライフビル推進協会（BELCA） E-010
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産学官ビジネスフェア2010 出展者一覧　【50音順】

あ
愛知工業大学 SGK-08
阿南工業高等専門学校 SGK-01

さ
サービスロボット技術交流事業実行委員会 SGK-10

　神奈川県 SGK-10

　日本ロボット工業会 SGK-10

　東芝 SGK-10

　日刊工業新聞社 SGK-10
埼玉県産業技術総合センター SGK-04

出展者名 ブースNo. 出展者名 ブースNo.

た
第４回 ロボット大賞 SGK-11
東京理科大学科学技術交流センター（TLO） SGK-09

な
長岡技術科学大学 カオス・フラクタル情報数理工学研究室 SGK-05
長岡技術科学大学　極限エネルギー密度工学研究センター SGK-06
長岡技術科学大学　生物系　医用生体工学研究室 SGK-07
日刊工業広告社 SGK-03

は
放射線医学総合研究所 SGK-02
　応用光研工業 SGK-02

第３回国際マグネシウム展 出展者一覧　【50音順】

あ
アート・プロエンジニアリング Mg-11
礒野製作所 Mg-10
伊田興産 Mg-23
茨城県工業技術センター Mg-18
茨城日立情報サービス Mg-03
茨城マグネシウム工業会事務局 Mg-17
岩倉溶接工業所 Mg-04
エヌシーネットワーク Mg-06
榎本機工 Mg-22

か
くまもとテクノ産業財団 Mg-13
　不二ライトメタル Mg-13
　ネクサス Mg-13
ゴーシュー Mg-05
権田金属工業 Mg-27

さ
サンキャスト Mg-01
三協マテリアル Mg-26
伸栄工業 Mg-16

た
ダイイチ・ファブ・テック Mg-15

出展者名 ブースNo. 出展者名 ブースNo.

太洋工業 Mg-14
チカラ工業 Mg-08
東京マグネシウム Mg-28
トピー工業 Mg-19

な
日本金属 Mg-29
日本マグネシウム協会 Mg-07

は
ハシバモールド Mg-02
フジ精工 Mg-30
ポスコ Mg-25

ま
前島工業所 Mg-09
宮本製作所 Mg-12

や
ヤハタ Mg-21
山野井精機 Mg-24

ら
リガク Mg-20
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取材報道機関

IP・L Communications Inc.

KSC・ジャパン

MICEジャパン

NHK　首都圏放送センター

PENTA通信社

Society of Manufacturing Engineers

UBMメディア

アルム出版社

イード

イスイックス・ワールド

インターネットジャーナル

インダストリー・ジャパン

エンジニアリングニュース社

エンドレス・アドセンター

オーム社

化学工業日報社

加工技術研究会

ガスエネルギー新聞

家庭通信社

ガラス新聞社

環境エネルギー産業情報

環境新聞社

技術調査会

金属産業新聞社

空調タイムス社

クリエイティブ・ケイ

クリエイト日報

建設産業新聞社

建通新聞社

工業技術新聞社

工業新報社

工文社

ゴムタイムス社

産業新聞開発

産業新聞社

産業とエネルギー社

産報出版

システムハウス・パウデッド

時報社

下野新聞社

ジャンコーポレーション

住宅環境社

潤滑通信社

商工経済新聞社

新樹社

新農林社

水産タイムズ社

スイット

政策総合研究所

ゼロクリエイト

全国共同出版

全国ドライ新聞社

洗剤新報社

素形材通信社

ソシオコーポレーション

タイルの本編集室

地球丸

中小企業基盤整備機構

テツアドー出版

テレビ東京

電波タイムス社

東京グラフィックサービス工業会

塗料出版社

塗料報知新聞社

日刊建設工業新聞社

日刊自動車新聞社

日経BP社

日報アイ・ビー

日本経済新聞社

日本下水道協会

日本工業経済新聞社

日本工業出版

日本住宅新聞社

日本畜産振興会

日本発明振興協会

ニュースニッポン社

燃料油脂新聞社

パワービジョン

ピーオーピー

ビジネスガイド社

ビッグライフ社

表面技術ジャーナル社

ファスニングジャーナル

フォームタイムス

ボイックス

マージャーマーケット

マルモ出版

メカニカル・テック社

油脂特報社

読売新聞

レーザー・コンシェルジェ

ロケットスタート

（50音順）
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会場案内図
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会場案内図
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2010
洗浄総合展　来場者アンケート
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Q1 あなたの年齢は？

Q2 あなたの役職は？

Q3 あなたの業種は？

Q4 あなたの職種は？
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2010
洗浄総合展　来場者アンケート
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Q5 本展示会を
何で知りましたか？

（複数回答）

Q6 ご来場の目的は？
（洗浄・土壌・ecobuild共通）

Q7 どちらから来ましたか？
（洗浄・土壌・ecobuild共通）

Q8 ご来場の目的は
達成できましたか？

（洗浄・土壌・ecobuild共通）

●来場者個別アンケート結果（600件）
※会場出入口で実施
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Q1 あなたの年齢は？

Q2 あなたの役職は？

Q3 あなたの業種は？

Q4 あなたの職種は？

2010 土壌・地下水環境展
エコビルド 2010　来場者アンケート
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2010 土壌・地下水環境展
エコビルド 2010　来場者アンケート
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Q5 本展示会を
何で知りましたか？

（複数回答）

Q6 ご来場の目的は？
（洗浄・土壌・ecobuild共通）

Q7 どちらから来ましたか？
（洗浄・土壌・ecobuild共通）

Q8 ご来場の目的は
達成できましたか？

（洗浄・土壌・ecobuild共通）

●来場者個別アンケート結果（600件）
※会場出入口で実施
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産学官ビジネスフェア 2010
来場者アンケート
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木

鉄
鋼
・
金
属

精
密
機
械

機
械
・
工
具

電
気
・
電
子

0
1.0

7.2

3.9
5.7

1.4

11.8

6.3
4.2

1.82.1

7.0

0.8
2.5

0.8

4.9

0.40.8
2.6

7.0
8.9

5.7

13.2
（％）

0
5
10
15
20
25
30
35

一
般
・
そ
の
他

学
校
・

公
的
機
関
職
員

教
員

学
生

一
般
事
務

品
質
管
理
・

検
査

経
営
・
管
理

宣
伝
・
企
画

営
業
・
販
売

資
材
・
購
買

製
造

生
産
技
術

設
計

開
発
・
研
究

10.2
5.7

0.70.92.00.7

13.0
9.4

20.9

0.81.02.22.0

30.4
（％）

0
5
10
15
20
25
30
35

一
般
的
な

情
報
収
集

新
製
品
の

情
報
収
集

技
術
開
発
・
研
究

取
引
先
と
の
交
流

技
術
移
転
に
つ
い
て
の

情
報
収
集

製
品
購
入
の
た
め
の

情
報
収
集

製
品
購
入

30.3
26.2

22.4

4.2
9.6

6.3

0.9

（％）

Q1 あなたの役職は？

Q2 あなたの業種は？

Q3 あなたの職種は？

Q4 ご来場の目的は何ですか？
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産学官ビジネスフェア 2010
来場者アンケート

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45

そ
の
他

ポ
ス
タ
ー

主
催
者
か
ら
の

メ
ー
ル
配
信

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

そ
の
他
の
雑
誌

日
刊
工
業
新
聞
社

発
行
の
雑
誌

そ
の
他
の
新
聞

日
刊
工
業
新
聞

出
展
者
か
ら
の

招
待
状

主
催
者
か
ら
の

招
待
状

21.0

0.6

14.0

41.3

1.52.30.1

11.1

3.84.4

（％）

0
10
20
30
40
50
60
70

そ
の
他

特
別
企
画

「
第
３
回
国
際

　

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
展
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

聴
講会

社
の
指
示

共
同
研
究
先
の

発
掘

産
学
官
連
携
に

関
す
る
情
報
収
集

新
技
術
・
新
製
品
の

情
報
収
集

3.33.93.97.5
2.1

13.6

65.7
（％）

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50

そ
の
他

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
・

バ
イ
オ

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

材
料Ｉ

Ｔ
医
療
・
福
祉

ロ
ボ
ッ
ト

製
造
技
術

環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー

4.64.9
9.2

2.6
6.63.5

22.2

46.4
（％）

0

5

10

15

20

25

30

そ
の
他

知
的
財
産
の
活
用
方
法
・

課
題
解
決
方
法

文
系
の
産
学
連
携

学
学
連
携

産
産
連
携

医
工
連
携

地
域
連
携

人
材
育
成

2.7

10.6

1.81.5

29.1

8.5

25.2
20.6

（％）

Q5 本フェアを
何で知りましたか？

（複数回答）

Q6 本フェアに来られた
目的は？

（複数回答）

Q7 現在希望している
連携分野は？

（複数回答）

Q8 産学官で関心のある
テーマは？

（複数回答）
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入場登録者数ベスト100
1 東京電力
2 トステム
3 中部電力
4 NIPPO
5 富士通
6 日本環境
7 東京都
8 ライオン
9 第一カッター興業
� 東京都中小企業振興公社
� 三和シヤッター工業
� 工学院大学
� 応用地質
� ランドソリューション
� 日立キャピタル
� 都市再生機構
� 西松建設
� 丸善薬品産業
� 凸版印刷
� 中外テクノス
� 昭和電工
� 三浦工業
� キヤノン
� 日産自動車
� 大林道路
� 小西安
� 三菱電機
� 環境管理センター
� レンタルのニッケン
� 伊藤忠マシンテクノス
� 日立プラント建設サービス
� 日鉱商事
� 東急建設
� 大日本印刷
� 西谷商事
� 出光興産
� ニコン
� 宇津商事
� フコク物産
� パナソニック
� KYB
� 菱江化学
� 日油
� 住軽商事
� 芝浦メカトロニクス
� 極東商会
� 荏原製作所
� トクヤマ
� IHI
� フジクス

� ソーダニッカ
� SMC
� 美浜
� 日本エンヂニヤー・サービス
� 大和小田急建設
� 大伸化学
� 西華産業
� 三菱化工機
� 三協マテリアル
� 栗田エンジニアリング
� 日立ハイテクノロジーズ
� 山武
� ニッコークリエート
� キサミツ技研
� イワキ
� アクティオ
� 稲垣薬品興業
� ヤマハ発動機
� JUKI
� 鈴与商事
� 富士重工業
� 鍋林
� 東洋インキ製造
� 東海光学
� 森六ケミカルズ
� 山口県LPガス協会長門支部
� 三菱ガス化学
� 国際環境ソリューションズ
� 鈴木商館
� 前川製作所
� ブリヂストン
� ソニー
� スタンレー電気
� オリエンタルモーター
� 富士電機システムズ
� 日立オートモティブシステムズ
� 日本錬水
� 日本液炭
� 科学技術振興機構
� 第一実業
� 足利銀行
� 昭和飛行機工業
� 古河産機システムズ
� 兼松
� 興国インテック
� 古澤石灰工業
� オムロン
� 日本食研製造
� 大和ハウス工業
�三谷産業
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主な広報宣伝活動
■2010 洗浄総合展

項目 数量 内容 実施期間
ポスター A1判 550部 協賛、後援 2010年2月～

インターネット 来場募集ホームページ 2010年9月～

日刊工業新聞

記事 計７回

「洗浄総合展　出展者募集と開催告知」１面、６面 2010年1月21日

「洗浄総合展　今日開幕」１面 2010年10月13日

「洗浄展他　開会レセプション」３面 2010年10月14日

「洗浄総合展　見てある記（上）」６面 2010年10月14日

「洗浄総合展　見てある記（下）」７面 2010年10月15日

「旭化成フェロー　吉野氏　特別講演」 2010年10月15日

「洗浄総合展　閉幕 来場者７万人越す」２面 2010年10月18日

企画特集 １回 「2010洗浄総合展　特集」 2010年10月13日

社告・広告 13回 全面（カラー１色、）全五段、半五段 2010年2月26日～

紙上プレビュー ４回 出展企業紹介、一回につき８～10社を紹介 2010年9月28日～

雑誌広告

月刊BE建築設備 2010年10月号

日経ものづくり 2010年10月号

週刊住宅 2010年10月4日号

プレス技術 2010年10月号

機械設計 2010年10月号

型技術 2010年10月号

工場管理 2010年10月号

工業材料 2010年10月号

ISOマネジメント 2010年10月号

原子力eye 2010年10月号

機械技術 2010年10月号

化学装置 2010年10月号

電子材料 2010年10月号

その他のパブリシティー（新聞、インターネット、雑誌）

化学工業日報 2010年5月～

半導体産業新聞 2010年5月～

イプロス（16万件） 2010年10月6日

ニュースリリース 新聞社、雑誌社、その他各種媒体へ案内 2010年10月～

交通広告（駅貼り広告） ・JR京浜東北線、りんかい線（東京、品川など） 2010年10月6日～12日

招待券（４展共通）

出展者用 200,000部 出展者に無料配布（封筒とセット） 2010年9月7日～

主催者用 200,000部

主催者送付
・後援、協賛団体
・弊社主催の展示会、セミナー来場者
・都道府県会館
・弊社発行「新製品情報」購読者
・日刊工業新聞社、支社、支局

2010年9月7日～

開会式招待状 700部 後援・協賛団体、出展代表者、関連団体へ配布 2010年9月下旬

新聞折り込みチラシ 約250万枚

新聞販売店（朝日、読売、毎日など）より、各事業
所及び一般世帯に配布
配布地区：東京23区、多摩地区、関東甲信越、東海、
近畿、中国、四国

2010年10月～

E-mail 約25万通（計４回） 弊社主催の展示会、セミナー来場者へ発信 2010年9月下旬～

出展者名簿（ガイドブック）４展共通 35,000部 来場者へ無料配布 会期中

ハンディガイド 35,000部 来場者へ無料配布 会期中
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主な広報宣伝活動

■2010 土壌・地下水環境展／ecobuild 2010／産学官ビジネスフェア 2010

項目 数量 内容 実施期間
ポスター A1判 650部 協賛、後援 2010年2月～

インターネット 来場募集ホームページ 2010年9月～

日刊工業新聞

記事 計７回

「土壌／地下水環境展　今日開幕」１面 2010年10月13日

「洗浄・土壌・エコビルドなどの６展示会開幕」１面 2010年10月14日

「柴垣環境課長　特別セミナー」13面 2010年10月14日

「洗浄総合展他　開会レセプション」３面 2010年10月14日

「土壌・地下水環境展／エコビルド　見てある記
（上）」13面 2010年10月14日

「土壌・地下水環境展／エコビルド　見てある記
（下）」13面 2010年10月15日

「土壌・地下水環境展／エコビルド　閉幕」２面 2010年10月18日

広告特集 １回 「土壌・地下水環境展・エコビルド・産学官　特集」
16面 2010年10月13日

社告・広告 26回 全面（カラー１色、）全五段、半五段（３展分） 2010年3月30日～

紙上プレビュー ８回 出展企業紹介、一回につき３～４社を紹介（土壌・
エコ） 2010年9月27日～

雑誌広告

月刊BE建築設備 2010年10月号

日経ものづくり 2010年10月号

週刊住宅 2010年10月4日号

プレス技術 2010年10月号

機械設計 2010年10月号

型技術 2010年10月号

工場管理 2010年10月号

工業材料 2010年10月号

ISOマネジメント 2010年10月号

原子力eye 2010年10月号

機械技術 2010年10月号

化学装置 2010年10月号

電子材料 2010年10月号

その他のパブリシティー（新聞、インターネット、雑誌）

月刊環境ビジネス 2010年11月号※土壌・エコ

環境新聞 2010年10月13日 ※土壌のみ

イプロス（16万件） 2010年10月6日

週刊ビル経営 2010年10月4日号

ニュースリリース 新聞社、雑誌社、その他各種媒体へ案内 2010年10月～

交通広告（駅貼り広告） ・JR京浜東北線、りんかい線（東京、品川など） 2010年10月6日～12日

招待券（４展共通）

出展者用 200,000部 出展者に無料配布（封筒とセット） 2010年9月7日～

主催者用 200,000部

主催者送付
・後援、協賛団体、関連業界団体
・弊社主催の展示会、セミナー来場者
・都道府県会館
・弊社発行「新製品情報」購読者
・日刊工業新聞社、支社、支局

2010年9月7日～

開会式招待状 700部 後援・協賛団体、出展代表者、関連団体へ配布 2010年9月下旬

新聞折り込みチラシ 約250万枚

新聞販売店（朝日、読売、毎日など）より、各事業
所及び一般世帯に配布
配布地区：東京23区、多摩地区、関東甲信越、東海、
近畿、中国、四国

2010年10月～

E-mail 約25万通（計４回） 弊社主催の展示会、セミナー来場者へ発信 2010年9月下旬～

出展者名簿（ガイドブック）４展共通 10,000部 来場者へ無料配布 会期中

ハンディガイド 10,000部 来場者へ無料配布 会期中
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広告・告知・記事
■社告「2010 洗浄総合展」

日刊工業新聞　2010年1月21日

　
東
芝
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
変
圧
器
や
開
閉
装
置
な
ど
電
力
変
電
所
機
器
の
生
産
を
大
幅
増
強
す
る
。
変
圧
器
は
既
存
工

場
の
能
力
を
２
０
１
０
年
内
に
６
割
引
き
上
げ
る
。
開
閉
器
は

年
に
買
収
し
た
工
場
の
建
屋
を
増
築
し
、
製
品
数

を
増
や
す
。
投
資
額
は
最
大
で

億
円
程
度
に
な
る
模
様
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
２
０
１
４
年
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
や

年
夏
季
五
輪
の
開
催
を
控
え
、
電
力
投
資
が
増
え
る
。
日
本
の
電
機
メ
ー
カ
ー
は
デ
ジ
タ
ル
家
電
な
ど
で
出

遅
れ
て
い
る
が
、
強
み
を
発
揮
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
で
先
行
し
た
い
考
え
だ
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
電
力
設
備
増
産
東
芝
、
最
大
億
円
投
資

国
内
電
機
、
イ
ン
フ
ラ
で
先
行

　共に生きる

広
広
角
角

関
西
経
済
連
合
会
会
長
下
妻
博

ア
ジ
ア
の
成
長
、
日
本
の
糧
に

　
日
本
は
ア
ジ
ア
と
と
も
に
成

長
す
る
と
い
う
共
生
の
視
点
が

重
要
だ
。
内
需
振
興
で
成
長
さ

せ
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、

資
源
も
な
く
人
口
が
減
り
続
け

る
国
で
は
内
需
に
よ
る
成
長
は

な
か
な
か
難
し
い
。
ア
ジ
ア
の

成
長
を
日
本
の
成
長
の
糧
に
す

る
こ
と
が
不
可
欠
な
時
代
だ
。

成
長
セ
ン
タ
ー

　
ア
ジ
ア
は
世
界
人
口
の

％

以
上
を
占
め
、
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
連
合

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

と
日

中
韓
を
合
わ
せ
た
地
域
の
総
生

産
は
世
界
全
体
の

％
以
上
と

な
り
、
ユ
ー
ロ
圏
に
迫
る
規
模

を
実
現
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

２
０
１
０
年
の
ア
ジ
ア
地
域
の

経
済
成
長
率
は
６
・
６
％
と
予

測
さ
れ
て
お
り
、
当
面
は
世
界

経
済
を
リ
ー
ド
す
る
成
長
セ
ン

タ
ー
と
目
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
の
成
長
は
ア
ジ
ア
と
与く

み

す
る
こ
と
、
ア
ジ
ア
を
内
需
と

し
て
取
り
込
む
こ
と
が
必
須
だ

が
、
問
題
は
そ
の
姿
勢
だ
。
鳩

山
由
紀
夫
首
相
が
提
唱
し
た

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
」
か

ら
は
ア
ジ
ア
と
の
関
係
強
化
の

重
要
性
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ

の
時
、
日
本
が
先
導
す
る
と
か

リ
ー
ド
し
な
け
れ
ば
と
い
う
認

識
に
は
異
を
唱
え
た
い
。

一
段
低
い
目
線

　
卑
屈
さ
で
な
く
、
あ
え
て
対

等
目
線
よ
り
一
段
低
い
目
線
で

臨
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
ど
う

し
て
も
先
に
先
進
国
と
な
っ
た

日
本
人
は
、
遅
れ
て
成
長
し
よ

う
と
す
る
ア
ジ
ア
の
新
興
国
に

対
し
て
優
越
感
を
持
ち
た
が
る

よ
う
だ
。
我
々
が
蓄
積
し
て
き

た
技
術
な
り
ノ
ウ
ハ
ウ
な
り
経

験
な
り
を
必
要
と
さ
れ
る
各
国

に
提
供
、
活
用
し
て
も
ら
っ
て

成
長
し
て
も
ら
う
。
そ
の
成
長

の
一
部
が
我
々
に
還
元
さ
れ
る

よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
だ
。
共

に
生
き
る
と
い
う
視
点
、
先
々

で
我
々
の
生
活
を
豊
か
に
し
て

く
れ
る
相
手
と
い
う
認
識
で
つ

き
あ
う
姿
勢
が
重
要
だ
。

　
ア
ジ
ア
と
の
関
係
に
お
い
て

関
西
は
優
位
だ
と
思
う
。
地
政

学
的
、
歴
史
的
に
結
び
つ
き
が

強
く
、
ア
ジ
ア
と
の
輸
出
入
は

全
国
が
５
割
に
対
し
て
関
西
は

６
割
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、

多
く
の
関
西
系
企
業
が
古
く
か

ら
ア
ジ
ア
に
進
出
し
、
製
造
や

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
浸
透
で
現
地

の
経
済
発
展
や
雇
用
に
貢
献
し

て
き
た
。
関
係
が
深
い
と
い
う

こ
と
は
ア
ジ
ア
の
成
長
を
糧
と

し
て
伸
び
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
。
な
に
よ
り
も
具
体

的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね

て
関
係
を
深
め
て
き
た
。

行
動
積
み
重
ね

　
例
え
ば
、
１
９
８
０
年
か
ら

実
施
し
て
き
た
「
関
経
連
ア
セ

ア
ン
経
営
研
修
」
は
、
ア
ジ
ア

各
国
の
政
府
や
経
済
界
の
幹
部

育
成
を
支
援
す
る
事
業
で
、
サ

テ
ィ
ッ
ト
前
タ
イ
投
資
委
員
会

長
官
ら
多
く
の
ト
ッ
プ
を
輩
出

し
て
き
た
。
関
西
は
ア
ジ
ア
の

ト
ッ
プ
と
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
っ
て
き
た
わ
け
だ
。

今
、
環
境
や
省
エ
ネ
に
か
か
わ

る
人
材
育
成
を
要
望
さ
れ
て
い

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
あ
る
国

際
研
究
機
関
「
東
ア
ジ
ア
・
ア

セ
ア
ン
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

」
と
包
括
連
携

協
定

Ｍ
Ｏ
Ｕ

を
締
結
、
国

際
協
力
機
構

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

か

ら
の
支
援
も
受
け
て
、

年
か

ら
本
格
的
に
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、

年
に
「
水
・
イ
ン

フ
ラ
国
際
展
開
研
究
会
」
を
設

置
し
た
。
大
阪
市
な
ど
と
の
官

民
連
携

Ｐ
Ｐ
Ｐ

で
ベ
ト
ナ

ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
の
水
道

事
業
の
改
善
提
案
を
行
っ
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
。
民
間
の
水

処
理
技
術
と
大
阪
市
の
運
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
う
ま
く
連
動
さ
せ

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
ア
ジ

ア
の
環
境
問
題
解
決
に
貢
献
し

た
い
。
と
も
に
必
要
と
さ
れ
る

技
術
を
提
供
し
、
と
も
に
成
長

し
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
ア
ク
シ

ョ
ン
に
し
た
格
好
だ
。

Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ「２０１０洗浄総合展」出展募集
　日刊工業新聞社は日本洗浄技能開発
協会、日本産業洗浄協議会と共催で
「 洗浄総合展」を開催します。隔
年開催で今回、 回目を迎える本展
は、産業洗浄分野で国内最大の出展規
模、来場者数を誇っています。テーマ
は、 時代を洗う 地球を守る 関係
各位の積極的な参加をお願いします。

（６面に詳細）
　　　　　【会期】 月 日－ 日 金
　　　　　【会場】東京ビッグサイト

■　深層断面　■■■■■■（最終面
　

水ビジネスで海外進出
　

　日本の商社が海外の水ビジネス市
場に攻勢をかける。 和製水メジャ
ー として存在感を高めてきた。海外
展開で出遅れ感のある日本の水関連
メーカーも商社に期待する。
（丸紅はヴェオリアと共同で中国・
成都市の浄水場を運営）

　工作機械 外需最高の ％
　日本工作機械工業会は、 年
の工作機械受注の外需比率が ％
超となるとの見通しを示した。最
高だった 年の ％を更新。

　

　中 台でドリル生産増強
　ユニオンツールはＰＣＢドリル
の新興国での生産体制を拡充す
る 中国 台湾にある３子会社の生
産能力を１割程度引き上げる。

　

　ポケットビデオが本格化
　低価格ビデオカメラの存在感が
高まっている。２万円以下で胸ポ
ケットに入る大きさの「ポケット
ビデオカメラ」が米国で人気だ。

●インタビュー
　ＴＨＫ社長・寺町彰博氏
　堀場製作所会長兼社長・堀場厚氏
　富士通マイクロエレクトロニクス

社長・岡田晴基氏
　日本オラクル社長・遠藤隆雄氏
　新日本石油社長・西尾進路氏
　　新日鉱ＨＤ社長・高萩光紀氏

　モノづくり
軽量化設計コンサルを強化

ヴァイナス
　テクノ編集局 「人工光合成」

　

　リスク管理
情報セキュリティーの新潮流と
取るべき対策　

日経平均

万 円 銭
ＴＯＰＩＸ

対　ド　ル

円 ～ 銭

円 銭安

安

銭安

東
京
市
場
日
時

ア
ピ
ウ
ス
と
月
内
提
携
電
子
カ
ル
テ
拡
販
Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｃ

２
０
０
０
人
弱
の
移
籍
要
請
日
通
、
郵
便
事
業
会
社
に
宅
配
便
会
社
清
算

世
界
経
済
成
長
今
年
２
．
４
％
に
国
連
機
関
予
測

日生、中国事業を強化合弁相手の拠点活用北京進出や銀行窓販

　
宗
教
と
の

か
か
わ
り
が

薄
く
な
っ
た

と
言
わ
れ
る

日
本
人
だ

が
、
験
を
担

ぐ
の
は

世
紀
に
な
っ
て

も
変
わ
ら
な
い
よ
う
だ
。

大
学
の
体
育
会
な
ど
が
決

戦
を
前
に
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム

を
お
清
め
し
た
り
、
カ
ツ

ど
ん
を
食
べ
た
り
と
、
勝

利
の
た
め
の
縁
起
か
つ
ぎ

は
多
種
多
様
▼
偶
像
崇
拝

な
ど
を
禁
止
し
て
い
た
は

ず
の
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
で

も
科
学
の
最
先
端
で
あ
る

宇
宙
開
発
で
は
、
面
白
い

ジ
ン
ク
ス
を
残
し
て
い

る
。
バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
基
地

か
ら
ソ
ユ
ー
ズ
ロ
ケ
ッ
ト

で
飛
び
立
つ
際
は
ガ
ガ
ー

リ
ン
に
あ
や
か
る
た
め
、

発
射
台
に
向
か
う
途
中
で

バ
ス
を
降
り
て
立
ち
小
便

を
す
る
ら
し
い
▼
こ
の
話

は
日
本
人
で
初
め
て
宇
宙

に
行
っ
た
秋
山
豊
寛
氏
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
紹
介
さ

れ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
人
が

も
と
も
と
伝
統
や
迷
信
を

大
事
に
す
る
こ
と
に
よ
る

の
だ
ろ
う
が
愉
快
な
気
も

す
る
▼
こ
れ
か
ら
の
受
験

シ
ー
ズ
ン
本
格
化
に
向
け

て
、
勝
つ
」
「
受
か
る

な
ど
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
商

品
が
コ
ン
ビ
ニ
に
も
並
び

始
め
た
。
火
付
け
役
と
な

っ
た
の
は
、
き
っ
と
勝
つ

に
由
来
す
る
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
「
キ
ッ
ト
カ
ッ
ト
。

そ
れ
以
外
に
も
ス
ナ
ッ
ク

菓
子
を
も
じ
っ
た
「
ウ
カ

ー
ル
」
、
「
勝
ち
の
種
」

柿
の
種

な
ど
さ
ま
ざ

ま
だ
▼
ひ
と
昔
前
は
「
合

格
」
と
い
う
名
字
の
表
札

を
お
守
り
に
も
ら
う
話
が

漫
画
の
ネ
タ
に
も
な
っ

た
。
時
代
は
移
り
、
今
で

は
ウ
ェ
ブ
上
の
神
様
に
お

願
い
す
る
受
験
生
も
。
願

か
け
も
多
様
化
の
時
代
に

突
入
し
た
よ
う
だ
。

　
Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
中
核
事
業
会
社
で
あ

る
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
、
東
京

都
大
田
区
、
山
本
健
治
社

長
、
０
３
・
５
７
１
４
・
５

１
１
１

は
、
医
療
機
関
向

け
情
報
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・

販
売
す
る
ア
ピ
ウ
ス

東
京

都
千
代
田
区

と
月
内
に
業

務
提
携
す
る
。

　
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の

販
売
や
運
用
・
保
守
体
制
を

強
化
し
、
今
後
、
電
子
カ
ル

テ
の
本
格
普
及
が
見
込
ま
れ

る
中
小
医
療
機
関
に
拡
販

す
る
。
２
０
１
３
年
度
ま
で

に
医
療
関
連
事
業
で
１
０
０

億
円
の
売
り
上
げ
を
目
指

す
。

　
Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
は

年
か
ら
、

ア
ピ
ウ
ス
か
ら
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ

相
手

先
ブ
ラ
ン
ド

供
給
を
受
け

て
い
る
が
、
業
務
提
携
を
機

に
関
係
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有

し
「

―
３
０
０
床
の
病
院

を
開
拓
す
る
」

三
星
義
明

Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
執
行
役
員

。
資

本
提
携
も
見
据
え
て
お
り
、

詳
細
は
今
後
詰
め
る
。

　
業
務
提
携
で
は
、
両
社
の

シ
ス
テ
ム
技
術
者

Ｓ
Ｅ

の
人
的
交
流
を
進
め
、
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
体

制
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
Ｊ

Ｂ
Ｃ
Ｃ
が
Ｊ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の

の
運
用
管
理
セ
ン
タ
ー
を
活

用
し
、
遠
隔
監
視
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
。

　
拡
販
す
る
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
は
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ

ー
を
通
じ
て
利
用
で
き
る
。

患
者
の
薬
の
投
与
状
況
を
は

じ
め
、
診
療
デ
ー
タ
を
病
院

間
で
共
有
可
能
で
、
地
域
医

療
に
役
立
て
ら
れ
る
。
２
０

０
―
３
０
０
床
の
病
院
の
場

合
で
「
シ
ス
テ
ム
を
作
り
込

む
場
合
と
比
べ
、
導
入
期
間

を
３
―
４
割
短
縮
で
き
る
」

三
星
執
行
役
員

と
し
て

い
る
。

　
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は

競
争
の
激
化
で
構
築
費
用
が

下
が
っ
て
き
て
お
り
、
１
床

当
た
り
１
０
０
万
円
程
度
と

い
う
。
Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
で
は
、
中

小
規
模
の
病
院
で
も
業
務
の

効
率
化
や
個
人
情
報
の
適
切

な
管
理
に
向
け
て
導
入
ニ
ー

ズ
が
高
ま
る
と
み
て
、
シ
ス

テ
ム
開
発
・
販
売
で
実
績
の

あ
る
ア
ピ
ウ
ス
と
連
携
し
、

医
療
関
連
市
場
の
開
拓
を
加

速
さ
せ
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
変
圧
器
工
場

ミ
ナ
ス
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
コ

ン
タ
ー
ジ
ェ
ン

は

―

４
０
０

の
中
容
量
器

の
専
用
。
生
産
能
力
を
年

ま
で
拡
大
す
る
た

め
、
組
み
立
て
試
験
や
高
効

率
の
コ
イ
ル
巻
装
置
を
導
入

す
る
。
旺
盛
な
ブ
ラ
ジ
ル
国

内
の
需
要
に
対
応
す
る
ほ

か
、
北
・
中
南
米
へ
も
輸
出

す
る
。

　
開
閉
器
は
買
収
し
た
気
中

絶
縁
開
閉
装
置

Ａ
Ｉ
Ｓ

の
工
場

パ
ラ
ナ
州
ク
リ
チ

バ

で
、
が
い
し
型
遮
断
器

や
避
雷
器
な
ど
を
新
た
に
生

産
す
る
。
東
芝
は
ガ
ス
絶
縁

開
閉
装
置

Ｇ
Ｉ
Ｓ

を
手

が
け
て
い
る
が
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
は

Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
比
べ
コ
ス
ト
が
安

く
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
新
興
国

の
電
力
設
備
は
ス
イ
ス
・
Ａ

Ｂ
Ｂ
な
ど
欧
州
メ
ー
カ
ー
が

強
い
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
は
電
力
需
要
の

７
割
以
上
を
水
力
発
電
で
ま

か
な
っ
て
い
る
が
、
電
力
障

害
な
ど
で
た
び
た
び
電
力
不

足
が
起
こ
る
。
安
定
性
の
高

い
系
統
変
電
機
器
の
ニ
ー
ズ

は
高
く
、
東
芝
は
今
回
の
増

産
を
足
が
か
り
に

年
度
に

売
上
高
を
７
０
０
億
円

現

在
は
２
０
０
億
円
規
模

以

上
に
伸
ば
す
。
系
統
送
変
電

事
業
の
海
外
売
上
比
率
は

％
弱
だ
が
、
同
年
度
に

％

ま
で
高
め
る
。

　
日
本
の
電
機
各
社
は
、
薄

型
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
端
末

な
ど
の
販
売
で
韓
国
サ
ム
ス

ン
電
子
な
ど
に
大
き
く
差
を

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
五
輪
開
催

に
向
け
地
下
鉄
、
道
路
、
空

港
拡
張
な
ど
イ
ン
フ
ラ
投
資

電
力
分
は
除
く

に

年

―

年
で
３
５
９
０
億

約

兆
円

を
注
ぎ
込
む

計
画
。

　
注
目
の
高
速
鉄
道
建
設
計

画
で
は
２
月
に
も
入
札
を
実

施
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
東

芝
や
日
立
製
作
所
な
ど
は
日

本
企
業
連
合
で
応
札
す
る
方

針
。
日
立
は
モ
ノ
レ
ー
ル
な

ど
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
の
受

注
も
狙
っ
て
い
る
。
三
菱
電

機
は
昨
年
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
に

「
Ｆ
Ａ
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
、
産
業
機
器
の
需
要
を
取

り
込
む
。
ま
た
メ
キ
シ
コ
に

あ
る
鉄
道
電
機
品
や
昇
降
機

の
工
場
か
ら
の
製
品
供
給
も

想
定
し
て
い
る
。
　

　
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
郵

便
事
業
会
社
と
日
本
通
運
が

共
同
で
設
立
し
た
「
Ｊ
Ｐ
エ

ク
ス
プ
レ
ス
」
の
清
算
の
問

題
で
、
日
通
が
出
向
社
員
の

う
ち
宅
配
便
の
集
配
や
営
業

を
行
う
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ

ー

Ｓ
Ｄ

２
０
０
０
人
弱

の
移
籍
を
郵
便
事
業
会
社
に

求
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
た
だ
、
郵
便
事
業
会
社

は
「
移
籍
は
事
務
職
を
中
心

に
１
０
０
０
人
程
度
」
と
主

張
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
両

社
の
要
望
に
は
開
き
が
あ

る
。
社
員
の
帰
属
や
タ
ー
ミ

ナ
ル
・
支
店
の
引
き
継
ぎ
は

１
月
末
の
最
終
合
意
を
目
指

し
て
い
る
が
、
話
し
合
い
が

難
航
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
Ｊ
Ｐ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
、

両
社
の
宅
配
便
事
業
の
統
合

を
目
指
し
て
２
０
０
９
年
４

月
に
事
業
を
開
始
し
た
。
日

通
の
宅
配
便
「
ペ
リ
カ
ン

便
」
を
移
管
し
、
郵
便
事
業

会
社
の
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
が

合
流
す
る
は
ず
だ
っ
た
が
、

総
務
省
の
認
可
が
得
ら
れ

ず
、
計
画
を
見
直
し
て
清
算

す
る
こ
と
で
昨
年

月
に
合

意
し
た
。
７
月
を
め
ど
に
清

算
さ
れ
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス

は
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
が
継
承
、

ペ
リ
カ
ン
便
は
消
滅
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｐ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
従

業
員
の
う
ち
、
全
体
の

％

と
な
る
約
６
３
０
０
人
が
日

通
か
ら
の
出
向
社
員
。
郵
便

事
業
会
社
は
出
向
社
員
の
移

籍
に
消
極
的
と
言
わ
れ
る

が
、
日
通
側
は
宅
配
便
サ
ー

ビ
ス
が
な
く
な
る
う
え
、
出

向
か
ら
戻
っ
て
も
路
線
貨
物

に
回
す
こ
と
が
難
し
い
た

め
、
Ｓ
Ｄ
を
中
心
と
し
た
移

籍
を
打
診
し
て
い
る
。

（日刊・土、日曜休刊）（昭和 年８月 日第３種郵便物認可）
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日
本
生
命
保
険
は
中
国
事

業
を
加
速
す
る
。
現
地
金
融

機
関
と
の
合
弁
会
社
の
支
店

を
北
京
市
に
開
設
し
、
現
地

企
業
の
団
体
保
険
の
営
業
を

強
化
す
る
。
ま
た
、
銀
行
窓

販
体
制
を
月
内
に
も
整
え
て

上
海
市
や
江
蘇
省
で
現
地
大

手
銀
行
を
通
し
た
保
険
商
品

の
販
売
を
始
め
る
。
合
弁
相

手
の
拠
点
網
を
生
か
し
て
中

国
生
保
事
業
を
拡
大
す
る
。

　
日
本
生
命
と
現
地
金
融
機

関
で
あ
る
中
国
長
城
資
産
管

理

北
京
市

と
の
合
弁
会

社
で
あ
る
長
生
人
寿
保
険

上
海
市

が
北
京
支
店
を

開
設
す
る
た
め
、
２
０
０
９

年
末
に
当
局
に
支
店
開
設
を

申
請
し
た
。
同
市
は
中
国
長

城
資
産
の
本
拠
地
で
あ
る
ほ

か
、
日
系
企
業
が
多
く
進
出

し
て
い
る
こ
と
か
ら
事
業
拡

大
の
見
込
み
あ
る
と
判
断
し

支
店
開
設
に
踏
み
切
っ
た
。

　
長
生
人
寿
保
険
の
拠
点
は

現
在
、
上
海
市
や
江
蘇
省
な

ど
長
江
河
口
付
近
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
日
系
企
業
の
団

体
保
険
を
中
心
に
営
業
を
展

開
し
て
い
る
。
北
京
支
店
開

業
後
は
、
日
系
企
業
の
団
体

保
険
に
加
え
、
中
国
長
城
資

産
の
支
店
を
代
理
店
に
す
る

こ
と
で
現
地
企
業
の
団
体
保

険
の
販
売
体
制
を
整
え
る
。

　
中
国
長
城
資
産
は
４
大
国

有
銀
行
の
一
つ
で
あ
る
中
国

農
業
銀
行
系
の
不
良
債
権
処

理
機
関
。
日
本
生
命
は
中
国

農
業
銀
行
と
提
携
し
今
月
中

に
も
銀
行
窓
販
シ
ス
テ
ム
を

稼
働
す
る
。
長
生
人
寿
保
険

が
す
で
に
進
出
し
て
い
る
上

海
市
や
、
浙
江
省
、
江
蘇
省

の
中
国
農
業
銀
行
の
支
店
で

銀
行
窓
販
を
始
め
る
。
中
国

農
業
銀
は
中
国
全
土
に
２
万

４
０
０
０
の
拠
点
を
持
ち
、

日
本
生
命
は
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
て
中
国
事
業

を
拡
大
さ
せ
る
。

　
【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

時
事
】

国
連
貿
易
開
発
会
議

Ｕ
Ｎ

Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ

は

日
、
２
０

１
０
年
の
世
界
経
済
の
成
長

率
が

２
・
４
％
に
回
復
す

る
と
の
予
測
を
明
ら
か
に
し

た
。

年
は
推
定
で
２
・
２

％
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
だ
っ

た
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
は
、
失
業

率
の
上
昇
を
背
景
に
個
人
消

費
と
設
備
投
資
が
伸
び
悩
む

こ
と
か
ら
、
先
進
国
全
体
の

年
の
成
長
率
は
１
・
３
％

年
は

３
・
５
％

に

と
ど
ま
る
と
予
測
。
米
国
は

２
・
１
％
に
回
復
す
る
一

方
、
日
本

０

９
％

、
英

国

０

６
％

、
ユ
ー
ロ
圏

０

４
％

は
低
成
長
に
と

ど
ま
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
開
発
途
上

国
は
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に

財
政
刺
激
策
の
効
果
と
輸
出

が
下
支
え
と
な
り
、
５
・
３

％

年
は
１
・
９
％

の

成
長
を
達
成
す
る
と
予
測
。

特
に
中
国
の
成
長
率
は
８
・

８
％

同
８
・
１
％

と
予

想
し
た
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
は
「

年
は

緩
や
か
な
回
復
と
な

る
が
、
リ
ス
ク
要
因
も
抱
え

て
い
る
」
と
分
析
。
金
融
危

機
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な

景
気
後
退
に
対
処
す
る
た
め

の
財
政
出
動
、
金
融
緩
和
策

の
解
除

出
口
戦
略

を
、

「

年
中
に
急
い
で
実
施
す

れ
ば
、
景
気
の
二
番
底
に
陥

る
恐
れ
が
あ
る
」
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
、
当
面
は
危
機
対
応

の
政
策
を
継
続
す
る
よ
う
各

国
に
強
く
求
め
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ２０１０土壌・地下水環境展　

出展募集
　

　日刊工業新聞社は土壌環境センター
と共催で 汚染を無くし、きれいな大
地を未来に をテーマに「 土壌・
地下水環境展」を開催します。関係各
位の、時代に適応した製品、技術の積
極的な参加をお願いします。

（ 面に詳細）
【会期】 月 日 水 － 日 金
【会場】東京ビッグサイト　　　

■　深層断面　■■■■■■（最終面
　

ナノテク研究－多様な 知 集積
　

　さまざまな企業や大学の人材が集
まって研究する オープンイノベーシ
ョン の手法が具体化する。茨城県つ
くば市一帯をナノテクノロジーの拠
点にする「ティアナノ構想」だ。
（産総研つくば西のスーパークリー
ンルームの内部）

　ＣＯ２排出枠付きモーター
　日立産機システムは４月から省
エネ効果の高い産業用のモーター
にカーボンオフセットを付けて限
定発売。業界で初めて。

　

　次世代無線技術アジアへ
　総務省と通信事業各社が連携し
次世代無線通信の技術・サービス
を、 日から都内で開くフォーラ
ムでアジア各国にアピールする。

　

　脳波で車いす制御
　長岡技科大の中川匡弘教授らは
怒りや喜びなどの感情を定量化し
て脳波を解析、制御信号に換えて
車いすを動かすことに成功した。

　世界戦略スクーターに も
ホンダ、欧州市場で攻勢

　グループ再編、冷凍子会社統合
荏原、海外市場開拓に力

　床材規格品、環境配慮型に転換
朝日ウッド、森林認証材を拡充

●インタビュー
　レオパレス 社長・深山英世氏

　モノづくり
ひび割れ抑える金型用鋼材

日立金属
　

　リスク管理
ＩＦＲＳ導入のインパクトを評価

サービス価格指数ＫＥＹＷＯＲＤ
　日銀は 日に２月の企業向けサービス価
格指数を発表する。１月まで前年同月比で
カ月連続で下落している。一方、下げ幅
は新興国を中心とした海外経済の堅調を受
け国際貨物輸送の価格が上昇しており５カ
月連続で縮小している。

【
特
集
】
環
境
と

共
生
す
る
産
業
洗

浄

面

ナ
ノ
テ
ク
、
リ
ス
ク
管
理
と
一
体
で

第
２
部
　
２
章
先
端
技
術

シンクタンクの目
ナ
ノ
で
制
す
る
ナ
ノ
の
リ
ス
ク

　
ナ
ノ
テ
ク
と
は
、
原
子
や
分
子
の
サ
イ
ズ
や
精
度

で
「
モ
ノ
」
を
加
工
・
組
み
立
て
る
技
術
で
あ
る
。

従
来
の
ミ
ク
ロ
ン
精
度
と
比
べ
る
と
ま
さ
に
け
た
違

い
の
先
端
技
術
で
あ
り
、
ナ
ノ
テ
ク
が
も
た
ら
す
リ

ス
ク
は
予
見
さ
れ
て
い
る
と
い
い
が
た
い
。
科
学
技

術
社
会
を
目
指
す
た
め
に
は
、
先
進
技
術
に
関
す
る

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
高
度
化
し
、
社
会
制
度
と

し
て
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
る
と
、
ナ
ノ
粒
子
の

飛
散
を
、
ナ
ノ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
技
術
を
使
っ
て
防
止

・
回
収
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ナ
ノ
テ
ク
先
進
国
で
あ

る
日
本
と
し
て
「
ナ
ノ
を
も
っ
て
ナ
ノ
を
制
す
る
」
姿
勢
も

提
案
し
た
い
。

三
菱
総
合
研
究
所

仮に粒子１個を 個に分け
ると、体積は同じで表面積は
倍に←反応性が高まり、人
体への影響が懸念される

　
新
し
い
も
の
に
危
険
は
つ
き
も
の
だ
。
未
開
の
領
域

を
突
き
進
む
先
端
研
究
や
技
術
開
発
も
例
外
で
は
な

い
。
ア
ス
ベ
ス
ト
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
、
フ
ロ
ン

。
最

初
は
画
期
的
と
思
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
技
術
が
引
き
起
こ

し
た
社
会
問
題
、
環
境
問
題
を
通
じ
て
わ
れ
わ
れ
は
、

新
た
な
知
見
や
研
究
成
果
を
社
会
に
出
す
際
に
、
中
長

期
的
な
視
点
で
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
の
重
要
性
を

学
ん
だ
。
さ
ら
に
は
安
全
性
を
維
持
・
向
上
す
る
た
め

の
研
究
も
欠
か
せ
な
い
。
先
端
技
術
の
現
場
の
事
例
か

ら
、
安
全
を
築
く
取
り
組
み
を
見
る
。

期
待
と
脅
威

　
「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
パ
ー

ク
」
で
知
ら
れ
る
米
国
の
作

家
マ
イ
ケ
ル
・
ク
ラ
イ
ト
ン

が
２
０
０
２
年
に
発
表
し
た

「
プ
レ
イ
―
獲
物
」
。
ナ
ノ

メ
ー
ト
ル

ナ
ノ
は

億
分

の
１

サ
イ
ズ
の
機
械
が
人

間
を
襲
う
姿
を
通
じ
一
般
の

人
々
に
ナ
ノ
テ
ク
の
脅
威
を

知
ら
し
め
た
。
同
作
は
Ｓ
Ｆ

で
現
実
離
れ
し
て
い
る
が
、

ナ
ノ
テ
ク
は
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
技
術
革
新
を
も
た
ら
す
と

期
待
さ
れ
る
だ
け
に
、
そ
の

芽
を
摘
ま
ぬ
よ
う
安
全
性
確

保
が
必
要
と
言
え
る
。

　
数

レ
ベ
ル
で
構
造
を

制
御
す
る
ナ
ノ
テ
ク
の
中

で
、
安
全
性
が
問
題
に
な
る

の
は
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
微
小
粒

子
だ
。
仮
に
直
径
１

の

粒
子
を
同

に
細
か
く

す
る
と
、
表
面
積
が

万

倍
、
個
数
は
１
０
０
０
兆
個

に
な
る
。
触
媒
機
能
な
ど
で

従
来
に
な
い
性
能
や
特
性
が

見
込
ま
れ
る
半
面
、
人
体
に

入
り
込
ん
だ
際
の
影
響
が
分

か
ら
ず
不
安
が
大
き
い
。

　
不
安
を
払
拭
し
、
社
会
が

ふ
っ
し
ょ
く
　

ナ
ノ
テ
ク
を
受
容
す
る
に
は

何
が
必
要
か
。
産
業
技
術
総

合
研
究
所
の
阿
多
誠
文
東
京

本
部
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

室
総
括
主
幹
は
「
１
０
０
０

兆
の
粒
子
を
１
個
も
漏
ら
さ

ぬ
こ
と
は
で
き
な
い
。
重
要

な
の
は
リ
ス
ク
管
理
」
と
唱

え
る
。
そ
の
根
幹
に
あ
る
の

が
「
リ
ス
ク

ハ
ザ
ー
ド
×

暴
露
量
」
と
い
う
式
。
ナ
ノ

粒
子
に
固
有
の
有
害
性
が
万

が
一
あ
っ
て
も
、
接
触

暴

露

を
十
分
管
理
で
き
れ
ば

リ
ス
ク
は
低
く
な
る
。

サ
イ
ク
ル
体
系
化

　
こ
う
し
た
リ
ス
ク
管
理
は

化
学
や
製
薬
分
野
で
発
達
し

た
。
米
デ
ュ
ポ
ン
や
ド
イ
ツ

の
バ
イ
エ
ル
マ
テ
リ
ア
ル
サ

イ
エ
ン
ス

Ｂ
Ｍ
Ｓ

は
、

ナ
ノ
粒
子
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
全
体
の
リ
ス
ク
管
理
を
体

系
化
。
１
０
０
０

超
の
報

告
書
を
米
国
環
境
保
護
庁

Ｅ
Ｐ
Ａ

な
ど
に
提
出
し

て
い
る
。
Ｂ

Ｍ
Ｓ
の
ナ
ノ

チ
ュ
ー
ブ
・

ナ
ノ
製
品
責

任
者
、
ラ
ウ

ル
・
ピ
レ
ス

博
士
は
「
毒

性
試
験
な
ど

リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に

１
億
円
以
上

を
投
じ
た
」
と
話
す
。
「
バ

イ
エ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
背
負
う

以
上
、
手
は
抜
け
な
い
」
。

　
リ
ス
ク
管
理
の
動
き
は
ナ

ノ
テ
ク
の
国
際
標
準
化
活
動

と
密
接
に
つ
な
が
る
。
国
際

標
準
化
機
構

Ｉ
Ｓ
Ｏ

は

年
に
ナ
ノ
テ
ク
関
連
の
委

員
会
「
Ｔ
Ｃ
２
２
９
」
を
立

ち
上
げ
、
安
全
や
用
語
、
計

量
・
計
測
な
ど
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
議
論
が
進

む
。
経
済
協
力
開
発
機
構

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

も
安
全
性
基

準
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

標
準
化
活
動

　
こ
う
し
た
場
所
で
は
自
国

規
格
の
採
用
を
狙
い
国
を
挙

げ
た
主
導
権
争
い
が
続
く
。

だ
が
日
本
は
「
活
動
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」

関
係
者

。

と
く
に
民
間
企
業
の
一
層
の

参
加
が
求
め
ら
れ
る
。
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
推

進
協
議
会
の
伊
藤
圭
一
事
務

局
長
は
「
ナ
ノ
テ
ク
や
国
際

標
準
化
へ
の
経
営
者
の
理
解

促
進
」
を
課
題
に
挙
げ
る
。

「
標
準
化
活
動
も
ビ
ジ
ネ
ス

戦
略
の
一
環
。
将
来
の
リ
ス

ク
管
理
と
捉
え
な
い
と
い
け

な
い
」

関
係
者

。

　
新
技
術
は
人
類
に
恩
恵
を

与
え
る
一
方
で
社
会
や
環
境

へ
厄
災
を
も
た
ら
す

も
ろ

刃
の
剣

。
ナ
ノ
テ
ク
分
野

の
体
系
整
備
は
、
人
類
が
歴

史
か
ら
学
ぶ
知
恵
を
持
つ
こ

と
の
証
左
と
も
言
え
る
。

安
全
を
築
く
取
材
班

　
東
芝
は
２
０
１
１
年
３
月
期
の
半
導
体
事
業
の
設
備
投
資
を
、
前
年
比
２
倍
強
の
２

０
０
０
億
円
超
に
増
額
す
る
。
８
割
程
度
を
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
型
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー
の
増

産
投
資
に
充
当
す
る
見
通
し
。
事
業
再
構
築
を
進
め
た

年
３
月
期

年
度

か
ら

は
大
幅
に
増
え
る
が
、
過
去
の
水
準
と
比
べ
れ
ば
低
い
。

年
半
ば
に
着
工
す
る
四
日

市
工
場

三
重
県
四
日
市
市

の
新
棟
へ
の
投
資
も
３
年
間
で
４
０
０
０
億
円
程
度
に

と
ど
め
、
生
産
能
力
増
強
余
地
を
残
す
考
え
。
半
導
体
市
況
が
回
復
局
面
に
入
っ
た
も

の
の
、
慎
重
な
姿
勢
を
崩
し
て
お
ら
ず
、
価
格
安
定
を
優
先
す
る
。

東
芝
、
半
導
体
投
資
を
倍
増
慎
重
姿
勢
は
崩
さ
ず
１
１
年
３
月
期

法
人
向
け
Ｎ
Ｇ
Ｎ
拡
販
中
堅
に
照
準
新
プ
ラ
ン
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西

ブ
ラ
ジ
ル
で
圧
縮
機
１
０
０
億
円
事
業
に
営
業
体
制
確
立
日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ

日
系
の
事
業
環
境
改
善
中
国
政
府
に
提
言
書
日
商
・
東
商
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
２
月
末
に

発
生
し
た
チ

リ
地
震
。
津

波
の
日
本
へ

の
到
達
時
間

や
大
き
さ
の

予
測
が
は
ず
れ
た
こ
と
が

問
題
視
さ
れ
た
が
、
安
全

最
優
先
の
対
応
と
し
て
評

価
す
る
声
も
多
い
。
同
時

に
予
測
技
術
が
予
想
以
上

に
進
歩
し
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
し
た
▼
３
月

日

は
「
世
界
気
象
デ
ー
」
。

１
９
５
０
年
の
こ
の
日
、

世
界
気
象
機
関
Ｗ
Ｍ
Ｏ

が
設
立
さ
れ
た
の
を
記
念

し
て
制
定
さ
れ
た
。
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
安
全
と
安

心
に
つ
く
し
て

年
」
。

津
波
予
想
も
こ
う
し
た
機

関
の
取
り
組
み
が
あ
れ
ば

こ
そ
だ
▼
Ｗ
Ｍ
Ｏ
に
は
世

界
１
８
９
の
国
と
地
域
が

参
加
。
天
気
予
報
や
注
意

報
な
ど
世
界
中
の
デ
ー
タ

を
収
集
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
情
報
交
換
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
地
球
温

暖
化
防
止
に
対
す
る
役
割

も
大
き
い
。
日
本
は

年

に
加
盟
し
た
▼
国
連
の
専

門
機
関
と
な
っ
た
の
は

年
前
だ
が
、
生
い
立
ち
は

さ
ら
に
１
０
０
年
前
の
１

８
５
３
年
に
さ
か
の
ぼ

る
。
海
運
の
安
全
の
た
め

に
開
催
さ
れ
た
「
海
運
気

象
会
議
」
が
起
源
で
、
そ

の
後
、
陸
上
の
気
象
デ
ー

タ
が
加
わ
っ
た
。
科
学
的

な
気
象
予
測
挑
戦
の
歴
史

は
古
い
▼
異
常
気
象
が
世

界
を
襲
い
、
大
規
模
水
害

や
干
ば
つ
が
至
る
所
で
発

生
し
て
い
る
。
自
然
災
害

の
損
失
額
は

年
代
に
は

年
間
４
０
０
億

に
膨
ら

み
、
そ
の
う
ち
の

％
以

上
が
気
象
現
象
に
由
来
す

る
と
い
う
。
自
然
を
制
す

る
の
は
不
可
能
だ
ろ
う

が
、
予
報
技
術
を
進
化
さ

せ
、
よ
り
安
全
な
世
界
を

築
き
た
い
も
の
だ
。

ブ
ラ
ス
ケ
ム
な
ど
ブ
ラ
ジ
ル

で
納
入
実
績
を
持
つ
圧
縮
機

か
ら
拡
販
す
る

▲

　
日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー

圧
縮
機

な

ど
を
拡
販
す
る
。
２
０
１
３

年
度
ま
で
に
、
同
国
で
の
売

上
高
を

年
度
見
込
み
比

倍
の
１
０
０
億
円
以
上
に
引

き
上
げ
る
計
画
だ
。
そ
の
準

備
と
し
て
、
３
月
中
に
国
際

営
業
部
長
を
ブ
ラ
ジ
ル
に
派

遣
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え

年
度
中

に
営
業
拠
点
の
設
置
場
所
や

展
開
す
る
事
業
を
決
め
、
中

長
期
的
な
経
済
成
長
が
見
込

め
る
同
国
で
事
業
を
本
格
化

さ
せ
る
。

　
日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
扱
う
の
は
コ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー
の
ほ
か
、
水
処
理
シ

ス
テ
ム
、
発
電
所
向
け
電
気

集
じ
ん
装
置
な
ど
。
ブ
ラ
ジ

ル
に
派
遣
す
る
営
業
担
当
者

は
日
立
製
作
所
サ
ン
パ
ウ
ロ

オ
フ
ィ
ス
を
ベ
ー
ス
に
約
２

カ
月
、
市
場
調
査
や
協
業
企

業
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
な
ど
を

行
う
。
こ
の
結
果
な
ど
を
も

と
に
、

年
度
ま
で
に
サ
ン

パ
ウ
ロ
か
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
に
営
業
拠
点
を
設
置
す
る

と
み
ら
れ
る
。

　
同
社
は
、
ま
ず
ブ
ラ
ジ
ル

国
営
石
油
会
社
ペ
ト
ロ
ブ
ラ

ス
や
石
油
化
学
会
社
ブ
ラ
ス

ケ
ム
に
納
入
実
績
が
あ
る
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
拡
販
か
ら

着
手
す
る
。

　
ま
た
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の

下
水
処
理
普
及
率
が
約
３
割

に
と
ど
ま
る
な
ど
、
今
後
の

整
備
が
予
想
さ
れ
る
下
水
処

理
設
備
の
受
注
も
計
画
。
大

気
汚
染
対
策
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
た
め
発
電
所
や
製
鉄

所
向
け
に
電
気
集
じ
ん
装
置

も
拡
販
す
る
。
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
用
の
特
殊
空
調
シ
ス
テ
ム

も
販
売
す
る
方
針
だ
。

　
日
立
プ
ラ
ン
ト
の

年
３

月
期
連
結
決
算
予
想
は
売
上

高
３
４
０
０
億
円

前
期
比

・
１
％
減

、
経
常
利
益

億
円

同

・
６
％

減

。
今
後
の
成
長
戦
略
と

し
て

年
度
の
海
外
売
上
高

２
０
０
０
億
円

年
度
見

込
み
９
５
０
億
円

を
目
標

に
掲
げ
、
新
興
国
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
拡
大
を
目
指
し
て
い

る
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
は
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

Ｎ
Ｇ
Ｎ

サ
ー
ビ
ス

の
法
人
開
拓
に
本
腰
を
入
れ

る
。
近
く
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ロ
ト

コ
ル

Ｉ
Ｐ

電
話
サ
ー
ビ

ス
「
ひ
か
り
電
話
」
に
中
規

模
事
業
所
向
け
の
新
プ
ラ
ン

を
投
入
す
る
ほ
か
、
高
機
能

電
話
端
末
と
映
像
サ
ー
ビ
ス

を
組
み
合
わ
せ
た
提
案
を
積

極
化
す
る
。
法
人
需
要
の
掘

り
起
こ
し
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
販

売
に
弾
み
を
つ
け
る
構
え
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｎ
に
よ
る
光
回
線
サ

ー
ビ
ス
「
フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク

ス
ト
」
の
契
約
数
は
２
月
末

時
点
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
合
わ
せ

て
１
９
８
万
件
。
提
供
エ
リ

ア
は
着
実
に
広
が
っ
て
い
る

が
、
当
初
の
想
定
よ
り
伸
び

悩
ん
で
い
る
の
が
現
状
。
Ｎ

Ｇ
Ｎ
を
含
め
、
個
人
向
け
光

回
線
の
純
増
が
鈍
化
す
る

中
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
や
安

定
性
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
法

人
向
け
に
Ｎ
Ｇ
Ｎ
を
積
極
提

案
し
、
拡
販
を
狙
う
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｎ
に
よ
る
ひ
か
り
電

話
の
新
プ
ラ
ン
は
、
従
業
員

人
以
上
の
事
業
者
向
け
。

１
契
約
当
た
り
最
大
１
０
０

人
の
同
時
通
話
が
可
能
で
、

最
大
３
０
０
の
電
話
番
号
を

割
り
振
れ
る
。
こ
れ
ま
で
ひ

か
り
電
話
の
法
人
向
け
プ
ラ

ン
は
、
１
契
約
当
た
り
最
大

８
人
が
同
時
通
話
で
き
る

「
オ
フ
ィ
ス
タ
イ
プ
」
し
か

Ｎ
Ｇ
Ｎ
に
対
応
し
て
い
な
か

っ
た
。

　
ひ
か
り
電
話
の
新
プ
ラ
ン

の
提
供
に
合
わ
せ
て
、
映
像

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
軸

に
し
た
営
業
も
本
格
化
さ
せ

る
。具
体
的
に
は
、Ｎ
Ｇ
Ｎ
対

応
の
高
機
能
電
話
端
末
「
α

Ｎ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
を
使
っ
た

簡
易
受
付
シ
ス
テ
ム
や
、
ひ

か
り
電
話
の
機
能
を
パ
ソ
コ

ン
で
も
使
え
る
よ
う
に
す
る

ひ
か
り
ソ
フ
ト
フ
ォ
ン
を

活
用
し
た
簡
易
テ
レ
ビ
会
議

な
ど
映
像
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
提
案
す
る
。
高
機
能
電
話

端
末
や
映
像
サ
ー
ビ
ス
と
の

セ
ッ
ト
販
売
を
通
じ
、
Ｎ
Ｇ

Ｎ
の
契
約
増
に
つ
な
げ
る
。

　
併
せ
て
、
帯
域
確
保
型
デ

ー
タ
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
、
仮
想
私
設
網

Ｖ
Ｐ

Ｎ

で
提
供
で
き
る
メ
ニ
ュ

ー
の
充
実
な
ど

Ｎ
Ｇ
Ｎ
な

ら
で
は

の
サ
ー
ビ
ス
開
発

を
推
進
。
顧
客
企
業
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
オ
フ
ィ
ス
機
器

を
遠
隔
か
ら
監
視
・
制
御
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
検
討

す
る
。

　
【
北
京

石
掛
善
久
】
日

本
商
工
会
議
所
と
東
京
商
工

会
議
所
の
訪
中
経
済
ミ
ッ
シ

ョ
ン
は

日
、
中
国
進
出
の

日
系
企
業
が
直
面
す
る
課
題

や
問
題
解
決
に
向
け
て
、

「
視
野
の
広
い
日
中
経
済
交

流
の
深
化
に
向
け
て
」
と
題

す
る
同
国
政
府
へ
の
提
言
書

を
ま
と
め
た
。

日
以
降
表

敬
訪
問
す
る
政
府
要
人
に
提

出
し
、
実
現
を
働
き
か
け

る
。

２
面
に
関
連
記
事

　
提
言
書
で
は
、
企
業
連
携

促
進
の
た
め
に
も
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
の
改
善
が
必
要
で
あ
る

と
し
、

諸
法
規
則
と
運
用

の
透
明
性
お
よ
び
公
平
性
の

向
上

外
資
参
入
規
制
の
撤

廃

知
的
財
産
権
の
保
護
強

化

Ｉ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

製
品
へ
の
強
制
認
証
制
度
の

見
直
し

撤
退
に
関
す
る
手

続
き
の
簡
素
化
―
を
求
め
て

い
る
。

　

日
に
当
地
の
長
富
宮
飯

店
で
同
国
に
進
出
す
る
日
系

企
業
組
織
「
中
国
日
本
商

会
」
と
懇
談
し
、
提
言
書
の

中
身
を
固
め
た
。

　
東
芝
は
４
月
か
ら
生
産
能

力
増
強
投
資
を
再
開
。
半
年

程
度
か
け
て
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
フ
ラ

ッ
シ
ュ
の
四
日
市
工
場
の
生

産
能
力
を
約
４
割
増
強
す
る

ほ
か
、
加
賀
東
芝
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
石
川
県
能
美
市

の
直
径
８

ウ
エ
ハ
ー
ラ
イ

ン
の
生
産
能
力
を
拡
大
し
て

パ
ワ
ー
半
導
体
を
増
産
す

る
。
市
況
を
見
て
２
０
０
億

―
３
０
０
億
円
設
備
投
資
を

上
乗
せ
す
る
。
現
時
点
で
半

導
体
投
資
に
関
し
て
は
、

年
３
月
期
以
降
も
年
間
２
０

０
０
億
―
２
５
０
０
億
円
の

水
準
を
継
続
す
る
意
向
だ
。

　
ま
た
、
直
径
３
０
０

ウ
エ
ハ
ー
換
算
で
月
産

万

―

万
枚
の
生
産
能
力
を
計

画
す
る
四
日
市
工
場
の
第
五

製
造
棟
に
つ
い
て
は
年
内
に

着
工
し
、

年
３
月
期
か
ら

稼
働
さ
せ
る
方
針
を
固
め
た

が
「
生
産
能
力
を
す
べ
て
使

い
切
る
に
は
着
工
か
ら
４
―

５
年
か
か
る
」

東
芝
首

脳

と
い
う
。
回
路
の
微
細

化
に
よ
り
一
枚
の
ウ
エ
ハ
ー

か
ら
取
れ
る
チ
ッ
プ
数
を
増

や
す
微
細
化
も
進
め
、
投
資

を
抑
え
て
実
質
増
産
に
つ
な

げ
る
。

　
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
市

場
は
米
ア
ッ
プ
ル
の
携
帯
機

器
が
需
要
を
け
ん
引
。
価
格

は
高
止
ま
り
し
て
い
る
。
世

界
シ
ェ
ア
首
位
の
韓
国
サ
ム

ス
ン
電
子
は

年
に
Ｄ
Ｒ
Ａ

Ｍ
を
含
め
た
メ
モ
リ
ー
事
業

に
５
兆
５
０
０
０
億

約

４
４
０
０
億
円

を
投
じ
る

計
画
だ
が
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
フ
ラ

ッ
シ
ュ
へ
の
投
資
は
慎
重
」

装
置
メ
ー
カ
ー
関
係

者

。
追
加
投
資
を
検
討
し

て
い
る
が
、
製
造
装
置
の
納

期
が
長
期
化
し
て
お
り
、
年

内
は
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る

こ
と
は
な
さ
そ
う
だ
。

（日刊・土、日曜休刊）（昭和 年８月 日第３種郵便物認可）
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フラッシュ
　
◆
Ｊ
―
Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
の
講
習
会

　
環
境
省
　
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

Ｊ
―

Ｖ
Ｅ
Ｒ

制
度
の
第
三
者
検
証
を
行
う
人
材
を
育

成
す
る
た
め
の
講
習
会
を
高
知
と
東
京
で
開
く
。

参
加
無
料
。
Ｊ
―
Ｖ
Ｅ
Ｒ
は
国
内
の
事
業
で
創
出

さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
量
や
森
林
吸
収

量
を
認
証
し
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

炭
素
の

相
殺

の
た
め
に
取
引
で
き
る
よ
う
に
す
る
制

度
。
認
証
の
過
程
で
、
削
減
・
吸
収
量
の
算
定
結

果
が
妥
当
か
ど
う
か
な
ど
を
第
三
者
検
証
機
関
が

確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
開
催
日
と
会
場

は
次
の
通
り
。

　
▽

日

高
知
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

高
知

市
、
定
員
約

人

▽

日

丸
ビ
ル
ホ
ー
ル
＆

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ス
ク
エ
ア

東
京
都
千
代
田

区
、
同

人

　
◆
食
品
廃
棄
物
の
活
用
技
術
報
告

　
農
林
水
産
先
端
技
術
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

東

京
都
港
区
、
０
３
・
３
５
８
６
・
８
６
４
４

日
、
東
京
都
港
区
の
三
会
堂
ビ
ル
で
「
食
品
産
業

グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
技
術
実
証
モ
デ
ル
事

業
」
の
成
果
報
告
会
を
開
く
。
食
品
工
場
の
廃
油

脂
か
ら
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
生
成
や
過

熱
水
蒸
気
に
よ
る
鶏
羽
毛
の
粉
砕
な
ど
、
食
品
廃

棄
物
の
有
効
活
用
と
減
量
化
を
目
指
し
た
新
技
術

の
実
証
事
業
の
成
果
を
発
表
す
る
。
参
加
費
は
無

料
。
申
し
込
み
は
同
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

　
◆
ア
ー
ス
・
ア
ワ
ー
に
参
加

　
広
島
市
　

日
の
「
ア
ー
ス
・
ア
ワ
ー
２
０
１

０
」
に
参
加
す
る
。
世
界
の
人
々
が
、
同
じ
日
の

同
じ
時
刻
に
照
明
を
消
す
イ
ベ
ン
ト
。
世
界
自
然

保
護
基
金

Ｗ
Ｗ
Ｆ

が
提
唱
し
て
い
て
お
り
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
啓
発
と
取
り
組
み
を
広
げ
る

の
が
狙
い
。
実
施
時
間
は

時
半
―

時
半
。
原

爆
ド
ー
ム
、
広
島
城
天
守
閣
な
ど
、
市
内
の
施
設

カ
所
以
上
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
照
明
を
消
す
と
と

も
に
、
市
民
や
民
間
企
業
に
も
参
加
を
働
き
か
け

る
。
ア
ー
ス
・
ア
ワ
ー
に
は
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

エ
ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
、
仏
パ
リ
の
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
、
台
湾
タ
イ
ペ
イ
１
０
１
な
ど
も
消
灯

に
参
加
す
る
。

　
◆
２
月
の
ガ
ス
販
売
量

％
増

　
東
邦
ガ
ス
　
２
月
の
ガ
ス
販
売
量
は
前
年
同
月

比

・
２
％
増
の
３
億
４
８
２
１
万
立
方

で
、

４
カ
月
連
続
で
前
年
を
上
回
っ
た
。
工
業
用
は
顧

客
先
の
設
備
稼
働
率
が
向
上
し
、
同

・
５
％
増

と
大
幅
に
増
加
し
た
。
家
庭
用
は
気
温
が
前
年
よ

り
低
く
給
湯
と
暖
房
需
要
が
増
加
し
、
同
０
・
８

％
増
。
商
業
用
は
空
調
需
要
が
増
え
、
同
５
・
３

％
増
。
公
用
・
医
療
用
は
同
９
・
６
％
増
。
他
ガ

ス
事
業
者
向
け
は
同
０
・
３
％
減
。

　
◆

年
ま
で
に
高
性
能
ゴ
ム
増
産

　
独
ラ
ン
ク
セ
ス
　
２
０
１
２
年
ま
で
に
タ
イ
ヤ

向
け
高
性
能
ゴ
ム
の
ネ
オ
ジ
ウ
ム
触
媒
ポ
リ
ブ
タ

ジ
エ
ン
を
グ
ロ
ー
バ
ル
で
年
産
５
万

増
産
す

る
。
対
象
は
ド
イ
ツ
と
米
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
３
拠

点
。
総
投
資
額
は
２
０
０
０
万

約

億

円

。
ア
ジ
ア
で
の
自
動
車
の
普
及
の
ほ
か
、

年
に
欧
州
連
合

Ｅ
Ｕ

で
導
入
さ
れ
る
新
タ
イ

ヤ
表
示
規
制
が
後
押
し
し
、
高
性
能
タ
イ
ヤ
の
需

要
が
拡
大
す
る
と
見
て
い
る
。

会期 月 日 水 － 日 金
会場 東京ビッグサイト
出展料金 １小間 間口 ×奥行

＜主催団体会員 万
円 一般 万 円 税込み
出展対象 土壌・地下水汚染調査
・コンサルティング、測定・分析
・検出機器、浄化・処理システ
ム、浄化技術・装置、浄化剤、ソ
フト、土壌調査関連機器、安全保
護用品、リスクマネジメント・評

価、情報、その他
申し込み・問い合わせ 「 土
壌・地下水環境展」事務局　日刊
工業広告社〒 ― 東京都中
央区日本橋茅場町２の７の 茅場
町第３長岡ビル

メール
　　　主催 社 土壌環境センター
　　　　　　

２０１０土壌・地下水環境展出展募集＊１面参照

ＮＥＤＯが 年度に委託した
主な水プロジェクト
委　託　先 概　　要

東レ 日立プラン
トテクノロジー

下水処理 海水淡水化を統
合した再生水プラント
「ウォータープラザ」

日立プラントテ
クノロジー

下水から工業用水を生産
するコンテナ型プラント
のＵＡＥでの実証

双　日
排水を工業用水に再生す
る中国 唐山市での実証

ＪＦＥエンジニ
アリングなど

雨水の飲料水化と下水再
利用を組み合わせた分散
型水供給事業 豪州で実証

大久保さん

水処理プラント海外展開へ組合発足
　
国
内
の
水
関
連
企
業
が
参
加
し
、
海
外
水
循
環
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
技
術
研
究
組
合

上
田
新
次
郎
理
事
長

日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
執
行
役
専
務

が
発
足

し
た
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

の
実
証
事
業
を
受
託
し
、
海
外
で
通
用

す
る
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
の
開
発
を
目
指
す
。
参
加
企
業

の
連
携
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
結
集
を
進
め
、
海
外
で
の
受
注

獲
得
も
狙
う
。

松
木
喬

ノ
ウ
ハ
ウ
結
集
し
受
注
獲
得

液晶用フィルム素材各社の取り組み　活況
現
地
生
産
、
東
レ
が
先
行

中
国
シ
フ
ト

東
レ
が
光
学
用
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ

ル
ム
の
生
産
を
始

め
る
中
国
合
弁

儀
化
東
レ
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル

ム
」

ま
ず
は
後
工
程

　
「
こ
の
決
断
が
ほ
か
の
メ

ー
カ
ー
の
呼
び
水
に
な
れ

ば
」
。
東
レ
の
鈴
井
伸
夫
常

務
は
中
国
で
光
学
フ
ィ
ル
ム

の
生
産
を
決
め
、
こ
う
意
欲

を
見
せ
る
。
近
年
、
中
国
は

液
晶
テ
レ
ビ
の
生
産
地
と
し

て
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

従
来
の
組
立
工
程
に
加
え
、

パ
ネ
ル
の
生
産
計
画
が
徐
々

に
具
体
化
し
て
き
た
た
め

だ
。
今
後
、
フ
ィ
ル
ム
な
ど

部
材
の
生
産
に
つ
い
て
も
、

要
求
さ
れ
る
技
術
レ
ベ
ル
が

比
較
的
低
い
後
工
程
な
ど
か

ら
中
国
に
移
行
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
素
材
各
社
の
中
国

生
産
シ
フ
ト
は
進
む
の
か
。

　
東
レ
は
日
本
で
稼
働
中
の

年
産
６
６
０
０

の
ラ
イ
ン

を
中
国
の
フ
ィ
ル
ム
生
産
合

弁
会
社
の
工
場
へ
移
設
し
、

２
０
１
１
年
７
月
か
ら
中
国

で
拡
散
板
や
プ
リ
ズ
ム
シ
ー

ト
向
け
光
学
用
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
フ
ィ
ル
ム
の
生
産
を
始
め

る
。
早
期
に
立
ち
上
げ
る
た

め
、
既
存
ラ
イ
ン
を
動
か
し

て
き
た
ス
タ
ッ
フ
を
送
り
込

み
、
日
本
で
の
装
置
の
製
造

条
件
を
踏
襲
す
る
。
「

後

工
程
と
な
る

加
工
工
場
は

フ
ィ
ル
ム
に
比
べ
、
工
場
の

建
設
決
定
か
ら
稼
働
開
始
ま

で
の
時
間
が
短
い

鈴
井
常

務

と
考
え
、
先
行
し
て
打

て
る
だ
け
の
手
を
打
っ
た
。

情
報
収
集
急
ぐ

　
中
国
で
は
従
業
員
の
定
着

率
の
低
さ
や
、
技
術
流
出
を

懸
念
す
る
企
業
も
多
い
。
だ

が
、
東
レ
は
「
中
国
の
合
弁

会
社
は
こ
れ
ま
で
ほ
か
の
フ

ィ
ル
ム
を
生
産
し
て
き
た
歴

史
が
あ
り
、
生
産
管
理
技
術

も
十
分
」

同

と
自
信
を

見
せ
る
。

　
ほ
か
の
主
要
フ
ィ
ル
ム
メ

ー
カ
ー
も
中
国
を
注
視
し
て

い
る
。
営
業
面
で
は
、
帝
人

デ
ュ
ポ
ン
フ
ィ
ル
ム

東
京

都
千
代
田
区

が
深

に
営

業
拠
点
を
新
設
す
る
な
ど
足

場
固
め
が
進
む
。

各
社
は
日
本
や
韓

国
と
の
情
報
交
換

を
活
発
化
さ
せ
、

品
質
や
ニ
ー
ズ
の

変
化
を
つ
か
み
、
商
機
を
つ

か
も
う
と
躍
起
だ
。

慎
重
意
見
な
お

　
一
方
、
フ
ィ
ル
ム
の
生
産

地
と
し
て
は
大
半
の
メ
ー
カ

ー
が
否
定
的
に
見
て
い
る
。

理
由
に
は
中
国
で
は
従
業
員

の
流
動
性
が
高
く
、
技
術
流

出
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ク
ラ
レ
や
富
士

フ
イ
ル
ム
は
敷
地
の
関
係
も

あ
る
が
、
次
の
増
設
も
国
内

で
行
う
方
針
だ
。
帝
人
も
中

国
生
産
は
考
え
て
い
な
い
と

い
う
。
三
菱
樹
脂
は
「
中
国

は
あ
く
ま
で
選
択
肢
の
一

つ
」

綿
引
健
雄
執
行
役

員

と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

　
日
本
ゼ
オ
ン
の
大
島
正
義

取
締
役
執
行
役
員
は
「
可
能

性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
だ

が
、
我
々
が
た
だ
出
て
い
っ

て
も
仕
事
に
は
な
ら
な
い
」

と
指
摘
す
る
。
偏
光
板
な
ど

関
連
メ
ー
カ
ー
が
中
国
に
進

出
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

が
形
成
さ
れ
た
時
に
初
め
て

中
国
生
産
の
メ
リ
ッ
ト
が
出

て
く
る
。
次
に
よ
う
や
く
、

コ
ス
ト
や
リ
ス
ク
を
輸
出
と

比
較
す
る
段
階
に
入
る
。
東

洋
紡
も
同
様
の
意
見
で
、
検

討
す
る
の
も
早
く
て
数
年
先

と
し
て
い
る
。

　
増
産
し
た
ば
か
り
の
メ
ー

カ
ー
が
多
い
が
、
高
シ
ェ
ア

の
企
業
ほ
ど
供
給
責
任
も
大

き
く
、
常
に
増
産
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
。
現
在
の
市
場

予
測
に
基
づ
く
と
、
大
半
の

企
業
が
１
―
２
年
内
に
次
の

増
産
を
決
め
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
間
に
中
国
が
ど
れ

だ
け
液
晶
パ
ネ
ル
の
生
産
計

画
を
推
し
進
め
、
ユ
ー
ザ
ー

を
は
じ
め
と
し
た
関
連
企
業

の
進
出
や
技
術
流
出
な
ど
の

懸
念
が
払
拭
さ
れ
る
か
が

ふ
っ
し
ょ
く

注
目
さ
れ
る
。

生
態
系
へ
の
影
響
評
価
・
予
測
Ｕ
Ｅ
―
Ｎ
ｅ
ｔ
実
用
化
清
水
建

太
陽
光
発
電
販
売
を
強
化
Ｗ
発
電
を
積
極
提
案
大
阪
ガ
ス

Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
監
視
機
能
活
用
異
変
を
携
帯
に
通
知
岩
谷
産
業

　　 ２０１０年 平成２２年 ３月２３日 火曜日 　　 （ ）

森
は
大
事

　
▽

「
日
本
の
企
業
の
自

然
保
護
活
動
に
お
い
て
森
は

大
事
だ
」
と
話
す
の
は
、
積

水
化
学
工
業
会
長
の
大
久
保

尚
武
さ
ん
。
日
本
経
団
連
自

然
保
護
協
議
会
長
で
あ
り
、

そ
こ
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
こ
う
分
析
す
る
。

　
▽

ア
ン
ケ
ー
ト
は
約
１

５
０
社
か
ら
回
答
が
あ
り
、

事
例
は
約
５
８
０
件
に
の
ぼ

っ
た
。
中
身
を
見
る
と
「
圧

倒
的
に
多
い
の
が
森
林
・
植

林
で
、森
林
に
関
す
る
も
の

は
２
０
０
件
超
。
最
多
が
森

林
保
全
活
動
で
約

件
。
以

下
、植
林
活
動
、

森
を
使
っ
た
教

育
と
続
く
。

　
▽

多
く
の

企
業
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ

企
業
の
社
会
的
責
任

を

含
め
て
森
林
に
か
か
わ
っ
て

い
る
。
た
だ
、
活
動
に
取
り

組
む
企
業
と
し
て
は
「
貢
献

し
て
い
る
実
感
が
ほ
し
い
」

と
本
音
を
漏
ら
す
。

Ｐ
Ｂ
Ｔ
樹
脂

東
レ
が
値
上
げ

　
東
レ
は
、
自
動
車
や
電
子

機
器
の
電
子
材
料
部
材
の
原

料
に
な
る
ポ
リ
ブ
チ
レ
ン
テ

レ
フ
タ
レ
ー
ト

Ｐ
Ｂ
Ｔ

樹
脂
「
ト
レ
コ
ン
」
を
４
月

１
日
出
荷
分
か
ら
値
上
げ
す

る
。
上
げ
幅
は
国
内
向
け
が

１

当
た
り

円
、
海
外

向
け
が
１

当
た
り
２
８
０

。
　
Ｐ
Ｂ
Ｔ
樹
脂
主
要
原
材
料

価
格
の
上
昇
に
加
え
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
や
輸
送
コ
ス

ト
も
上
昇
し
て
い
る
た
め
、

価
格
を
転
嫁
す
る
。
値
上
げ

は
２
０
０
８
年

月
１
日
出

荷
分
以
来
。

　
海
外
水
循
環
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
技
術
研
究
組
合
は
技
術

研
究
組
合
法
に
基
づ
き
、
東

レ
と
日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が

日
設
立
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
が

２
社
に
委
託

し
た
北
九
州

市
と
山
口
県

周
南
市
で
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ

ラ
ザ
事
業
と
、
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
で
の
実
証
事
業
の
委

託
先
が
組
合
に
移
行
さ
れ

る
。
組
合
は
賛
同
企
業
を
募

り
、
２
社
以
外
の
受
託
事
業

も
引
き
受
け
る
。

　
篠
田
猛
組
合
事
務
局
長
は

「
設
立
の
目
的
は
委
託
事
業

の
受
け
皿
に
な
る
こ
と
」
と

明
快
に
話
す
。
海
外
展
開
を

目
指
す
企
業

社
が
参
加
す

る
海
外
水
循
環
シ
ス
テ
ム
協

議
会
は
、
法
人
格
の
な
い
有

限
責
任
事
業
組
合

日
本
版

Ｌ
Ｌ
Ｐ

で
あ
る
た
め
事
業

を
受
託
で
き
な
い
。
こ
の
た

め
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
に
実
証
事
業
を

提
案
で
き
て
も
、
事
業
の
運

営
が
で
き
な
い
な
ど
の
制
約

が
あ
っ
た
。
技
術
研
究
組
合

は
法
人
格
を
持
ち
、
受
託
で

き
る
。

　
も
ち
ろ
ん
企
業
単
位
で
受

託
は
で
き
る
が
、
「
個
別
企

業
が
バ
ラ
バ
ラ
で
や
っ
て
い

て
も
欧
州
の
水
メ
ジ
ャ
ー
に

勝
て
な
い
」

篠
田
事
務
局

長

と
危
機
感
を
募
ら
せ

る
。

　
日
本
企
業
は
膜
や
ポ
ン
プ

な
ど
機
器
単
体
で
は
強
い

が
、
海
外
で
は
プ
ラ
ン
ト
の

設
計
か
ら
建
設
、
運
営
ま
で

ト
ー
タ
ル
で
受
注
で
き
る
水

メ
ジ
ャ
ー
が
強
い
。
水
メ
ジ

ャ
ー
に
対
抗
す
る
に
は
機
器

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し
た
競

争
力
の
あ
る
プ
ラ
ン
ト
の
開

発
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
に
企
業
の
連
携
が
必
要

で
、
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ザ
事
業
で

は
、
東
レ
と
日
立
プ
ラ
ン
ト

が
膜
や
装
置
の
技
術
を
持
ち

よ
り
、
海
水
淡
水
化
と
下
水

処
理
の
統
合
プ
ラ
ン
ト
を
開

発
す
る
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
ト
が
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
成
立
す
る
か
を
検

証
す
る
に
は
実
際
の
運
営
が

必
要
。
組
合
は
プ
ラ
ン
ト
で

作
っ
た
水
を
工
場
に
供
給
し

な
が
ら
課
題
を
洗
い
出
す
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
か
ら
委
託
を
受

け
た
Ｊ
Ｅ
Ｆ
エ
ン
ジ
ア
リ
ン

グ

東
京
都
千
代
田
区

や

双
日
な
ど
も
組
合
に
参
加
す

れ
ば
、
実
証
事
業
の
運
営
主

体
が
組
合
に
な
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
で
蓄
積
さ
れ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
が
集
ま
れ
ば
「
１
―

２
年
後
に
海
外
の
ビ
ッ
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
で
き

る
」

篠
田
事
務
局
長

と

鼻
息
が
荒
い
。

　
実
際
に
組
合
を
母
体
と
し

た
株
式
会
社
が
、
海
外
案
件

の
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
１
社
で
１
０

０
０
億
円
を
超
え
る
海
外
案

件
を
担
う
に
は
リ
ス
ク
が
大

き
い
。
組
合
は
金
融
機
関
か

ら
資
金
調
達
が
可

能
で
、
国
が
出
資

す
る
産
業
革
新
機

構

東
京
都
千
代

田
区

か
ら
の
出
資
も
期
待

で
き
る
。
組
合
は
日
本
企
業

連
合
に
よ
る
水
ビ
ジ
ネ
ス
の

海
外
展
開
の
試
金
石
と
な

る
。

　
清
水
建
設
は
都
市
開
発
が

生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
与

え
る
影
響
を
評
価
・
予
測
で

き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
「
Ｕ
Ｅ
―
Ｎ
ｅ
ｔ

ア
ー
バ
ン
・
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

」
を

実
用
化
し
た
。
街
路
樹
や
植

栽
の
種
類
ま
で
判
別
で
き
る

高
解
像
度
の
衛
星
画
像
デ
ー

タ
を
使
っ
て
草
地
、
樹
林
、

水
辺
を
評
価
指
標
に
自
然
環

境
を
把
握
し
、
各
指
標
を
利

用
す
る
代
表
的
生
物

指
標

生
物

の
生
息
適
性

す
み

や
す
さ

を
色
の
変
化
で
視

覚
的
に
分
か
り
や
す
く
表
示

す
る
。

　
指
標
生
物
は
草
地
が
モ

ズ
、
樹
林
が
シ
ジ
ュ
ウ
カ

ラ
、
水
辺
が
カ
ワ
セ
ミ
。
そ

れ
ぞ
れ
の
生
息
適
性
を
米
国

で
開
発
さ
れ
た
「
Ｈ
Ｅ
Ｐ

ハ
ビ
タ
ッ
ト
・
エ
バ
リ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス

」
と
い
う
手
法
を
ベ
ー

ス
に
餌
場
、
繁
殖
場
所
、
隠

れ
家
の
所
在
か
ら
総
合
的
に

判
断
す
る
。
開
発
地
周
辺
１

圏
の
現
状
を
把
握
し
、

影
響
に
つ
い
て
は
指
標
生
物

の
行
動
範
囲
と
さ
れ
る
２
５

０

圏
が
評
価
対
象
と
な

る
。

　
衛
星
画
像
デ
ー
タ
を
使
う

だ
け
な
の
で
、
評
価
は
最
長

で
も
１
週
間
程
度
。
開
発
計

画
策
定
に
伴
う
近
隣
住
民
と

の
合
意
形
成
な
ど
に
活
用
し

て
い
く
。

　
大
阪
ガ
ス
は
太
陽
光
発
電

販
売
を
本
格
化
す
る
。
２
０

１
０
年
度
は
同
社
サ
ー
ビ
ス

チ
ェ
ー
ン
の
約
２
０
０
社
が

家
庭
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム

Ｐ
Ｖ

を
販
売
し
、
施

工
す
る
。
ま
た
シ
ャ
ー
プ
、

三
洋
電
機
、
京
セ
ラ
の
Ｐ
Ｖ

を
扱
う
。
サ
ー
ビ
ス
チ
ェ
ー

ン
で
は
各
社
の
Ｐ
Ｖ
取
り
付

け
に
必
要
な
施
工
資
格
保
有

者
を
現
在
の
１
０
０
人
か

ら
、

年
度
上
期
中
に
２
０

０
人
に
増
や
す
。
Ｐ
Ｖ
施
工

資
格
だ
け
で
な
く
大
ガ
ス
独

自
に
施
工
時
の
安
全
管
理
、

施
工
管
理
検
査
な
ど
を
説
明

な
ど
を
担
う
資
格
制
度
「
Ｐ

Ｖ
エ
コ
マ
イ
ス
タ
ー
」
も
設

け
た
。
２
０
１
０
年
度
の
Ｐ

Ｖ
販
売
は
前
年
度
比
６
倍
の

１
８
０
０
件
を
目
指
す
。

　
Ｐ
Ｖ
の
販
売
促
進
と
と
も

に
家
庭
用
燃
料
電
池
「
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
」
な
ど
の
コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
熱
電
併
給

を
組
み
合
わ
せ
た

Ｗ

ダ

ブ
ル
発
電
の
提
案
も
積
極

的
に
行
う
。

年
度
の
Ｗ
発

電
目
標
は
前
年
度
１
・

倍

の
１
７
４
０
件
を
目
指
す
。

　
岩
谷
産
業
は
液
化
石
油
ガ

ス

Ｌ
Ｐ
Ｇ

の
集
中
監
視

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
自
宅

の
異
変
を
携
帯
電
話
な
ど
の

メ
ー
ル
に
通
知
す
る
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
「
マ
ッ

ピ
ー
セ
ー
フ
」
を
４
月
１
日

に
発
売
す
る
。
基
本
メ
ニ
ュ

ー
の
「
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
」

は
、
ガ
ス
の
消
し
忘
れ
や
微

量
な
ガ
ス
漏
れ
な
ど
の
異
常

を
検
知
し
、
自
宅
に
電
話
し

て
、
適
切
な
処
理
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
異
常
検
知
情
報

を
メ
ー
ル
で
送
る
。
外
出
先

で
ガ
ス
の
消
し
忘
れ
が
気
に

な
っ
た
場
合
、
遠
隔
操
作
で

ガ
ス
を
遮
断
す
る
こ
と
も
可

能
。
料
金
は
月
１
０
５
円
。

　
こ
れ
以
外
に
、
防
犯
・
防

災
に
関
す
る
他
の
サ
ー
ビ
ス

も
追
加
で
登
録
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
初
年
度
の
契
約
目

標
は
２
万
件
。

　
「
防
犯
シ
ス
テ
ム
」
は
窓

や
ド
ア
に
防
犯
セ
ン
サ
ー
を

設
置
し
、
開
く
と
大
音
量
の

警
報
で
威
嚇
す
る
と
と
も

に
、
メ
ー
ル
で
緊
急
通
報
す

る
。
料
金
は
月
５
２
５
円

機
器
類
の
費
用
は
別

。

　
「
防
災
シ
ス
テ
ム
」
は
火

災
警
報
機
な
ど
と
連
動
し

て
、
煙
や
一
酸
化
炭
素
を
感

知
し
、
音
声
で
危
険
を
呼
び

か
け
、
メ
ー
ル
で
も
知
ら
せ

る
。
料
金
は
月
２
１
０
円

同

。
「
見
守
り
シ
ス
テ

ム
」
は
、
離
れ
て
住
む
家
族

の
ガ
ス
の
使
用
状
況
を
見

て
、
一
定
時
間
以
上
使
わ
れ

て
い
な
い
状
況
を
検
知
す
る

と
、
メ
ー
ル
で
通
知
す
る
。

料
金
は
月
２
１
０
円
。

■社告「2010 土壌・地下水環境展」

日刊工業新聞　2010年3月23日

日刊工業新聞　2010年3月23日

日刊工業新聞　2010年1月21日

２
０
１
０
洗
浄
総
合
展

　
　
　
出
展
募
集

１
面
参
照

　

▽
会
期

月

日

水

　
日

金

▽
会
場

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

▽
出
展
対
象

高
圧
洗
浄
機
器
・
装
置
、
洗
浄
装

置
、
洗
浄
剤
、
周
辺
機
器
、
回
収
機
器
・
装
置
、

調
査
・
測
定
・
分
析
機
器
・
装
置
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策

関
連
機
器
、
安
全
・
保
護
具
な
ど

▽
出
展
料
金

税
込
み

◇
屋
内
小
間
１
小
間

間
口
２
・

ｍ
×
奥
行
き

２
・

ｍ

主
催
団
体
会
員
企
業

万
５
０
０

０
円
、
一
般

万
６
０
０
０
円

◇
屋
外
小
間
１
小
間

同
４
ｍ
×
同
３
ｍ
・
ス
ペ

ー
ス
渡
し

主
催
団
体
会
員
企
業

万
１
０
０

０
円
、
一
般

万
２
０
０
０
円

▽
申
し
込
み
締
め
切
り

６
月

日

水

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

日
刊
工
業
新
聞
社
業

務
局
イ
ベ
ン
ト
事
業
部
〒
１
０
３

８
５
４
８
東

京
都
中
央
区
日
本
橋
小
網
町

の
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
・
５
６
４
４
・
７
２
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
５
６
４
１
・
８
３
２
１

ｅ
メ
ー
ル
　‐

主
催
　

社

日
本
洗
浄
技
能
開
発
協
会

日
本
産
業
洗
浄
協
議
会
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
納
入
川
重
、
住
金
和
歌
山
製
鉄
所
に

新
分
野
開
拓

海
外
展
開
が
柱

　
「
今
後

年
は
中
国
が

世
界
を
リ
ー

ド
す
る
」
と

豪
語
す
る
よ

う
に
、
同
社

は
製
販
両
面
で
の
施
策
を

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
る
。
一

方
、
自
動
車
部
品
や
免
震

・
制
震
装
置
な
ど
の
拡
販

も
進
め
て
い
る
。
新
分
野

の
開
拓
は
、
海
外
展
開
と

と
も
に
同
社
成
長
の
両
輪

と
言
え
る
。

村
上
毅

寺町彰博氏ＴＨＫ社長
年暦年と 年 月の工作機械業種別受注額

（単位：百万円、増減率は％、 はマイナス）

月 前月比 前　年
同月比 年累計 前　年

同期比

倍 倍
　 　
　 　
　 　
　 　
　 倍
　
　 　
　
　 　
　 　
　 　
　 倍 倍

　
　 　
　 倍
　
　
　 　
　 　
　
　

一 般 機 械
（うち金型）

自 動 車
（うち自動車部品）

電 気 機 械
精 密 機 械
電 機 ・ 精 密 計
航空機 造船 輸送用機械

小　　　計

機

械

製

造

業

　

ア ジ ア
欧 州
北 米

外
需
内
訳

期　間
需要業種

鉄 鋼 ・ 非 鉄 金 属
金 属 製 品

そ の 他 製 造 業
官 公 需 ・ 学 校
そ の 他 需 要 部 門
商 社 ・ 代 理 店
内 需 合 計

外 需 合 計
受 注 累 計
販 売 額
受 注 残 高

日工会調べ

１
に
低
価
格
化
正
極
材
の
小
型
焼
成
炉
リ
チ
ウ
ム
電
池
用
ノ
リ
タ
ケ

　 年（昭 ）九大工
卒、同年住友重機械工
業入社。 年住重機器
システム（現・住友重
機械プロセス機器）社
長、 年住友重機械工
業鉄構機器事業部長。
福岡県出身、 歳。
年 月１日就任。（愛
媛県西条市今在家
）

三み島しま守まもる氏
住友重機械プロセス機器社長さあ出番

世
界
で
勝
負
で
き
る
人
材
を

　
住
友
重
機
械
工
業
が
鉄
構
機

器
事
業
を
、
住
友
重
機
械
プ
ロ

セ
ス
機
器
に
移
管
し
た
の
を
機

に
就
任
し
た
。
た
だ
、
住
友
重

機
械
プ
ロ
セ
ス
機
器
の
前
身
で

あ
る
住
重
機
器
シ
ス
テ
ム
の
設

立
当
初
に
社
長
を
務
め
た
た

め
、
本
人
も
認
め
る
「
返
り
咲

き
」
だ
。

　
直
近
は
住

重
の
鉄
構
機

器
事
業
部
長

で
、
周
囲
の

ほ
と
ん
ど
が

旧
知
の
間
柄

だ
と
か
。
「
気
負
い
が
な
い

分
、
事
業
拡
大
達
成
ま
で
は
逃

げ
ら
れ
な
い
」
と
気
を
引
き
締

め
る
。

　
石
油
精
製
用
の
コ
ー
ク
ド
ラ

ム
な
ど
の
事
業
が
加
わ
る
こ
と

で
売
り
上
げ
は
増
え
る
が
、
市

場
環
境
は
厳
し
い
。
「
顧
客
企

業
の
ニ
ー
ズ
や
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
を
き
ち
ん
と
把
握

し
て
、
必
要
な
も
の
を
提
案
し

て
い
く
」
構
え
。

　
開
発
設
計
や
営
業
の
経
験
が

自
身
の
糧
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
「
で
き
る
だ
け
海
外
部

門
や
技
術
、
営
業
と
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
さ
せ
て
、
世
界
で
勝
負

で
き
る
人
材
を
育
成
し
た

い
」
。

　
趣
味
は
散
歩
と
読
書
。
し
ば

ら
く
は
単
身
赴
任
生
活
が
続
く

た
め
、
健
康
管
理
に
留
意
し
た

い
と
い
う
。

丸
山
美
和

毎
秒
３
・
精
度
０
・
　
日
特
エ
ン
ジ
が
高
速
搬
送
機
位
置
決
め

先
端
技
術
生
む
土
壌
生
か
す

　
日
本
の
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
の
外
需
依
存
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
工
作
機
械

工
業
会
は

日
、
２
０
１
０
年
の
工
作
機
械
受
注
の
外
需
比
率
が

％
超
と
な
る
と
の

見
通
し
を
示
し
た
。
過
去
最
高
だ
っ
た

年
の

・
２
％
を
更
新
し
、
２
年
連
続
で
６

割
を
超
す
高
水
準
。
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
で
需
要
が
急
伸
し
て
い
る
た
め
。
為
替
変
動
へ

の
対
応
と
併
せ
、
新
興
市
場
を
ど
う
開
拓
す
る
か
が
成
長
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
。

外需％超を予測工作機械今年の受注
「
ア
ジ
ア
特
需
、
ス
ポ
ッ
ト
で
な
い
」
新
興
国
開
拓
成
長
の
カ
ギ
日
工
会

　
【
名
古
屋
】
ノ
リ
タ
ケ
カ

ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ド
は

日
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

正
極
材
料
の
試
験
用
焼
成
炉

「
Ｒ
Ｈ
Ｋ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

写
真
」
を
２
月
初
旬
に
発

売
す
る
と
発
表
し
た
。
量
産

用
焼
成
炉
に
比
べ
小
型
・
低

価
格
化
し
、
正
極

材
の
研
究
開
発
用

と
し
て
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
メ
ー

カ
ー
や
、
電
極
材

料
を
製
造
す
る
素

材
メ
ー
カ
ー
な
ど

に
売
り
込
む
。
価

格
は
７
０
０
万
円
。
２
０
１

１
年
度
に
年
販
３
億
円
を
目

指
す
。

　
同
社
が
す
で
に
発
売
し
て

い
る
量
産
用
焼
成
炉
と
同
じ

断
熱
構
造
と
給
排
気
構
造
を

持
つ
バ
ッ
チ
タ
イ
プ
の
小
型

焼
成
炉
。
価
格
は

分
の
１

程
度
、
設
置
ス
ペ
ー
ス
は

分
の
１
以
下
に
抑
え
た
。
同

製
品
で
採
取
し
た
炉
圧
や
ガ

ス
濃
度
な
ど
の
デ
ー
タ
を
、

そ
の
ま
ま
量
産
用
焼
成
炉
に

適
用
で
き
る
。

　
【
さ
い
た
ま
】
日
特
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
各
種
生
産

ラ
イ
ン
に
対
応
す
る
高
速
搬

送
機

写
真

を
発
売
し

た
。
リ
ニ
ア
軸
受
と
ゴ
ム
製

ベ
ル
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
独

自
の
機
構
を
採
用
し
、
毎
秒

３

の
高
速
搬
送
を
行
い
な

が
ら
繰
り
返
し
位
置
決
め
精

度

０
・

以
上
を

維
持
で
き
る
。
各
種
部
品
の

搬
送
が
必
要
な
工
場
に
売
り

込
む
。
価
格
は
長
さ
４

タ

イ
プ
で
５
０
０
万
円
。
年
１

２
０
台
の
販
売
を
見
込
む
。

　
発
売
し
た
搬
送
機
は
「
リ

ニ
ア
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ン

ス
フ
ァ
ー
シ
ス
テ
ム
」
。
案

内
部
は
、
リ

ニ
ア
軸
受
と

ゴ
ム
ベ
ル
ト

を
か
ま
せ
た

治
具
の
上
に

パ
レ
ッ
ト
を

設
置
し
各
工

程
へ
と
走
ら

せ
る
仕
組
み
。

　
コ
ン
ベ
ヤ
ー
で
搬
送
す
る

フ
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ
イ
ン
と
比

較
し
、
高
速
で
搬
送
す
る
た

め
、
工
程
間
の
待
機
パ
レ
ッ

ト
と
治
具
の
数
と
コ
ス
ト
を

半
減
で
き
る
。
こ
の
た
め
設

置
面
積
も
従
来
の
約
３
分
の

１
で
済
み
、
前
後
工
程
の
追

加
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
が

し
や
す
い
。

　
治
具
や
パ
レ
ッ
ト
は
取
り

は
ず
し
可
能
で
、
仕
様
替
え

時
間
を
短
縮
で
き
る
。
複
雑

な
配
線
が
な
く
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
し
や
す
い
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
受
信
機

検
証
用
ソ
フ
ト

ア
ジ
レ
ン
ト
が
発
売

　
ア
ジ
レ
ン
ト
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー

東
京
都
八
王
子
市
、

海
老
原
稔
社
長
、
０
４
２
・

６
６
０
・
８
４
２
６

は
、

全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム

Ｇ

Ｐ
Ｓ

受
信
機
検
証
用
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
「
Ｎ
７
６
０
９
Ｂ

　
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
用
シ
グ
ナ
ル
ス

タ
ジ
オ
」
を
発
売
し
た
。

衛
星
・

チ
ャ
ン
ネ
ル
対
応

の
高
度
な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
Ｇ

Ｐ
Ｓ
衛
星
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
同
社
の
汎
用
信
号
発
生

器
上
で
行
え
る
。
価
格
は
１

５
３
万
３
９
４
５
円
か
ら
。

　
複
数
の
衛
星
か
ら
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
信
号
を
簡
単
に
生
成
で
き

る
。
こ
の
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
受

信
機
の
初
期
位
置
算
出
時
間

や
位
置
確
度
、
感
度
な
ど
を

試
験
で
き
る
。

　
信
号
を
発
生
さ
せ
な
が
ら

衛
星
か
ら
の
信
号
強
度
や
各

衛
星
の
検
出
の
有
無
を
制
御

で
き
る
。

ベ
ス
ト
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

に

件

三
菱
重
工

　
三
菱
重
工
業
は
社
内
の
独

創
的
な
新
製
品
や
新
技
術
、

新
事
業
を
対
象
に
表
彰
す
る

「
ベ
ス
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

２
０
０
９
」
を

件
選
定
し

た
。
「
新
製
品
賞
」
に
は
、

新
型
舶
用
排
熱
回
収
シ
ス
テ

ム
な
ど
４
件
、
「
新
業
務
プ

ロ
セ
ス
賞
」
に
は
造
船
所
に

お
け
る
鋼
材
・
部
材
管
理
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
部
品
所
在
管

理
の
効
率
化
な
ど
５
件
を
選

ん
だ
。

　
「
特
別
賞
／
新
技
術
賞
」

に
は
、
画
像
演
算
処
理
装
置

を
利
用
し
た
タ
ー
ボ
機
械
流

動
大
規
模
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
技
術
な
ど
５
件
。

　
技
術
力
を
広
く
一
般
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
案
件
に
授
与
す

る
「
特
別
賞
／
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
賞
」
に
は
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど

４
件
を
選
出
し
た
。

　
―
世
界
経
済
の
先
行
き
を

ど
う
み
て
い
ま
す
か
。

　
「
世
界
的
な
二
番
底
は
な

い
の
で
は
な
い
か
。
欧
州
で

は
こ
れ
ま
で
隠
れ
て
い
た

痛
み
の
部
分
が
出
て
き
て

は
い
る
が
、
こ
れ
以
上
悪
く

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま

た
、
中
国
向
け
の
輸
出
の
伸

び
に
世
界
経
済
が
支
え
ら
れ

て
い
る
と
い
う
の
が
実
情

だ
。
各
国
が
い
ち
速
い
対
応

を
し
て
い
け
ば
二
番
底
は
回

避
で
き
る
」

　
―
直
動
案
内
機
器
の
需
要

動
向
は
。

　
「
昨
年
か
ら
順
調
に
回
復

し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
を
中
心

に
半
導
体
製
造
装
置
向
け
な

ど
で
、
わ
れ
わ
れ
の
製
品
を

調
達
す
る
動
き
が
先
行
し
て

出
て
い
る
。
国
内
の
生
産
拠

点
で
も
残
業
し
な
い
と
間
に

合
わ
な
い
と
こ
ろ
も
出
て
き

た
。
た
だ
、

国
内
の
生
産

拠
点
で
は

増
員
す
る
ま
で

は
い
か
な
い
」

　
―
中
国
市
場
に
は
ど
う
対

応
し
ま
す
か
。

　
「
現
地
生
産
を
増
や
し
て

い
く
。
江
蘇
省
無
錫
市
、
遼

寧
省
大
連
市
、
広
東
省
広
州

市
に
生
産
子
会
社
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
内
に
余
っ

た
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
。
既
存

工
場
で
フ
ル
に
設
備
増
強
し

て
い
き
、
新
た
な
工
場
な
ど

も
検
討
し
た
い
。
今
の
拠
点

は
す
べ
て
沿
海
部
に
あ
る
。

内
陸
部
に
拠
点
を
構
え
る
こ

と
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
ま
ず
は
生
産
性
を
高

め
る
よ
う
改
善
し
て
い
き
た

い
」

　
「
消
費
地
が
最
適
な
生
産

地
だ
。
国
内
消
費
が
低
迷
す

る
中
、
最
適
生
産
地
は
海

外
。
今
ま
で
は
輸
出
先
が
日

本
と
賃
金
が
同
じ
レ
ベ
ル
の

先
進
国
だ
っ
た
か
ら
良
か
っ

た
が
、
こ
れ
か
ら
の
輸
出
相

手
は
欧
米
で
な
く
、
ア
ジ
ア

な
ど
新
興
国
地
域
。
市
場
が

大
き
く
な
る
ほ
ど
国
内
で
作

っ
て
持
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
く
な
る
」

　
―
国
内
を
生
産
拠
点
と
し

て
い
か
に
位
置
付
け
ま
す

か
。

　
「
日
本
市
場
も
捨
て
た
も

の
で
は
な
い
。
今
ま
で
当
社

製
品
の
採
用
が
な
か
っ
た
分

野
に
出
て
い
け
れ
ば
、
全
体

の
規
模
は
縮
小
し
て
も
成
長

需
要
に
な
る
。

そ
の
案
件
を
ど

れ
だ
け
作
っ
て

い
け
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
。

日
本
は
今
後

年
で
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
他
国

に
抜
か
れ
る
か

も
し
れ
な
い

が
、
技
術
の
蓄
積
や
気
質
な

ど
の
面
で
先
端
の
技
術
や
製

品
が
生
ま
れ
て
く
る
土
壌
が

あ
る
。
日
本
の
需
要
規
模
を

最
低
限
維
持
し
、
増
や
し
て

い
き
た
い
」

　
―
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど

う
描
い
て
い
ま
す
か
。

　
「
世
界
同
時
不
況
の
影
響

は

地
震
と
津
波

に
例
え

ら
れ
る
。

年
秋
の
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
地
震
の

あ
と
、
津
波
を
回
避
し
て
き

た
。
今
年
の
春
先
に
は
も
う

一
度
、
津
波
が
顕
在
化
す
る

の
で
は
。
そ
れ
が
ど
の
程
度

の
影
響
で
、
各
国
が
ど
う
い

う
対
策
を
と
る
か
。
津
波
を

防
げ
れ
ば
順
調
な
回
復
に
向

か
う
。
今
は
そ
れ
を
見
て
お

り
、
状
況
次
第
で
は
秋
ご
ろ

に
中
期
経
営
計
画
の
ア
ウ
ト

ラ
イ
ン
が
出
せ
る
か
も
し
れ

な
い
」

（ ） 　　 ２０１０年 平成２２年 １月２１日 木曜日 ☆　

　
川
崎
重
工
業
は
住
友
金
属

工
業
和
歌
山
製
鉄
所
に
、
出

力

・
１

の
蒸
気
タ
ー

ビ
ン
発
電
機
を
納
入
し
た
。

納
入
額
は
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
が
、

億
円
程
度
と
み

ら
れ
る
。

　
同
設
備
は
コ
ー
ク
ス
乾
式

消
火
設
備

Ｃ
Ｑ
Ｄ

に
設

置
す
る
も
の
で
、
コ
ー
ク
ス

炉
で
乾
留
さ
れ
た
赤
熱
コ
ー

ク
ス
を
不
活
性
ガ
ス
に
し
て

消
火
し
て
、
そ
の
熱
を
ボ
イ

ラ
で
蒸
気
と
し
て
回
収
し
発

電
す
る
。

　
住
友
金
属
に
は
１
９
９
３

年
に
次
い
で
２
基
目
の
Ｃ
Ｑ

Ｄ
用
発
電
機
納
入
と
な
る
。

　
日
工
会
は

年
の
内
外
需

計
の
受
注
見
通
し
を
前
年
比

１
・
５
倍
前
後
の
５
５
０
０

億
円
―
６
５
０
０
億
円
と
し

て
い
る
。
そ
の
牽
引
役
は
ア

け
ん
い
ん

ジ
ア
を
中
心
と
す
る
外
需
。

都
内
で
同
日
開
か
れ
た
会
見

で
中
村
健
一
会
長
は
「
ア
ジ

ア
は
ス
ポ
ッ
ト
的
な
特
需
で

は
な
く
、
国
の
持
つ
成
長
性

が
受
注
に
表
れ
て
い
る
」
と

し
、
「
外
需
比
率
は
さ
ら
に

伸
び
る
」
と
強
調
し
た
。

　
外
需
の
急
伸
は

年
の
年

末
に
か
け
て
顕
著
だ
っ
た
。

年

月
は
受
注
額
は
前
年

同
月
比

・
４
％
増
の
６
０

２
億
２
８
０
０
万
円
で

カ

月
ぶ
り
プ
ラ
ス
。
う
ち
外
需

は
同

・
２
％
増
の
４
２
５

億
９
１
０
０
万
円
と
な
り
、

２
カ
月
連
続
で
前
年
比
プ
ラ

ス
。

年

月
以
来
、
４
０

０
億
円
台
に
回
復
し
て
、

「
ア
ジ
ア
で
は

、

年
の

ピ
ー
ク
時
の
月
３
０
０
億
円

に
近
づ
い
て
い
る
」

事
務

局

。

　
外
需
は
電
気
・
精
密
関
連

を
は
じ
め
、
自
動
車
、
一
般

機
械
な
ど
で
も
受
注
が
旺
盛

に
推
移
し
て
い
る
。

昨
年
は

億
円

確
　
報
　
値

　
日
本
工
作
機
械
工
業
会
が

日
発
表
し
た

年
１
―

月
受
注
実
績

確
報
値

は

前
年
比

・
４
％
減
の
４
１

１
８
億
９
０
０
万
円
で
６
年

ぶ
り
の
１
兆
円
割
れ
。

年

前
の

年
の
４
３
６
４
億
円

を
下
回
る
水
準
と
な
っ
た
。

　
内
需
は
同

・
８
％
減
の

１
５
９
６
億
４
８
０
０
万

円
、
外
需
は
同

・
７
％
減

の
２
５
２
１
億
６
１
０
０
万

円
で
、
内
需
は
比
較
が
で
き

る

年
以
降
で
過
去
最
低

額
。
外
需
比
率
は

・
２
％

と
な
り
、
初
め
て
６
割
を
超

え
た
。
中
村
会
長
は
「

年

は
中
国
の

受
注
増
の

力

で
ど
ん
底
の
状
況
か
ら
出
る

こ
と
が
で
き
た
と
し
、「

年
は

年
よ
り
良
く
な
る
。

浮
か
れ
て
は
い
け
な
い
が
、

受
注
額
１
兆
円
が
基
本
の
市

場
規
模
で
、
今
後
準
備
を
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。
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■社告「ecobuild 2010」

日刊工業新聞　2010年3月25日

　内閣総理大臣賞　　　　　
「英国Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅ
ｄ　１路線向け高速鉄道車
両（Ｃｌａｓｓ 車両）
の開発」

　日立製作所
　

　文部科学大臣賞　　　　　
「ＨＴＶ／Ｈ― Ｂロケッ
トの開発」
宇宙航空研究開発機構、三
菱重工業、三菱電機、ＩＨ
Ｉエアロスペース、有人宇
宙システム、宇宙技術開
発、ＮＥＣ、川崎重工業、
ＩＨＩ、日本航空電子工
業、三菱プレシジョン、三
菱スペース・ソフトウエア

　

　審査委員会特別賞　　　　
「太陽光発電とガスエンジ
ン発電機を主電源とした都
市型マイクログリッドの実
用化」

　清水建設
「圧縮熱回収型蒸気駆動エ
アコンプレッサ」

　三浦工業、神戸製鋼所

　
日
刊
工
業
新
聞
社
が
主
催
す
る
「
第

回
日
本
産
業
技
術
大
賞
」
の
内
閣
総
理
大

臣
賞
、
文
部
科
学
大
臣
賞
、
審
査
委
員
会

特
別
賞
が
決
ま
り
、
英
国
向
け
高
速
鉄
道

車
両
を
開
発
し
た
日
立
製
作
所
が
最
高
位

の
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

面
に
受
賞
技
術
の
紹
介

日立に総理大臣賞第
回
日
本
産
業
技
術
大
賞

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
、
臨
床
化
へ
安
全
追
究

第
２
部
　
２
章
先
端
技
術

シンクタンクの目
再
生
医
療
、
新
た
な
国
際
競
争
時
代

　
再
生
医
療
は
、
医
薬
品
等
を
用
い
る
対
症
療
法
と

は
異
な
り
、
人
体
の
機
能
そ
の
も
の
を
回
復
す
る
医

療
で
あ
り
、
今
ま
で
治
療
法
が
な
か
っ
た
疾
患
へ
の

活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
今
年
の
１
月
、
米
国
の

創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
「
ヒ
ト
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
作

成
法
に
関
す
る
特
許
を
英
国
で
取
得
」
と
発
表
。
再

生
医
療
の
研
究
開
発
は
、
新
し
い
国
際
競
争
の
時
代

に
突
入
し
た
。

　
日
本
が
国
際
競
争
に
勝
ち
抜
く
に
は
、
基
礎
研
究
の
着
実

な
推
進
や
迅
速
な
産
業
化
の
推
進
と
と
も
に
、
安
全
性
に
関

す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
確
実
に
果
た
す
こ
と
が
重

要
だ
。

三
菱
総
合
研
究
所

ｉＰＳ細胞を使えば、あらゆ
る組織の細胞を作り出せる
（リプロセルの資料をもとに作成）

　
現
在
、
再
生
医
療
で
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
、
京
都
大

学
の
山
中
伸
弥
教
授
ら
が
世

界
で
初
め
て
作
っ
た
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞

万
能
細
胞

だ
。
臓

器
や
神
経
な
ど
を
構
成
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
細
胞
に
分
化
で

き
、
病
気
や
事
故
な
ど
で
失

っ
た
体
の
組
織
の
再
生
が
期

待
さ
れ
る
。
胚
性
幹
細
胞

は
い

Ｅ
Ｓ
細
胞

が
持
つ
受
精

卵
を
使
う
と
い
う
倫
理
面
の

問
題
を
ク
リ
ア
し
た
。
ま

た
、
患
者
の
体
か
ら
採
取
し

た
細
胞
を
使
え
る
の
で
、
拒

絶
反
応
の
心
配
が
な
い
。

腫
瘍
化
の
懸
念

　
だ
が
、
臨
床
応
用
に
は
安

全
性
の
問
題
が
あ
る
。
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
が
原
因
で
、
が
ん
な

ど
の
腫
瘍
を
作
る
こ
と
だ
。

し
ゅ
よ
う

神
経
細
胞
で
は
分
化
せ
ず
に

残
っ
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
が

個

以
上
あ
る
場
合
、
腫
瘍
化
が

起
き
る
こ
と
が
あ
る
と
い

う
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
細

胞
で
は
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
か
ら
作

る
よ
り
も
未
分
化
な
細
胞
を

作
り
や
す
い
傾
向
が
あ
る
。

だ
が
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
研
究

す
る
慶
応
義
塾
大
学
の
岡
野

栄
之
教
授
は
「
安
全
性
が
高

い
細
胞
を
選
べ
ば
、
腫
瘍
が

で
き
に
く
い
も
の
を
作
れ

る
」
と
話
す
。
今
後
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
と
特
定
の
た
ん
ぱ
く
質
が

結
合
す
る
な
ど
Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列

以
外
の
要
素
で
生
体
を
変
化

さ
せ
る
「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ

ク
ス
」
の
手
法
で
、
全
遺
伝

情
報

ゲ
ノ
ム

を
解
析
。

安
全
性
を
検
討
し
、
「
１
、

２
年
で
腫
瘍
を
形
成
し
な
い

細
胞
を
作
り
た
い
」

岡
野

教
授

と
意
気
込
む
。

研
究
と
工
業
化

　
一
方
で
、
人
工
組
織
に
使

う
細
胞
数
の
問
題
を
指
摘
す

る
声
も
あ
る
。
東
京
工
業
大

学
大
学
院
生
命
理
工
学
研
究

科
の
赤
池
敏
宏
教
授
は
「
ス

ト
レ
ス
な
し
で
大
量
に
増
や

す
方
法
が
な
け
れ
ば
、
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
を
使
っ
た
再
生
医
療

は
絵
に
描
い
た
も
ち
に
な

る
」
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に

産
業
応
用
に
は
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
装
置
が
必
要
と
な
る
。

「

基
礎
研
究
と

工
業
化

と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
け

れ
ば
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま

う
」
と
話
す
。

創
薬
に
貢
献

　
再
生
医
療
以
外
で
は
、
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
で
薬
の
安
全
性
を

調
べ
る
試
み
が
あ
り
、
既
に

実
用
段
階
だ
。
リ
プ
ロ
セ
ル

横
浜
市
港
北
区
、
横
山
周

史
社
長
、
０
４
５
・
４
７
５

・
３
８
８
７

は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
か
ら
心
筋
細
胞
を
作
り
、

毒
性
や
薬
効
を
試
験
す
る
製

薬
会
社
へ
販
売
。
心
筋
細
胞

を
使
っ
た
安
全
性
試
験
の
受

託
も
行
う
。
電
極
の
上
に
の

せ
た
心
筋
細
胞
に
薬
を
振
り

か
け
心
電
図
を
観
察
。
心
電

図
の
乱
れ
か
ら
薬
の
安
全
性

を
検
討
す
る
。
薬
の
臨
床
試

験
は
段
階
が
進
む
ほ
ど
、
止

め
た
際
の
コ
ス
ト
が
高
い
。

動
物
実
験
な
ど
を
行
う
前
に

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
細
胞
で

試
験
す
れ
ば
、
創
薬
に
か
か

る
時
間
や
コ
ス
ト
を
減
ら
せ

る
。

　
横
山
社
長
は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

か
ら
分
化
さ
せ
た
細
胞
を

遺
伝
子
操
作
し
た
ト
マ
ト

に
例
え
る
。
「
再
生
医
療
へ

の
応
用
は
ト
マ
ト
を

食
べ

る

の
で
慎
重
に
な
る
。
創

薬
の
安
全
性
試
験
は
ト
マ
ト

を
見
る
だ
け
な
の
で
、
問

題
は
な
い
」

横
山
社
長

と
話
す
。

　
再
生
医
療
に
大
き
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
。
臨
床
化
へ

の
道
の
り
は
険
し
い
が
、
日

本
が
リ
ー
ド
す
る
安
全
技
術

で
実
用
化
に
期
待
し
た
い
。

安
全
を
築
く
取
材
班

Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ２０１０～エコビルド～出展募集
　日刊工業新聞社はエコビルド実行委
員会、財団法人建築環境・省エネルギ
ー機構と共催で を開
催します。テーマは 建築と都市の地
球環境ソリューション 。関係各位の
積極的な参加をお願いします。

（ 面に詳細）
【会期】 月 日 水 － 日 金
【会場】東京ビッグサイト　　　

■　深層断面　■■■■■■（最終面
　

郵政見直し 　決着
　

　日本郵政の新しい経営形態が決ま
った。経営への政府の関与を強め、
全国一律のサービスを提供する。そ
のためのコスト負担をどうするかな
ど課題は残る。
（中央が亀井郵政改革担当相
日、金融庁大臣室）

　一般商船の受注を本格化
　アイ・エイチ・アイ　マリンユ
ナイテッドは、 年度から一般
商船の受注を本格化。船種を広げ
て未開拓分野での受注を狙う。

　

　オフショア開発体制強化
　ＴＩＳはオフショア（海外委
託）開発体制を強化する。品質強
化の支援策を４月に始めるほか、
保守案件もオフショア化する。

　

　熱電発電－実用化近づく
　排熱を使って発電できる熱電発
電モジュールの開発がヒートアッ
プ。各社のモジュールが実証に進
み、実用化が近づいてきた。

　ナイロン樹脂コンパウンド増産
旭化成ケミカルズ、アジアで

●インタビュー
　日本生命保険社長・岡本国衛氏

　モノづくり
工作機械組み立てレイアウト変更
で効率化 シチズンマシナリー

　

　モノづくり推進会議
相模原市・町田市の企業見学ツア
ー

　

　テクノ編集局
「３次元プリンター」

　

　リスク管理
「失敗学」から「危険学」へ

Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
１
０
０
ビ
ッ
ト
光
通
信
成
功
リ
ア
ル
タ
イ
ム
実
験
で
初
１
１
年
度
実
用
化

Ｄ
Ｔ
Ｓ
社
長
に
西
田
氏

　
新
日
本
製
鉄
の
１
０
０
％
子
会
社
、
新
日
鉄
マ
テ
リ
ア
ル
ズ

東
京
都
千
代
田
区
、
石
山
照
明
社
長
、
０
３
・
６

８
５
９
・
６
１
１
１

は
、
太
陽
電
池
用
素
材
の
生
産
能
力
を
大
幅
増
強
す
る
。
多
結
晶
シ
リ
コ
ン
の
生
産
子
会
社

で
あ
る
Ｎ
Ｓ
ソ
ー
ラ
ー
マ
テ
リ
ア
ル

北
九
州
市
戸
畑
区

の
年
産
能
力
を
４
８
０

か
ら
２
０
１
１
年
度
に
最
大

で
約
８
割
増
の
８
４
０

に
引
き
上
げ
る
。
主
要
ユ
ー
ザ
ー
で
Ｎ
Ｓ
ソ
ー
ラ
ー
に
も

％
出
資
す
る
シ
ャ
ー
プ
か
ら

の
増
産
要
請
に
対
応
す
る
。
設
備
投
資
額
は
約

億
円
。

フ
ジ
キ
ン
は
野
島
氏
昇
格

太
陽
電
池
用
シ
リ
コ
ン
増
産
８
割
増
、
年
８
４
０
　
新
日
鉄
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
シ
ャ
ー
プ
に
供
給

日経平均

万 円 銭
ＴＯＰＩＸ

対　ド　ル

円 ～ 銭

円 銭高

高

銭安

東
京
市
場
日
時

　
同
賞
は
わ
が
国
産
業
社
会

の
発
展
に
貢
献
し
た
技
術
開

発
成
果
を
毎
年
選
定
し
、
開

発
・
実
用
化
し
た
企
業
お
よ

び
グ
ル
ー
プ
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。
今
回
も
例
年
通

り
、
主
要
産
業
団
体
、
学
会

な
ど
を
通
じ
て
推
薦
さ
れ
た

技
術
の
中
か
ら
、
学
識
経
験

者
ら

人
で
構
成
す
る
審
査

委
員
会

相
澤
益
男
審
査
委

員
長

総
合
科
学
技
術
会
議

議
員

が
厳
正
に
審
査
し
、

計
４
件
の
受
賞
案
件
を
決
定

し
ま
し
た
。

　
贈
賞
式
は
４
月
７
日

時

か
ら
、
東
京
・
飯
田
橋
の
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
行

い
ま
す
。

　
ヒ
ッ
ト
商

品
を
生
み
出

す
事
業
家
は

や
は
り
モ
ノ

の
見
え
方
、

考
え
方
が
ひ

と
味
違
う
ら
し
い
▼
第

回
発
明
大
賞
で
発
明
大
賞

本
賞
に
輝
い
た
ハ
ー
ド
ロ

ッ
ク
工
業
社
長
の
若
林
克

彦
さ
ん
。
神
社
の
鳥
居
の

ク
サ
ビ
を
見
て
、
緩
ま
な

い
ナ
ッ
ト
を
思
い
つ
い

た
。
鉄
道
や
橋
、
原
発
の

ほ
か
米
航
空
宇
宙
局

Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ

の
ロ
ケ
ッ
ト
発

射
台
に
ま
で
採
用
さ
れ
、

年
商

億
円
の
大
ヒ
ッ
ト

商
品
に
育
つ
▼
ほ
か
の
受

賞
者
で
も
、
テ
ク
ノ
ス
社

長
の
山
田
吉
郎
さ
ん
は
、

外
観
の
キ
ズ
の
自
動
検
出

に
人
の
目
の
仕
組
み
を

採
用
し
問
題
を
解
決
。
Ｋ

＆
Ｇ
社
長
の
松
岡
玄
五
さ

ん
は
逆
転
の
発
想
で
、
ぶ

つ
け
て
も
水
が
漏
れ
な
い

負
圧
式
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
を
開
発
し
た
▼
発
想
の

タ
ネ
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

に
転
が
っ
て
い
る
も
の
。

鳥
居
で
よ
く
ひ
ら
め
き
ま

し
た
ね
、
と
若
林
さ
ん
に

聞
く
と
「
そ
り
ゃ
あ
必
死

で
し
た
か
ら
」
と
さ
ら

り
。
そ
れ
で
も
市
場
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
の
に

年

か
か
っ
た
。
昭
和
の
ベ
ン

チ
ャ
ー

Ｖ
Ｂ

に
あ
っ

て
昨
今
の
大
学
発
Ｖ
Ｂ
に

な
い
も
の
は
、
こ
の
必
死

さ
、
し
ぶ
と
さ
か
▼
「
教

員
の
経
営
者
は
帰
る
と
こ

ろ
も
あ
る
し
、
中
に
は
補

助
金
頼
り
も
目
立
つ
。
甘

さ
が
あ
る
の
で
は
」
。
大

学
発
Ｖ
Ｂ
の
業
績
の
低
迷

ぶ
り
に
つ
い
て
文
部
科
学

省
の
幹
部
は
こ
う
指
摘
す

る
。
大
事
な
の
は
ア
イ
デ

ア
や
技
術
を
生
み
出
す
知

恵
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ

こ
そ
、
絶
対
緩
ま
な
い
ナ

ッ
ト
の
よ
う
な
不
退
転
の

決
意
も
ほ
し
い
。

西田次期社長

野島次期社長

　
新
日
鉄
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
は

年
か
ら
太
陽
電
池
パ
ネ
ル

専
用
の
多
結
晶
シ
リ
コ
ン
の

生
産
を
開
始
。
一
般
的
な
製

法
で
あ
る
シ
ー
メ
ン
ス
法
に

対
し
、
同
社
は
製
鉄
技
術
を

応
用
し
た
冶
金
法
を
採
用
。

や

き
ん

こ
れ
に
よ
り
、
設
備
投
資
額

を
数
分
の
１
に
削
減
で
き
、

高
い
価
格
競
争
力
を
確
保
。

純
度
や
品
質
で
も
高
い
水
準

を
達
成
し
、
足
元
で
も
フ
ル

生
産
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
増
産
投
資
を
決
め
た
。

　
す
で
に
新
設
備
は
導
入
済

み
で
、
今
後
１
年
間
を
か
け

て
徐
々
に
立
ち
上
げ
て
い

く
。
ま
ず
は

年
度
末
ま
で

に
年
産
７
２
０

と
す
る
計

画
で
、
そ
の
後
は
需
要
動
向

を
見
な
が
ら
、
同
８
４
０

ま
で
引
き
上
げ
る
。

　
さ
ら
に
、
「
現
在
の
工
場

は
フ
ル
プ
ラ
ン
ト
と
は
考
え

て
い
な
い
」

技
術
部

と

し
て
、

年
度
以
降
も
増
産

を
検
討
中
。
技
術
が
確
立
し

た
シ
ー
メ
ン
ス
法
に
比
べ
、

冶
金
法
は
「
ま
だ
ま
だ
製
造

プ
ロ
セ
ス
の
改
善
の
余
地
が

あ
り
、
コ
ス
ト
を
下
げ
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
に
こ
た
え

て
い
く
」

同

と
し
て
お

り
、
次
の
増
産
は
量
産
効
果

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
規
模

で
検
討
し
て
い
く
方
針
。

　
西
田
　
公
一
氏

に
し
だ

・
こ
う
い
ち

年

昭

愛
媛
大
工
卒
、
同
年
日

本
電
信
電
話
公
社

現
Ｎ
Ｔ

Ｔ

入
社
。

年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ

ー
タ
通
信

現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー

タ

に
移
籍
。

年
執
行
役

員
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
バ
ン
キ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
事
業
本
部
長
。

年
Ｄ
Ｔ
Ｓ
副
社
長
。
愛
媛

県
出
身
。

　
Ｄ
Ｔ
Ｓ
で
は
西
田
公
一
副

社
長

が
４
月
１
日
付

で
社
長
に
昇
格
し
、
赤
羽
根

靖
隆
社
長

が
代
表
権

を
持
つ
会
長
に
就
任
す
る
見

込
み
と
な
っ
た
。
赤
羽
根
社

長
は
２
０
０
２
年
４
月
の
就

任
以
来
、
成
長
戦
略
を
推
し

進
め
て
き
た
。
４
月
に
新
中

期
経
営
計
画
が
始
動
す
る
の

を
節
目
に
若
返
り
を
図
る
。

日
に
開
く
取
締
役
会
で
正

式
決
定
す
る
予
定
。

　
西
田
氏
は
日
本
電
信
電
話

公
社

現
Ｎ
Ｔ
Ｔ

出
身
。

年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
通
信

現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

に
移

籍
し
、
金
融
業
向
け
シ
ス
テ

ム
事
業
で
実
績
を
上
げ
た
。

年
に
Ｄ
Ｔ
Ｓ
の
副
社
長
と

し
て
迎
え
ら
れ
、
産
業
分
野

を
含
め
、
事
業
全
般
を
担
当

し
て
き
た
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
次
世
代
の
光
通

信
規
格
で
あ
る
１
０
０

ギ
ガ
は

億

イ
ー
サ
ネ

ッ
ト
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

通
信
実
験
に
初
め
て
成
功
し

た
。
実
用
に
十
分
な
１
５
０

０

以
上
の
長
距
離
区
間

を
、
高
い
通
信
性
能
で
光
伝

送
で
き
る
。
２
０
１
１
年
度

に
も
小
型
の
光
通
信
シ
ス
テ

ム
に
改
良
し
て
実
用
化
す

る
。
現
在
主
流
の
規
格
よ
り

倍
速
い
毎
秒
１
０
０

の
通
信
速
度
が
実
現
す
れ

ば
、
３
Ｄ
映
像
の
配
信
や
ク

ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
の
普
及
を
促
す
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
光
回
路
で
光
信

号
を
受
信
し
、
高
速
の
ア
ナ

ロ
グ
／
デ
ジ
タ
ル
変
換
回
路

で
受
信
信
号
を
デ
ジ
タ
ル
処

理
す
る
光
通
信
シ
ス
テ
ム
を

開
発
し
た
。
こ
れ
を
、
異
な

る
波
長
の
光
信
号
を
同
時
に

乗
せ
る
最
新
の
高
密
度
波
長

分
割
多
重
方
式

Ｄ
Ｗ
Ｄ

Ｍ

装
置
に
搭
載
し
、
米
テ

キ
サ
ス
州
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実

験
で
性
能
を
実
証
し
た
。

　
毎
秒
１
０
０

の
高
速

デ
ー
タ
を
光
の
振
幅
と
位

相
を
使
っ
て
送
受
信
す
る

「
デ
ジ
タ
ル
コ
ヒ
ー
レ
ン

ト
」
と
呼
ぶ
方
式
を
使
う
。

従
来
方
式
よ
り
約
２
・
５
倍

の
効
率
で
周
波
数
を
利
用
で

き
、
１
波
長
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
２
、

３
枚
相
当
の
大
容
量
デ
ー
タ

を
１
秒
で
送
れ
る
よ
う
に
な

る
。

　
従
来
、
同
方
式
の
伝
送
実

験
は
受
信
し
た
信
号
を
オ
フ

ラ
イ
ン
で
処
理
し
て
お
り
、

実
際
の
運
用
に
近
い
形
で
シ

ス
テ
ム
の
性
能
を
確
認
し
た

の
は
世
界
初
と
い
う
。
今

後
、
光
回
路
を
集
積
化
し
、

信
号
処
理
部
を
Ｌ
Ｓ
Ｉ
に
１

チ
ッ
プ
化
し
て
シ
ス
テ
ム
の

小
型
化
を
進
め
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表

さ
れ
る
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
形
式

の
通
信
規
格
は
現
在
、
米
国

電
気
電
子
技
術
者
協
会

Ｉ

Ｅ
Ｅ
Ｅ

で
毎
秒
１
０
０

の
標
準
化
策
定
が
進
ん
で

い
る
。

年
度
に
は
実
用
化

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

（日刊・土、日曜休刊）（昭和 年８月 日第３種郵便物認可）
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【
東
大
阪
】
フ
ジ
キ
ン

大
阪
市
西
区
、
０
６
・
６

５
３
２
・
５
６
０
１

は

日
ま
で
に
、
小
川
洋
史
社
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

の
代
表
権

の
あ
る
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
就
任

と
、
野
島
新
也
常
務

が
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
に
昇
格
す

る
人
事
を
内
定
し
た
。
４
月

１
日
付
で
就
任
す
る
。
小
川

社
長
は
２
０
０
４
年
９
月
か

ら
５
年
半
社
長
を
務
め
、
今

年
創
業

周
年
の
節
目
を
迎

え
、
若
返
り
を
図
る
狙
い
か

ら
ト
ッ
プ
交
代
を
決
め
た
。

　
同
社
は
半
導
体
分
野
を
中

核
と
す
る
バ
ル
ブ
機
器
の
有

力
メ
ー
カ
ー
。

年
３
月
期

の
グ
ル
ー
プ
売
上
高
は
約
４

３
０
億
円
を
見
込
み
、
人
員

は
グ
ル
ー
プ
で
約
１
６
０
０

人
。
半
導
体
関
連
の
バ
ル
ブ

需
要
は
昨
年
秋
か
ら
盛
り
返

し
て
お
り
、
新
体
制
で
は
効

率
的
な
組
織
を
構
築
し
事
業

拡
大
を
狙
う
。

　
野
島
　
新
也
氏

の
じ
ま

・
し
ん
や

年
昭

大

阪
工
大
工
卒
、
同
年
富
士
金

属
工
作

現
フ
ジ
キ
ン

入

社
。

年
取
締
役
、

年
常

務
。
兵
庫
県
出
身
。

Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ産学官ビジネスフェア２０１０出展者募集
　日刊工業新聞社は 月 日 水 －
日 金 の３日間、東京ビッグサイトで
「産学官ビジネスフェア 」を開催
します。研究成果、特許技術などをビ
ジネスにつなげる場の提供、さらなる
産学官連携の推進を目的としていま
す。関係各位の積極的な参加をお待ち
しています。 （ 面に詳細）

「スマートグリッド」関連２２面

■　深層断面　■■■■■■（最終面
　

広がる 雇われない 働き方
　

　組織に縛られない働き方が広がる
一方、法制度が想定していない就業
者をどう処遇、保護するかという問
題も浮上。国際的にも長く論じられ
てきたテーマに、日本もようやく向
き合い始めた （ 雇用関係勧告」が
採択されたＩＬＯ総会 年６月）

　日野 トラック３割増産
　日野自動車はインドネシアで小
型トラックを約３割増産する。６
月から生産ラインの稼働を昼夜２
交代に変更。工場拡張も検討。

　

　排出量取引 きょう初会合
　国内排出量取引制度の議論が本
格化。環境省は 日、小委員会の
初会合を開く。産業界は制度導入
の是非を含めた検討を求める。

　

　ＥＶインフラ整備サミット
　さいたま市など２県 市が、電
気自動車のインフラ網整備を議論
する全国初のサミットを 日に開
催。自治体連携が動きだす。

　リチウム電池の負極材増産
素材メーカー各社

　約１年ぶりの高値
東京地区・鋼板相場

●インタビュー
　日立ＧＳＴ社長・ミリガン氏
　富士通社長・山本正已氏

　モノづくり
太陽光発電研究の中心に 宮崎大

　

　ウイークエンド
「友さんのスケッチ」

憧れの築地市場

ス
ペ
ー
ス
プ
ラ
ザ面

勝
つ
方
法
で
イ
ン
フ
ラ
輸
出

「水ビジネス」　
国
が
後
ろ
盾
「
運
転
」
ま
で
受
注

経産省がまとめた　　　
水ビジネスの国際展開に
向けた報告書のポイント

●政府による支援策
政府系金融機関による支援強
化
相手国政府への働きかけ

国内浄水場の民間委託など官
民連携の推進

●水インフラを受注するための企
業の方策

運転業務で実績がある海外企
業との共同会社設立

海外企業の買収

企業と地方公共団体との共同
会社の設立

　
「
国
が
応
援
す
る

ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
フ
ラ
ッ
グ
・
チ
ー
ム

で
海
外
の
水
イ
ン
フ
ラ
獲
得
に

挑
む
べ
き
だ
」
。

日
、
都
内

で
開
か
れ
た
水
の
安
全
保
障
戦

略
機
構
の
委
員
会
で
こ
ん
な
提

言
が
あ
っ
た
。
同
機
構
に
は
国

会
議
員
や
産
学
官
の
有
識
者
が

参
加
し
、
水
不
足
な
ど
水
問
題

全
般
に
つ
い
て
議
論
し
て
い

る
。
こ
の
提
案
を
基
に
日
本
企

業
の
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
強
化
策

を
と
り
ま
と
め
、
近
く
関
係
省

庁
に
提
出
す
る
。

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　
提
案
者
の
１
人
と
な
っ
た
日

本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
竹
村
公
太

郎
事
務
局
長
は
「
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦

Ｕ
Ａ
Ｅ

の
原
発
を

受
注
し
た
韓
国
企
業
連
合
は
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ラ
ッ
グ
・
チ
ー

ム
だ
っ
た
。
海
外
の
水
イ
ン
フ

ラ
も
国
が
応
援
す
る
企
業
連
合

で
な
い
と
受
注
で
き
な
い
」
と

力
説
す
る
。
自
国
政
府
が
全
面

支
援
す
る
フ
ラ
ン
ス
企
業
と
の

差
を
痛
感
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　
日
本
企
業
の
海
外
水
ビ
ジ
ネ

ス
は
企
業
単
独
に
よ
る
営
業
が

ほ
と
ん
ど
。
一
方
で
フ
ラ
ン
ス

の
企
業
は
大
統
領
の
外
遊
に
幹

部
が
同
行
す
る
な
ど
、
政
府
と

一
体
と
な
っ
て
海
外
の
水
イ
ン

フ
ラ
受
注
を
獲
得
し
て
き
た
。

日
本
企
業
が
膜
や
ポ
ン
プ
の
機

器
を
売
る
の
が
中
心
な
の
に
対

し
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
恩

恵
を
受
け
る
フ
ラ
ン
ス
企
業
は

長
期
に
わ
た
っ
て
利
益
を
稼
げ

る
上
下
水
道
の
運
転
業
務
ま
で

受
注
す
る
。

　
そ
の
差
は
歴
然
と
し
て
お

り
、
日
本
企
業
全
体
の
海
外
で

の
売
上
高
が
千
数
百
億
円
に
と

ど
ま
る
の
に
、
フ
ラ
ン
ス
勢
は

１
社
で
１
兆
円
を
稼
ぐ
。
丸
紅

幹
部
は
「
技
術
面
で
優
れ
て
い

る
と
は
思
わ
な
い
が
、
経
験
と

相
手
国
と
の
交
渉
力
が
あ
る
」

と
舌
を
巻
く
。
海
外
市
場
で
頭

角
を
現
す
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ス

ペ
イ
ン
企
業
も
自
国
政
府
の
強

力
な
後
ろ
盾
が
あ
る
。

水
政
策
対
話

　
経
済
産
業
省
が

日
に
ま
と

め
た
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
国
際
展
開

に
向
け
た
報
告
書
に
も
政
府
に

よ
る
支
援
強
化
策
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
国
際
協
力
機
構

Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ

な
ど
を
活
用
し
、
相
手

国
で
日
本
企
業
が
運
転
業
務
を

受
注
し
や
す
い
案
件
づ
く
り
を

目
指
す
。
水
不
足
問
題
で
の
意

見
交
換
の
名
目
で
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
と
の
間
に
設
置
し
た
「
水

政
策
対
話
」
も
具
体
策
の
一
つ

だ
。

　
ま
た
報
告
書
で
は
政
府
系
金

融
機
関
に
よ
る
支
援
強
化
に
も

ペ
ー
ジ
が
割
か
れ
た
。
国
際
協

力
銀
行
は
、
３
月
に
モ
ル
デ
ィ

ブ
の
水
事
業
会
社
に
資
本
参
加

し
た
日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
出
資
金
の
一
部
を
融
資

し
た
。
日
本
貿
易
保
険
も
水
ビ

ジ
ネ
ス
案
件
と
し
て
は
初
め
て

日
立
プ
ラ
ン
ト
の
事
業
を
支
援

す
る
な
ど
、
報
告
書
に
先
行
す

る
形
で
政
府
の
支
援
が
動
き
だ

し
て
い
る
。

戦
略
一
本
化

　
た
だ
、
膜
メ
ー
カ
ー
首
脳
や

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
幹
部
か
ら

は
「
国
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ

る
。
経
産
省
の
ほ
か
に
も
国
土

交
通
省
や
総
務
省
で
も
水
ビ
ジ

ネ
ス
の
国
際
展
開
に
向
け
た
議

論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
原
子

力
な
ど
と
比
べ
て
、
水
行
政
が

よ
り
多
く
の
省
庁
に
ま
た
が
る

か
ら
だ
。
官
民
一
体
に
よ
る
海

外
水
イ
ン
フ
ラ
の
受
注
を
成
功

さ
せ
る
に
は
各
省
の
戦
略
を
一

本
化
す
る
な
ど
、
省
間
の
連
携

も
カ
ギ
を
握
る
。

松
木
喬

＊
お
わ
り

第
２
部
東
海
・
北
陸
産
業
界

日経平均

万 円 銭
ＴＯＰＩＸ

対　ド　ル

円 ～ 銭

円 銭安

安

銭高

東
京
市
場
日
時

国
際
規
格
、
ア
ジ
ア
で
評
価
風
土
に
適
合
へ
協
調
経
産
省

中国で出店攻勢自動車各社
■主な日系自動車メーカーの中国事業■
　 現在の

店舗数 出店計画

日産自動車 店 店 年
ホ ン ダ 店 店 年
ト ヨ タ 店 年 店ペースで増加
マ ツ ダ 店 店以上 年
三菱自動車 店 店 年
富士重工業 店 店 年

内
陸
部
の
新
規
需
要
開
拓

北
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
き
ょ
う
開
幕

戦
略
小
型
車
韓
国
で
生
産
低
価
格
で
現
代
対
抗
ル
ノ
ー
サ
ム
ス
ン

富
裕
層
取
り
込
む

日
産
・
ル
ノ
ー
の
世
界
戦

略
小
型
車
「
マ
イ
ク
ラ
」

　
【
北
京

六
笠
友
和
】
日
本
の
自
動
車
各
社
が
中
国
で
出
店
攻
勢
を
か
け
る
。
日
産
自
動
車
は
当
初
計
画
を
２

年
前
倒
し
、
２
０
１
０
年
に
販
売
店
を
４
５
０
店
に
す
る
。
富
士
重
工
業
は

年
ま
で
に
販
売
と
整
備
機
能
を
持

つ
「
３
Ｓ
店
」
を
現
状
に
比
べ

％
増
の
１
２
０
店
に
拡
充
す
る
方
針
。
三
菱
自
動
車
は
年
内
に
専
売
店
数
を

年
末
比
約

％
増
の
２
０
０
店
舗
に
引
き
上
げ
る
。
各
社
は
大
都
市
が
点
在
す
る
沿
岸
部
に
加
え
、
開
拓
余
地
の

大
き
い
内
陸
部
で
の
出
店
に
力
を
入
れ
る
。
米
国
を
抜
き
世
界
一
の
新
車
市
場
に
成
長
し
た
中
国
で
、
新
規
需
要

の
取
り
込
み
を
急
ぐ
。

　
訪
問
先
企

業
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
。
コ

ー
ト
を
脱
い

で
ネ
ク
タ
イ

を
締
め
直
す

と
、
受
付
・
案
内
係
の
女

性

男
性

が
笑
顔
で
対

応
し
て
く
れ
る
。
外
回
り

を
し
て
い
る
社
会
人
な
ら

ば
一
瞬
の
笑
顔
に
癒
や
さ

れ
た
経
験
が
あ
る
は
ず
だ

▼
商
談
も
あ
れ
ば
単
な
る

打
ち
合
わ
せ
、
飛
び
込
み

営
業
、
は
た
ま
た
ト
ラ
ブ

ル
対
応
も
あ
る
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
ろ
受
付
・
案

内
係
の
対
応
い
か
ん
で
企

業
の
印
象
は
大
き
く
変
わ

る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
派

遣
労
働
に
支
え
ら
れ
て
い

る
▼
彼
女

彼

ら
の
権

利
を
守
る
労
働
者
派
遣
法

の
改
正
案
が
審
議
入
り
し

た
。
仕
事
の
あ
る
時
だ
け

雇
用
契
約
を
結
ぶ
登
録
型

派
遣
や
製
造
業
派
遣
の
原

則
禁
止
が
柱
。
労
使
双
方

が
労
働
政
策
審
議
会
で
合

意
し
た
事
前
面
接
の
解
禁

は
、
与
党
３
党
の
政
治
合

意
で
見
送
ら
れ
た
▼
財
界

は
法
改
正
に
よ
る
コ
ス
ト

上
昇
を
危
惧
す
る
以
上
に

労
政
審
で
の
合
意
が
あ
っ

さ
り
と
覆
さ
れ
た
こ
と
に

反
発
。
こ
う
し
た
こ
と
が

続
く
な
ら
、
財
界
と
政
界

の
溝
は
ま
す
ま
す
深
ま
る

だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
れ
が

政
権
交
代
の
意
味
合
い
で

も
あ
る
。
自
民
党
と
つ
な

が
り
の
深
い
財
界
の
意
向

を
政
策
に
反
映
す
る
の
が

今
ま
で
の
習
わ
し
だ
っ
た

▼
転
職
が

歳
を
境
に
難

し
く
な
る
よ
う
に
、
派
遣

労
働
者
も
年
を
重
ね
る
と

次
の
派
遣
先
を
見
つ
け
に

く
く
な
る
。
法
改
正
は
行

き
す
ぎ
た
市
場
原
理
主
義

の
揺
り
戻
し
と
も
取
れ

る
。
彼
女

彼

ら
の
心

配
事
が
和
ら
ぐ
よ
う
な
法

改
正
に
進
ん
で
ほ
し
い
。

（日刊・土、日曜休刊）（昭和 年８月 日第３種郵便物認可）
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経
済
産
業
省
は
主
に
ア
ジ

ア
地
域
で
国
際
標
準
化
活
動

を
協
調
し
て
進
め
る
た
め
、

各
国
に
共
通
し
た
横
断
的
な

協
力
方
針
を
固
め
た
。
国
際

標
準
化
機
構

Ｉ
Ｓ
Ｏ

や

国
際
電
気
標
準
会
議

Ｉ
Ｅ

Ｃ

で
冷
蔵
庫
な
ど
に
関
し

て
審
議
案
が
出
さ
れ
た
場

合
、
共
同
で
適
用
試
験
を
し

て
評
価
。
日
本
を
含
む
ア
ジ

ア
の
気
候
風
土
と
か
け
離
れ

た
も
の
に
し
な
い
よ
う
に
す

る
。
安
全
性
や
省
エ
ネ
性
能

評
価
の
各
国
基
準
の
一
覧
表

を
作
成
す
る
ほ
か
、
日
本
工

業
規
格

Ｊ
Ｉ
Ｓ

の
各
国

の
国
家
規
格
採
用
の
ニ
ー
ズ

に
も
応
え
る
。

　
冷
蔵
庫
な
ど
に
関
し
て

は
、
ア
ジ
ア
地
域
で
製
造
さ

れ
て
い
る
実
機
を
使
っ
て
共

同
で
適
用
試
験
を
し
、
ア
ジ

ア
の
気
候
風
土
に
そ
ぐ
わ
な

い
規
格
の
場
合
に
修
正
意
見

を
Ｉ
Ｓ
Ｏ
や
Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
委
員

会
に
提
出
す
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
や

Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格
の
最
新
版
を
ベ

ー
ス
に
し
、
ア
ジ
ア
各
国
の

基
準
を
一
覧
表
に
し
た
「
Ａ

Ｎ
規
格
」
も
作
成
。
ア
ジ
ア

各
国
が
規
格
の
解
釈
に
不
明

な
点
や
疑
い
を
持
っ
た
場
合

に
、
議
論
の
共
通
資
料
に
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

　
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｓ

を
国
家
規
格
に
採
用
し
た
い

申
し
出
が
あ
る
こ
と
に
対
し

Ｊ
Ｉ
Ｓ
を
提
供
す
る
た
め
の

日
本
の
ル
ー
ル
も
策
定
す

る
。
こ
れ
ま
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
を

海
外
に
提
供
す
る
場
合
に
明

確
な
ル
ー
ル
が
な
く
、
対
応

も
ま
ち
ま
ち
で
積
極
的
な
海

外
展
開
が
し
に
く
か
っ
た
。

　
日
本
が
ア
ジ
ア
で
市
場
を

獲
得
し
つ
つ
、
国
際
標
準
化

活
動
の
協
調
国
を
増
や
し
て

欧
州
勢
に
対
抗
す
る
構
想
の

一
環
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
タ

イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
と
の

二
国
間
協
力
と
合
わ
せ
、
５

月
上
旬
に
は
計
画
を
策
定
。

６
月
に
も
政
府
が
ま
と
め
る

成
長
戦
略
実
行
計
画
に
盛
り

込
む
。

　
【
ソ
ウ
ル

明
豊
】
韓
国

ル
ノ
ー
サ
ム
ス
ン
自
動
車

は
、
２
０
１
２
年
を
め
ど
に

日
産
自
動
車
・
仏
ル
ノ
ー
の

世
界
戦
略
車
「
マ
ー
チ

海

外
名
マ
イ
ク
ラ

」
を
生
産

す
る
。
販
売
好
調
な
中
型
セ

ダ
ン
に
加
え
、
低
価
格
の
小

型
車
を
投
入
し
て
現
代
自
動

車
な
ど
に
対
抗
す
る
。
新
型

車
投
入
の
場
合
は
新
工
場
建

設
も
想
定
し
て
い
る
。
ま
た

韓
国
で
初
め
て
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

を
生
産
す
る
計
画

で
、
日
産
・
ル
ノ
ー
連
合
の

世
界
戦
略
に
一
段
と
組
み
込

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う

だ
。

　
ル
ノ
ー
サ
ム
ス
ン
は
ル
ノ

ー
が

・
１
％
、
サ
ム
ス
ン

グ
ル
ー
プ
が

・
９
％
出

資
。
日
産
か
ら
技
術
供
与
を

受
け
て
車
両
を
生
産
し
、
韓

国
内
だ
け
で
な
く
海
外
へ
も

輸
出
し
て
日
産
ブ
ラ
ン
ド
で

販
売
し
て
い
る
。

　
今
年
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し

た
主
力
の
セ
ダ
ン
「
Ｓ
Ｍ

５
」
な
ど
の
販
売
が
好
調

で
、
３
月
の
生
産
量
は
過
去

最
高
の
２
万
４
０
０
０
台
程

度
に
な
っ
た
。
唯
一
の
工
場

で
あ
る
釜
山
工
場
の
生
産
能

力
は
年

万
台
で
、
こ
の
ま

ま
い
け
ば
新
型
車
の
量
産
に

対
応
で
き
な
い
た
め
、
年

万
台
規
模
の
新
工
場
建
設
を

検
討
し
て
い
る
。

　
新
型
「
マ
ー
チ

マ
イ
ク

ラ

」
は
、
日
産
と
ル
ノ
ー

が
新
た
に
開
発
し
た
最
も
小

型
の
共
通
車
台
を
採
用
。
い

ま
の
と
こ
ろ
中
国
や
イ
ン
ド

な
ど
５
カ
国
で
生
産
、
日
本

向
け
は
タ
イ
で
生
産
し
年
内

発
売
を
予
定
す
る
。

年
に

は
同
じ
車
台
を
使
っ
た
車
種

を
年
１
０
０
万
台
生
産
す
る

計
画
だ
。
そ
こ
へ
生
産
国
と

し
て
韓
国
が
加
わ
る
。
ル
ノ

ー
サ
ム
ス
ン
は
マ
イ
ク
ラ
で

は
な
く
別
の
車
名
で
販
売
す

る
可
能
性
が
高
い
。

　
ル
ノ
ー
サ
ム
ス
ン
の

年

の
国
内
販
売
は
前
年
比
３
割

増
の
約

万
４
０
０
０
台
。

韓
国
で
の
販
売
シ
ェ
ア
は
現

代

起
亜
自
動
車
を
含
む

が

％
と
圧
倒
的
だ
が
、
ル

ノ
ー
サ
ム
ス
ン
は
９
・
６
％

で
Ｇ
Ｍ
大
宇
を
抜
き
２
位
に

浮
上
し
た
。

年
に
は
小
型

セ
ダ
ン
「
Ｓ
Ｍ
３
」
を
ベ
ー

ス
に
し
た
Ｅ
Ｖ
を
発
売
し
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
に
注
力
す

る
現
代
と
差
別
化
す
る
。
Ｅ

Ｖ
に
は
日
産
の
技
術
を
全
面

的
に
取
り
入
れ
る
方
針
だ

が
、
韓
国
政
府
の
Ｅ
Ｖ
関
連

産
業
振
興
を
目
指
す
国
家
戦

略
に
よ
り
、
電
池
は
サ
ム
ス

ン
グ
ル
ー
プ
や
Ｌ
Ｇ
グ
ル
ー

プ
な
ど
と
共
同
開
発
す
る
可

能
性
も
あ
る
。

　

　

世
界
か
ら
２
１
０
０
社
が
集

ま
り
、

万
人
の
来
場
を
見

込
む

　
日
産
は

年
に
中
国
で
の

販
売
目
標
を
前
年
比

％
増

の

万
台
に
設
定
。
デ
ィ
ー

ラ
ー
網
拡
充
や
新
型
車
投
入

で
目
標
達
成
を
目
指
す
。
主

力
の
花
都
工
場
で
は
、
７
月

に
も
新
型
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

車
台

を

採
用
し
た
小
型
車
「
マ
ー

チ
」
の
生
産
を
立
ち
上
げ
、

月
以
降
に
は
セ
ダ
ン
タ
イ

プ
を
追
加
す
る
見
通
し
。

年
ま
で
に
同
工
場
を
拡
張

し
、
生
産
能
力
を
年
間

万

台
か
ら

万
台
に
高
め
る
計

画
だ
。

　
富
士
重
は

年
に
５
万
台

と
し
て
い
た
販
売
目
標
達
成

時
期
を

年
に
前
倒
し
す

る
。

年
は
約
１
０
０
店
舗

で
３
万
５
０
０
０
台
を
販
売

し
た
。
今
年
は
ス
ポ
ー
ツ
多

目
的
車

Ｓ
Ｕ
Ｖ

「
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
」
と
、
主
力
モ
デ

ル
「
レ
ガ
シ
ィ
」
の
新
型
車

を
投
入
す
る
。
高
級
車
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
定
着
し
て
お

り
、
今
後
も
拡
大
す
る
富
裕

層
の
取
り
込
み
に
力
を
入
れ

る
。
新
興
国
向
け
の
小
型
車

を
開
発
し
中
国
で
の
販
売
増

に
つ
な
げ
る
考
え
は
な
い
と

い
う
。

　
三
菱
自
は
９
月
ま
で
に
新

型
Ｓ
Ｕ
Ｖ
「
Ｒ
Ｖ
Ｒ
」
を
発

売
す
る
。

年
度
の
中
国
販

売
は
前
期
に
比
べ
て

％
以

上
伸
び
、

万
２
０
０
０
台

程
度
に
な
っ
た
。

年
度
は

日
本
で
の
販
売
台
数
を
初
め

て
上
回
る
公
算
が
大
き
い
。

一
方
、
ホ
ン
ダ
は
現
地
合
弁

会
社
で
初
の
独
自
小
型
車
を

開
発
中
で
、
販
売
量
が
期
待

で
き
る
エ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ス

と
位
置
づ
け
、

年
に
市
場

投
入
す
る
。

　
中
国
の
新
車
販
売
は

年

に
１
３
０
０
万
台
を
突
破

し
、
米
国
を
抜
き
世
界
一
に

な
っ
た
。

年
は
１
７
０
０

万
台
に
達
す
る
と
の
予
測
が

あ
り
、
各
社
が
事
業
基
盤
拡

充
を
急
い
で
い
る
。

　
【
北
京

六
笠
友
和
】
ア

ジ
ア
最
大
級
の
自
動
車
シ
ョ

ー
と
な
る
「
北
京
国
際
モ
ー

タ
ー
シ
ョ
ー
」
が

日
、
中

国
北
京
市
の
新
国
際
展
覧
セ

ン
タ
ー
で
開
幕
す
る
。
中
国

は
２
０
０
９
年
の
自
動
車
販

売
台
数
が
過
去
最
高
の
１
３

６
０
万
台

前
年
比

・
２

％
増

で
、
１
０
４
０
万
台

だ
っ
た
米
国
を
大
き
く
上
回

っ
て
世
界
一
の
市
場
に
な
っ

た
。

年
に
は
２
０
０
０
万

台
規
模
に
成
長
す
る
と
の
予

測
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
自
動

車
産
業
を
け
ん
引
し
て
き
た

欧
州
や
米
国
、
日
本
で
の
販

売
が
精
彩
を
欠
く
中
、
大
き

な
伸
び
が
見
込
め
る
中
国
市

場
を
ど
う
取
り
込
む
か
が
各

社
の
重
要
課
題
。
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
に
は
世
界
か
ら
２
１

０
０
社
が
集
ま
り
、

万
人

の
来
場
を
見
込
む
。
一
般
公

開
は

日
か
ら
５
月
２
日
ま

で
。

５
面
に
関
連
記
事

学 生 数
留 学 生 数
海 外 派 遣
学 生 数
教 員 数
専任外国人
教 員 数

　　　大学・
　　　　学部
項目
（人）　　

国際教
養大　

国際基
督教大

立命館
アジア
太平洋
大　　

早大国
際教養
学部　

連携した国際教養系大学・学部の比較

会期 月 日 水 － 日 金
会場 東京ビッグサイト
展示内容 ビジネス化を目的とし
た研究成果物、移転可能技術、特
許技術、新製品・新技術など
出展料金 民間企業 万 円
（税込み、１小間３×３ ）、政
府系・公的機関・ＴＬＯ 万
円（同）、大学・高専 万 円
（１小間２×２ ）
特別企画 「第３回国際マグネシ
ウム展 東京ビッグサイト」ほか

申し込み・問い合わせ 日刊工業
新聞社業務局イベント事業部「産
学官ビジネスフェア 事務局」

メール‐

　　主催　
　　後援　内閣府、総務省、文部科学

省、経済産業省、農林水産
省、コラボ産学官、産学連
携学会 以上予定

産学官ビジネスフェア２０１０出展募集＊１面参照

国
際
人
育
成
で
連
携
英
語
教
育
の
質
ア
ッ
プ
早
大
な
ど
４
大
学

私
費
留
学
生
受
け
入
れ
高
専
機
構
、
来
春
編
入
学
試
験

楠見　晴重氏関西大学学長
理
工
系
、
研
究
・
教
育
に
力
産
学
官
連
携
も
加
速

□８２□

　恵
ま
れ
た
環
境

　
ア
ピ
ー
ル
を

　
関
西
の
総
合
大
学

の
多
く
が
都
心
部
か

ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
な
か
で
、
関
西

大
は
地
の
利
が
あ

る
。
大
半
の
学
部
が

集
ま
る
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

大

阪
府
吹
田
市

は
最
寄
り
駅
か
ら

近
く
、
大
阪
市
内
は
も
ち
ろ
ん
京

都
、
奈
良
や
神
戸
に
も
行
き
や
す

い
。
理
工
系
３
学
部
と
文
系
学
部

の
学
生
が
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い

て
交
流
し
や
す
い
の
も
魅
力
だ
。

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
う
え

で
恵
ま
れ
た
環
境
が
あ
る
こ
と

を
、
関
西
大
は
も
っ
と
強
調
し
て

も
い
い
と
思
う
。

　

大
阪
編
集
委
員
・
村
田
光

矢

理工系の再編で受験生
へのアピール度が高ま
った…と楠見さん

　
関
西
大
学
は
１
８
８
６
年
に
法
律

学
校
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、
現
在

学
部
を
擁
す
る
総
合
大
学
に
発
展
し

た
。
そ
の
中
で
、
３
年
前
に
工
学
部

を
三
つ
の
学
部
に
再
編
し
、
今
年
４

月
に
は
文
理
融
合
型
の
社
会
安
全
学

部
を
開
設
す
る
な
ど
、
近
年
理
系
に

ま
つ
わ
る
話
題
が
続
い
て
い
る
。
長

い
歴
史
の
中
で
初
の
理
系
出
身
者
と

し
て

年
に
就
任
し
た
楠
見
晴
重
学

長
に
、
関
西
大
の
理
工
系
の
存
在
感

に
つ
い
て
聞
い
た
。

◇
　
◇

　
―
関
西
大
の
理
工
系
の
特
徴
は
何

で
す
か
。

　
「
本
学
に
理
工
系
が
で
き
た
の
は

年

昭

。
工
学
部
の
四
つ
の

学
科
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
半
世
紀
が

た
ち
、
さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
に
は

再
編
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
約
７
年
か
け
現
在
の
三
つ
の

学
部

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
、
環
境

都
市
工
学
部
、
化
学
生
命
工
学
部

に
再
編
し
た
。
ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期

に
早
稲
田
大
学
も
理
工
学
部
を
三
つ

に
分
け
た
が
、
理
工
系
を
こ
れ
だ
け

大
き
く
再
編
し
た
の
は
本
学
の
特
徴

と
い
え
る
」

　
三
つ
の
学
部
に
再
編
し
て
、受
験

生
に
は
理
工
系
の
各
学
部
で
ど
う

い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
わ
か

り
や
す
く
な
り
、ア
ピ
ー
ル
度
が
高

ま
っ
た
。社
会
的
に
は
理
工
系
が
大

き
な
改
革
を
や
っ
て
い
る
と
受
け
止

め
ら
れ
、相
乗
効
果
に
な
っ
た

　
―
旧
帝
大
系
の
国
立
大
学
は
研
究

に
シ
フ
ト
し
て
い
る
側
面
が
あ
り
ま

す
。
関
西
大
の
理
工
系
も
研
究
に
軸

足
を
置
く
の
で
す
か
。

　
「
教
育
と
研
究
の
ど
ち
ら
か
に
力

を
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
両
方
を
き

ち
ん
と
や
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
本

学
の
進
む
べ
き
道
だ
。
た
だ
学
部
に

関
し
て
は
、
現
状
を
考
え
る
と
ま
ず

教
育
の
質
的
な
向
上
を
目
指
す
こ
と

が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
お

そ
ら
く
、
他
大
学
も
同
じ
よ
う
に
考

え
て
い
る
と
思
う
」

　
―
理
工
系
の
３
学
部
か
ら
進
学
す

る
大
学
院
理
工
学
研
究
科
は
な
ぜ
一

つ
の
研
究
科
の
ま
ま
な
の
で
す
か
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
研
究
を
考
え
る
と

あ
る
程
度
、
垣
根
を
低
く
し
て
お
い

た
方
が
よ
く
、
細
分
化
す
る
必
要
は

な
い
。

こ
れ
ま
で
は

細
分
化
が

行
き
過
ぎ
た
面
も
あ
り
、
横
の
つ
な

が
り
が
希
薄
に
な
る
こ
と
を
避
け
る

た
め
に
も
大
学
院
は
一
つ
の
研
究
科

の
ま
ま
、
大
き
く
三
つ
の
専
攻
に
再

編
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、
ま
っ
た
く

違
う
分
野
の
先
生
と
自
由
に
研
究
で

き
た
り
、
新
た
な
研
究
成
果
が
生
ま

れ
た
り
、
外
部
資
金
の
獲
得
に
つ
な

が
っ
た
り
、
と
い
っ
た
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」

　
―
関
西
大
の
理
工
系
の
存
在
感
を

一
層
高
め
る
に
は
何
に
力
を
入
れ
る

べ
き
で
す
か
。

　
「
国
際
化
を
進
め
る
こ
と
が
大
事

だ
。
特
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
。
い
ま
で
も
留
学
生
は

数
多
く
い
る
が
、
さ
ら
に
増
や
し
て

い
き
た
い
」

　
「
産
学
官
連
携
も
い
ま
以
上
に
進

め
た
い
。
連
携
を
進
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
本
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

存
在

感

が
上
が
り
、
産
業
界
や
官
庁
で

の
本
学
の
位
置
づ
け
も
高
く
な
っ
て

い
く
と
思
う
。
社
会
と
の
接
点
が
増

え
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
社
会
貢

献
が
や
り
や
す
く
な
る
」

アキバテクノクラブ
　
ア
キ
バ
テ
ク
ノ
ク
ラ
ブ
東
京
都
千
代
田
区
、代
表

妹
尾
堅
一
郎
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、０
３
３
２
５
２

１
８
４
０
な
ど
の
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
の
産
学
連
携
団
体
は
、つ
く
ば
、柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ

ス
、秋
葉
原
の
３
駅
地
域
を
つ
な
ぐ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ
さ
ん
ば
の
会
を
立
ち
上
げ
た
。い
ず
れ
も
研
究
開

発
と
事
業
化
を
手
が
け
る
先
進
地
域
だ
け
に
、新
た
な
研
究
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
、都
心
の
秋

葉
原
で
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
と
み
ら
れ
る
。実
証
試
験
で
課
題
と
な
る
、自
治
体
国

と
の
調
整
や
参
加
住
民
の
情
報
管
理
な
ど
で
も
、ノ
ウ
ハ
ウ
共
有
が
図
れ
そ
う
だ
。

産
学
連
携
支
援
ネ
ッ
ト
化
３
地
域
情
報
一
体
に
筑
波
｜
秋
葉
原

旅
行
事
業
開
発
テ
ー
マ
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人
東
京
と
実
践
教
育
明
治
大

国
際
経
営
の
研
究
深
耕
別
府
大
が
学
会
を
設
立

　　 ２０１０年 平成２２年 ４月２３日 金曜日 　　 （ ）

　
◆
切
削
加
工
で
講
演

　
砥
粒
加
工
学
会
　
６
月

日
９
時

分
か
ら

時

分

ま
で
東
京
都
千
代
田
区
の
埼

玉
大
学
・
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
カ
レ
ッ
ジ
で
「
グ
ラ
イ
ン

デ
ィ
ン
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
―

切
削
加
工
の
基
礎
―
」
を
開

く
。
東
京
大
学
の
帯
川
利
之

教
授
が
切
削
機
構
と
ビ
ビ
リ

振
動
、
切
削
温
度
と
各
種
工

具
材
料
な
ど
に
つ
い
て
解
説

す
る
ほ
か
、
東
芝
機
械
の
福

田
将
彦
氏
が
切
削
加
工
技
術

の
実
例
を
紹
介
す
る
な
ど
、

産
学
界
で
活
躍
す
る
学
識
者

や
技
術
者
が
講
演
す
る
。
参

加
費
は
砥
粒
加
工
学
会
員
が

１
万
円
、
非
会
員
は
３
万

円
。
申
し
込
み
締
め
切
り
は

５
月

日
。
定
員

人
。
問

い
合
わ
せ
は
同
学
会
事
務
局

０
３
・
３
３
６
２
・
４
１

９
５

へ
。

　
ア
キ
バ
テ
ク
ノ
ク
ラ
ブ
は

産
学
連
携
機
能
が
売
り
の
秋

葉
原
ダ
イ
ビ
ル
の
入
居

機

関
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
支
援

を
行
う
任
意
団
体
だ
。
今
回

は
つ
く
ば
の
筑
波
研
究
学
園

都
市
交
流
協
議
会
、
柏
の
葉

の
Ｔ
Ｘ
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
な
ど
と
連

携
。
ア
キ
バ
と
ほ
か
２
地
域

名
の
韻
を
踏
ん
で
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｂ

Ａ
の
会
と
名
付
け
た
。

　
秋
葉
原
ダ
イ
ビ
ル
に
は
筑

波
地
域
の
筑
波
大
学
や
産
業

技
術
総
合
研
究
所
が
入
居

し
、
研
究
成
果
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
交
流
会
で
都
心
の
秋

葉
原
を
活
用
し
て
い
る
。
さ

ら
に
テ
ク
ノ
ク
ラ
ブ
を
通
じ

た
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
連
携
事
例

も
出
始
め
て
い
る
。
テ
ク
ノ

ク
ラ
ブ
会
員
で
ダ
イ
ビ
ル
に

本
社
を
置
く
Ｉ
Ｔ
機
器
商
社

「
ぷ
ら
っ
と
ホ
ー
ム
」
が
、

筑
波
大
学
発
の
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ

ャ
ー
「
ソ
フ
ト
イ
ー
サ
」
の

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
製
品
の
保
守

を
支
援
す
る
関
係
が
動
き
だ

し
た
。
先
端
技
術
を
元
に
し

た
事
業
の
国
際
展
開
や
知
財

戦
略
な
ど
で
も
、
３
地
域
の

連
携
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
３
地
域
の
先
進
性
を
示
す

一
例
に
実
証
実
験
の
実
施
が

あ
る
。
つ
く
ば
市
は
一
人
乗

り
電
動
車
の
公
道
に
お
け
る

実
証
実
験
で
、
内
閣
府
か
ら

特
区
の
認
定
を
１
月
に
受
け

た
。
柏
の
葉
で
は
東
京
大
学

が
、
教
員
や
住
民
の
実
証
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
す
る

「
東
京
大
学
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
」
を
３
月
に
立
ち

上
げ
た
。
秋
葉
原
実
証
フ
ィ

ー
ル
ド
協
議
会
は
２
０
０
７

年
か
ら
、
店
舗
で
の
不
審
者

画
像
の
分
析
・
検
索
や
、
歩

行
環
境
整
備
の
実
証
試
験
を

手
が
け
て
い
る
だ
け
に
、
３

者
の
情
報
交
換
は
役
立
ち
そ

う
だ
。

　
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構

高
専
機
構

は
、
私
費
の

外
国
人
留
学
生
を
第
３
学
年

か
ら
受
け
入
れ
る
試
験
を
、

２
０
１
１
年
４
月
の
編
入
学

生
を
対
象
に
始
め
る
。
こ
れ

ま
で
大
半
が
国
費
留
学
生

と
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
中
心
と

す
る
政
府
派
遣
留
学
生
だ
っ

た
。
門
戸
を
私
費
留
学
生
ま

で
広
げ
る
こ
と
で
、
留
学
生

数
や
対
象
国
が
広
が
る
と
期

待
さ
れ
る
。

　
今
回
の
外
国
人
学
生
向
け

試
験
は
、
参
加
す
る
国
立
高

等
専
門
学
校

校
が
同
一
の

選
抜
方
法
・
日
程
で
行
い
、

合
格
者
は
第
３
学
年

高
校

の
３
年
生
に
相
当

に
編
入

学
す
る
。
６
月
か
ら
募
集
要

項
を
配
布
す
る
。

　
高
専
は
実
験
・
実
習
・
実

技
を
重
視
し
た
実
践
的
技
術

者
養
成
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
発
展
途
上
国
か
ら
の

学
生
受
け
入
れ
増
は
、
高
等

教
育
機
関
の
国
際
化
と
合
わ

せ
て
重
要
な
役
割
と
位
置
づ

け
て
い
る
。

年
度
の
留
学

生
数
は
全
体
で
４
７
０
人

で
、

年
度
の
３
６
８
人
か

ら
３
割
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
れ
ま
で
は
国
費

・
政
府
派
遣
留
学
生
が
ほ
と

ん
ど
だ
。
国
別
で
は

カ
国

だ
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
２
２

５
人
が
圧
倒
的
で
、
ほ
か
に

モ
ン
ゴ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
が

人
台
と
な
っ
て
い
る
。
私
費

留
学
生
は
全
体
の
２
％
に
す

ぎ
ず
、
長
岡
工
業
高
等
専
門

学
校
や
奈
良
工
業
高
等
専
門

学
校
な
ど
数
校
だ
け
だ
っ

た
。

　
高
専
は
授
業
料
が
大
学
よ

り
安
く
、
地
方
の
中
小
都
市

が
多
い
た
め
勉
学
に
集
中
で

き
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
学

生
寮
に
入
れ
る
魅
力
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
に
３
学
年
に

編
入
学
し
た
国
費
・
政
府
派

遣
留
学
生
は
、

％
超
が
３

年
後
に
国
立
大
学
３
年
次
に

進
学
し
、
多
く
が
そ
の
２
年

後
に
大
学
院
を
目
指
す
る
な

ど
、
進
学
の
ス
テ
ッ
プ
も
確

立
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
受

け
入
れ
拡
大
で
、
発
展
途
上

国
の
留
学
生
増
加
が
期
待
で

き
そ
う
だ
。

　
国
際
教
養
大
学
、
国
際
基

督
教
大
学
、
立
命
館
ア
ジ
ア

太
平
洋
大
学
、
早
稲
田
大
学

は
、
国
際
人
の
育
成
教
育
で

連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
英
語

教
育
と
国
際
化
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
重
視
す
る
国
際
教
養

系
と
呼
ば
れ
る
４
大
学
・
学

部
で
、
日
本
の
大
学
の
国
際

化
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
た
め

集
結
し
た
。
学
生
の
セ
ミ
ナ

ー
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
教
育
の

合
同
実
施
の
ほ
か
、
国
際
基

準
に
合
っ
た
教
育
の
質
保
証

の
議
論
な
ど
、
教
職
員
研
修

に
も
注
力
し
て
い
く
。

　
連
携
活
動
は
３
大
学
と
早

大
国
際
教
養
学
部
で
行
わ
れ

る
。
外
国
大
学
と
の
学
生
交

流
推
進
だ
け
で
な
く
、
日
本

で
遅
れ
て
い
る
学
習
内
容
の

国
際
的
な
通
用
性
や
評
価
、

英
語
を
使
っ
た
教
材
・

教
育
な
ど
の
改
善
に
取

り
組
む
。
教
職
員
研
修

は
英
語
教
育
、
学
生
の

国
際
移
動
、
国
際
的
な

キ
ャ
リ
ア
支
援
な
ど

で
、
米
国
専
門
家
を
講

師
に
実
施
す
る
。
協
定

の
き
っ
か
け
も
４
大
学

職
員
の
交
流
だ
っ
た
と

い
う
特
色
も
あ
る
。

　
国
際
教
養
大
と
早
大

国
際
教
養
学
部
は
、
す

べ
て
の
授
業
が
英
語
で
、
日

本
人
は
１
年
間
の
留
学
が
必

須
だ
。
国
際
基
督
教
大
は
１

教
養
学
部
で
自
由
に
専
攻
を

選
ぶ
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
が
特

色
で
、
国
内
外
の
学
生
交
流

の
質
を
左
右
す
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
や
シ
ラ
バ
ス
を
重
視
す

る
。
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
は
学
生
・
教
員
の
約
半
数

が
外
国
人
で
、
留
学
生
の
半

数
が
日
本
企
業
に
就
職
す

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
重

点
を
置
く
、
日
本
の
一
つ
の

大
学
グ
ル
ー
プ
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

　
明
治
大
学
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人

東
京

東
京
都
新
宿
区
、
川

村
益
之
社
長
、
０
３
・
５
９

０
９
・
８
８
０
４

と
連
携

し
て
、
特
別
テ
ー
マ
実
践
科

目
「
サ
ー
ビ
ス
新
事
業
開
発

の
考
え
方
と
そ
の
手
法
を
学

ぶ
」
を
開
講
し
た
。
学
生
は

Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人
東
京
の
社
員
か

ら
、
旅
行
業
界
の
現
状
や
課

題
を
聞
い
た
後
、
グ
ル
ー
プ

実
習
で
旅
を
基
軸
と
す
る
新

事
業
の
提
案
に
取
り
組
む
。

　
こ
れ
は
文
部
科
学
省
の
事

業
「
質
の
高
い
大
学
教
育
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
。

明
治
大
の
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ

ス

東
京
都
千
代
田
区

で

７
月
ま
で

回
授
業
を
行

い
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人
東
京
の
久

保
田
達
之
助
事
業
開
発
部
長

が
講
師
を
務
め
る
。
旅
行
業

界
の
戦
略
的
課
題
な
ど
５
回

の
講
義
の
後
、
学
生
は
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
関
連
業
界

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
企
業
見

学
会
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
実

施
す
る
。
学
生
の
視
点
で
旅

に
か
か
わ
る
新
事
業
ア
イ
デ

ア
を
練
り
、
同
社
内
で
の
成

果
発
表
会
を
行
う
。

　
こ
の
授
業
を
通
し
て
明
治

大
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
発
想
力
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
能
力
な
ど
を
身
に
つ
け

た

社
会
が
見
え
る
・
社
会

か
ら
見
え
る
学
生

を
育
て

る
。
同
社
は
将
来
の
事
業
化

ヒ
ン
ト
を
学
生
の
新
鮮
な
発

想
か
ら
得
る
こ
と
に
加
え
、

学
生
の
旅
行
業
界
の
理
解
を

高
め
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　
【
大
分
】
別
府
大
学
は

日
、
「
国
際
経
営
学
会
」
を

設
立
し
た
。
海
外
と
の
間
で

貿
易
や
投
資
活
動
が
急
速
に

拡
大
し
、
企
業
間
交
流
も
高

ま
る
中
、
国
際
経
営
に
関
す

る
研
究
を
さ
ら
に
推
進
さ
せ

る
の
が
目
的
。
地
元
企
業
経

営
者
や
金
融
機
関
な
ど
に
も

参
加
を
呼
び
か
け
、
賛
助
会

員
を
募
る
。
地
域
社
会
を
巻

き
込
ん
だ
交
流
を
通
じ
て
国

際
経
営
や
会
計
、
税
務
、
観

光
経
営
に
関
す
る
研
究
成
果

を
発
表
す
る
。

　
同
学
会
は
現
在
、
同
大
国

際
経
営
学
部
教
員
や
学
生
会

員
約
２
１
５
人
で
構
成
す

る
。
会
長
は
安
藤
茂
樹
国
際

経
営
学
部
教
授
が
就
任
し

た
。
事
業
は
研
究
誌
の
発
行

や
研
究
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
講
演
会
な
ど
で
、
研
究

費
補
助
も
視
野
に
入
れ
る
。

　
安
藤
教
授
は
「
他
大
学
や

地
元
企
業
、
金
融
機
関
と
交

流
連
携
す
る
こ
と
で
、
地
域

に
開
か
れ
た
学
会
活
動
を
目

指
す
」
と
し
て
い
る
。
問
い

合
わ
せ
は
国
際
経
営
学
科

０
９
７
７
・
６
６
・
５
７

５
７

。

ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
タ
ッ
チ

全
学
生
に
配
布

前
橋
国
際
大

　
【
群
馬
】
前
橋
国
際
大
学

は
全
学
生
約
１
０
０
０
人
に

対
し
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
能
を

備
え
た
端
末
「
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
タ

ッ
チ
」
を
配
布
し
た
。
２
０

１
０
年
度
か
ら
取
り
組
む

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
キ
ャ
ン
パ

ス
」
化
を
推
進
す
る
た
め

で
、
学
内
に
中
継
器
を
配
備

し
、
履
修
登
録
や
講
義
情

報
、
出
席
登
録
な
ど
を
同
端

末
を
介
し
て
行
う
。
総
費
用

は
２
４
０
０
万
円
。
ま
た
年

度
内
に
教
員
を
対
象
に
「
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
」
を
配
布
す
る
。
会

議
に
使
う
資
料
を
同
製
品
で

閲
覧
す
る
な
ど
し
、
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
を
進
め
る
。

欧
州
研
究
を
支
援

Ｅ
Ｕ
が
地
方

大
学
に
拠
点

　
欧
州
連
合

Ｅ
Ｕ

は
関

東
、
関
西
以
外
の
大
学
を
対

象
と
し
た
欧
州
研
究
の
拠
点

「
Ｅ
Ｕ
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー

ト
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」

Ｅ
Ｕ
Ｉ
Ｊ

を
設
立
す

る
。
こ
の
ほ
ど
、
Ｅ
Ｕ
駐
日

代
表
部
が
事
業
参
加
を
希
望

す
る
大
学
の
募
集
を
開
始
。

１
拠
点
を
選
ん
で
、
予
算
の

％
に
当
た
る
最
大

万

約
１
億
円

を
助
成
、
日

本
で
の
Ｅ
Ｕ
研
究
を
拡
大
さ

せ
る
方
針
だ
。

　
同
事
業
は
２
０
０
４
年
に

ス
タ
ー
ト
。
既
存
の
三
つ
の

Ｅ
Ｕ
Ｉ
Ｊ
は
一
橋
大
学
や
神

戸
大
学
な
ど
す
べ
て
関
東
、

関
西
に
立
地
し
て
お
り
、今

回
は
こ
れ
以
外
の
地
方
で
研

究
を
支
援
す
る
。事
業
期
間

は
原
則
４
年
。研
究
コ
ー
ス

や
予
算
に
関
す
る
大
学
か
ら

の
提
案
を
Ｅ
Ｕ
が
審
査
し
、

来
春
の
設
置
を
予
定
。募
集

の
締
め
切
り
は
６
月

日

で
、単
独
で
も
、複
数
大
学
の

連
合
体
で
も
応
募
で
き
る
。

　
参
加
大
学
は
、
Ｅ
Ｕ
研
究

の
コ
ー
ス
設
置
や
交
換
留
学

の
ほ
か
、
大
学
の
学
位
と
は

別
の
独
自
の

Ｅ
Ｕ
研
究
修

了
証

授
与
な
ど
を
実
施
す

る
。

■社告「産学官ビジネスフェア 2010」

日刊工業新聞　2010年4月23日

日刊工業新聞　2010年4月23日

日刊工業新聞　2010年3月25日

各
社
、
戦
略
分
か
れ
る

１０年度セメント輸出１３％減予想

宇
部
三
菱
、
前
年
度
並
み
強
気

　
２
０
１
０
年
度
の
セ
メ
ン
ト
輸
出
に
つ
い
て
、
太
平

洋
セ
メ
ン
ト
と
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
は

年
度
に
比
べ

減
少
さ
せ
る
一
方
で
、
宇
部
三
菱
セ
メ
ン
ト

東
京
都

千
代
田
区

は

年
度
並
み
を
維
持
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
た
。
セ
メ
ン
ト
輸
出
を
一
つ
の
事
業
戦
略
と
位
置

付
け
、
拡
大
を
狙
う
か
ど
う
か
で
対
応
が
分
か
れ
た
。

さ
ら
に
国
内
の
供
給
体
制
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
と
る

か
な
ど
、
各
社
が
置
か
れ
て
い
る
経
営
環
境
の
違
い
も

影
響
し
て
い
る
。

採算性にらみ引き締め太平洋と住友大阪

　
セ
メ
ン
ト
協
会
は

年
度

の
輸
出
を

年
度
見
込
み
比

・
４
％
減
の
９
７
０
万

と
予
想
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
上
昇
や
円
高
傾
向
に

加
え
、
輸
入
国
の
セ
メ
ン
ト

国
内
需
要
の
減
退
が
影
響
す

る
と
見
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
で
も
、
宇
部

三
菱
は

年
度
も

年
度
見

込
み
並
み
の
４
５
０
万

前

後
の
輸
出
を
計
画
す
る
。
既

存
の
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
拡
販
に

加
え
、
新
し
い
地
域
の
開
拓

に
も
積
極
的
。
こ
れ
ま
で
東

ア
ジ
ア
が
中
心
だ
っ
た
が
、

最
近
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な

ど
も
増
え
て
い
る
。

　
宇
部
三
菱
の
宮
本
誠
二
常

務
は
「
価
格
を
考
え
な
が
ら

だ
が
、
輸
出
を
国
内
需
要
動

向
に
応
じ
た
調
整
の
た
め
と

せ
ず
に
、
国
内
市
場
と
同
じ

戦
略
で
進
め
る
」
と
し
て
い

る
。

　
同
社
は
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル

と
宇
部
興
産
が
共
同
出
資
す

る
セ
メ
ン
ト
販
社
。
実
際
に

セ
メ
ン
ト
を
生
産
、
出
荷
す

る
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
の
九
州

工
場

福
岡
県
苅
田
町

な

ど
は
大
型
船
が
停
泊
で
き
る

良
質
の
港
を
持
つ
。

　
そ
れ
に
対
し
、
住
友
大
阪

セ
メ
ン
ト
の
唯
一
の
輸
出
拠

点
で
あ
る
高
知
工
場

高
知

県
須
崎
市

に
は
、
大
型
船

が
入
港
で
き
な
い
と
い
う
。

原
料
の
陸
揚
げ
と
も
共
通
で

使
用
す
る
な
ど
、
利
用
に
制

限
も
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
輸
出
先
の
新

規
開
拓
に
力
を
入
れ
に
く

く
、
「
輸
出
拡
大
を
一
つ
の

戦
略
に
で
き
な
い
」

加
藤

敦
執
行
役
員

と
い
う
ジ
レ

ン
マ
を
抱
え
て
い
る
。

　

年
度
の
輸
出
は
豪
州
向

け
が
減
少
す
る
た
め
、
前
年

度
見
込
み
に
比
べ
約

万

減
の
１
０
０
万

程
度
を
計

画
。
韓
国
、
香
港
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
な
ど
に
輸
出
す
る
。

　

年
度
に
５
２
６
万
５
０

０
０

の
輸
出
を
見
込
む
太

平
洋
セ
メ
ン
ト
も
、
「
採
算

が
合
わ
な
い
」

上
村
清
常

務
執
行
役
員

な
ど
の
理
由

で
、

年
度
は
輸
出
を
減
少

さ
せ
る
方
針
だ
。

　
さ
ら
に
、
同
社
は
国
内
で

生
産
体
制
の
見
直
し
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
す
で
に
３
拠

点
で
の
生
産
中
止
を
決
め

た
。

　
ま
だ
輸
出
の
計
画
数
値
は

出
し
て
い
な
い
が
、
国
内
の

供
給
能
力
を
ど
こ
ま
で
絞
る

か
な
ど
と
合
わ
せ
て
総
合
的

に
判
断
す
る
。

会期 月 日 水 － 日 金
会場 東京ビッグサイト
出展対象 環境建築ソリューショ
ン、ヒートアイランド対策、エコ
マテリアル、雨水利用技術、再生
可能エネルギー、省エネルギー・
排熱利用・蓄電、環境支援システ
ム、生物多様性など
出展料金 １小間 万 円
（間口 ｍ×奥行 ｍ 税込み）
申し込み締め切り ６月 日 水

申し込み・問い合わせ 日刊工業
新聞社業務局イベント事業部

事務局（〒 ―
東京都中央区日本橋小網町 の１）

　
Ｅメール　
‐
主催　エコビルド実行委員会

財団法人建築環境・　
省エネルギー機構　　

　　　

２０１０～エコビルド～出展募集＊１面参照

榊さん

電
子
海
図
サ
ー
ビ
ス
開
始
加
Ｍ
Ｐ
Ｃ
と
取
り
扱
い
契
約
日
本
海
洋
科
学
情
報
更
新
容
易
に

　
日
本
海
洋
科
学

川
崎
区
幸
区
、
冨
久
尾
義
孝
社
長
、
０
４
４
・
５
４
８
・
９
１

３
０

は
、
電
子
海
図
の
ア
ジ
ア
地
域
の
取
り
扱
い
で
カ
ナ
ダ
の
大
手
海
事
会
社
、

マ
リ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
カ
ナ
ダ

Ｍ
Ｐ
Ｃ
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

と

契
約
し
、
４
月
か
ら
海
運
会
社
向
け
に
販
売
を
始
め
る
。
航
海
に
必
要
な
複
数
の
電

子
海
図
を
組
み
合
わ
せ
て
提
供
す
る
ほ
か
、
海
図
使
用
の
ラ
イ
セ
ン
ス
管
理
、
水
路

情
報
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
更
新
な
ど
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
２
０
１

０
年
度
に
日
系
の
海
運
会
社
を
中
心
に
１
０
０
隻
程
度
の
契
約
を
見
込
む
。
価
格
は

航
海
距
離
な
ど
に
も
よ
る
が
、
日
本
か
ら
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
場
合
、
年
間
２
０
０
０
―

３
０
０
０

を
想
定
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
九
州
、
安
全
対
策
に
力
意
識
向
上
へ
研
修
施
設
管
内
５
カ
所
に
障
害
物
検
知
装
置

窓
リ
フ
ォ
ー
ム
専
門
店
開
設
１
２
年
度
３
０
０
拠
点
に
拡
大
Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ

単
結
晶
セ
ル
で
効
率
向
上
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
リ
ク
シ
ル
エ
ナ
ジ
ー

売
上
高
１
兆
８
０
０
０
億
円
へ
海
外
売
上
高
比
率
３
３
％
に
１
２
年
度
終
了
中
計
策
定
日
通

１０月から半年間東京地区生コン協組生コン１万４８００円浸透へ

ド
バ
イ
・
シ
ョ
ッ
ク
で
赤
字
大
林
組
が
下
方
修
正
今
３
月
期
予
想

密
度
濃
く
提
案

　
▽

「
楽
し
み
が
９
割
５

分
か
な
。
期
待
し
て
い
る
」

と
う
れ
し
そ
う
な
表
情
を
見

せ
る
の
は
、
サ
ン
ウ
エ
ー
ブ

工
業
執
行
役
員
経
営
管
理
部

長
の
榊
信
行
さ
ん
。
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｘ
と
営
業
部
門
を
統
合
し
た

新
会
社
を
設
立
し
、
７
月
か

ら
営
業
を
始
め
る
。

　
▽

「
両
社
の
営
業
部
門

を
一
つ
に
ま
と
め
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
営
業
ア
プ
ロ
ー

チ
の
密
度
を
よ
り
濃
く
し
て

提
案
し
て
い
く
。
営
業
力
の

質
・
量
と
も
に
業
界
最
高
の

企
業
を
目
指
す
」
と
目
を
輝

か
せ
る
。

　
▽

サ
ン
ウ

エ
ー
ブ
工
業
は

４
月
に
住
生
活

グ
ル
ー
プ
の
傘

下
に
入
る
。
「
キ
ッ
チ
ン
の

単
品
か
ら
脱
し
て
、
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｘ
の
水
回
り
商
品
も
い
ず
れ

は
取
り
扱
い
た
い
」
と
、
夢

は
大
き
い
。

　
住
生
活
グ
ル
ー
プ
子
会
社

の
リ
ク
シ
ル
エ
ナ
ジ
ー

東

京
都
中
央
区
、
太
田
裕
介
社

長
、
０
３
・
３
６
３
８
・
８

１
３
１

は

日
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
「
リ
ク
シ
ル

ソ
ー
ラ
ー
」
を
４
月
１
日
に

発
売
す
る
と
発
表
し
た
。
ソ

ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
、
接
続
箱
、

パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
、
カ
ラ
ー
モ
ニ
タ
ー
で
構

成
し
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
に

は
発
電
効
率
が
高
い
単
結
晶

セ
ル
を
使
用
す
る
。

　
変
換
効
率
は

・
５
％
。

価
格
は
一
般
住
宅
向
け
に
標

準
的
な
３
・
７

枚

で
約
２
６
０
万
円

工

事
費
込
み

。
初
年
度
は

億
円
の
売
り
上
げ
を
目
指

す
。

　
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
黒
一

色
と
し
、
住
宅
に
合
わ
せ
や

す
い
デ
ザ
イ
ン
と
し
た
。
ト

ス
テ
ム
や
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
な
ど
住

生
活
グ
ル
ー
プ
が
持
つ
販
売

網
を
活
用
し
て
販
売
す
る
。

　
施
工
は
リ
ク
シ
ル
エ
ナ
ジ

ー
認
定
店
が
担
当
。
施
工
業

者
の
研
修
の
た
め
に
、
関
東

研
修
セ
ン
タ
ー

千
葉
県
松

戸
市

と
関
西
研
修
セ
ン
タ

ー

大
阪
市
住
之
江
区

を

新
設
し
た
。

年
度
中
に
約

２
０
０
０
人
の
研
修
を
行
う

予
定
。

太
陽
光
発
電
設
備

福
岡
の
ビ
ル
に
設
置

Ｎ
Ｔ
Ｔ
都
市
開
発

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
都
市
開
発

東
京

都
千
代
田
区
、
三
ツ
村
正
規

社
長
、
０
３
・
６
８
１
１
・

６
３
０
０

は

日
、
同
社

保
有
ビ
ル
と
し
て
は
初
と
な

る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

Ｐ
Ｖ

を
設
置
し
た
と
発

表
し
た
。
福
岡
市
に
あ
る

「
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト
博
多
ビ

ル
」
の
屋
上
に

の
Ｐ

Ｖ
を
設
置
。
年
間
発
電
量
は

一
般
家
庭
３
世
帯
分
の
消
費

量
に
相
当
す
る
約

時
。
同
ビ
ル
１
階
に
は
Ｐ
Ｖ

の
発
電
量
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
量
を

表
示
す
る
画
面
を
設
置
し

た
。

　
将
来
的
に
電
気
自
動
車
の

充
電
ス
タ
ン
ド
が
接
続
で
き

る
仕
組
み
に
し
た
。

　
【
福
岡
】
Ｊ
Ｒ
九
州
は
安

全
対
策
を
強
化
す
る
。
２
０

１
１
年
１
月
に
北
九
州
市
門

司
区
の
社
員
研
修
セ
ン
タ
ー

内
に
、
安
全
意
識
向
上
を
目

的
と
し
た
施
設
「
安
全
創
造

館
」
を
開
設
す
る
。
ま
た
踏

切
事
故
対
策
と
し
て
、

年

度
中
に
約
４
０
０
０
万
円
を

投
じ
て
踏
切
内
の
障
害
物
を

検
知
す
る
装
置
を
管
内
５
カ

所
に
導
入
す
る
。
社
員
の
意

識
向
上
と
安
全
設
備
の
整
備

で
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
体

制
を
築
く
の
が
狙
い
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
の

年
度
事
故

件
数

３
月

日
時
点

は

件
と
、
前
年
度
を

件
上

回
っ
て
い
る
。

　
安
全
創
造
館
は
延
べ
床
面

積
２
６
５
平
方

の
館
内

に
、
同
社
が
関
係
し
た
過
去

の
列
車
事
故
を
パ
ネ
ル
展
示

や
映
像
で
紹
介
す
る
。
新
入

社
員
研
修
や
グ
ル
ー
プ
企
業

の
安
全
教
育
で
活
用
す
る
。

事
故
を
風
化
さ
せ
ず
、
教
訓

と
し
て
安
全
意
識
の
向
上
に

つ
な
げ
る
。

　
踏
切
に
は

年
度
か
ら

年
度
に
か
け
て
障
害
物
検
知

装
置
を
、
事
故
が
目
立
つ
計

カ
所
に
設
置
す
る
。
自
動

車
が
踏
切
内
に
立
ち
往
生
し

た
場
合
な
ど
に
セ
ン
サ
ー
が

車
を
感
知
し
て
列
車
な
ど
に

通
報
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は

年
３
月
に

九
州
新
幹
線
の
全
線
開
通
を

控
え
、
安
全
対
策
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
唐
池
恒

二
社
長
は
「
こ
れ
ま
で
も
安

全
対
策
に
は
最
も
力
を
入
れ

て
き
た
が
、
改
め
て
事
故
の

怖
さ
を
全
社
員
の
心
の
底
に

刻
み
込
み
、
安
全
運
行
に
勤

め
た
い
」
と
し
て
い
る
。
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
が
福
知
山
線
脱
線
事
故

資
料
を
集
め
た
「
鉄
道
安
全

考
動
館

大
阪
府
吹
田
市

を

年
に
開
設
し
て
い
る
。

　
東
京
地
区

生
コ
ン
ク
リ

ー
ト
協
同
組

合
は

日
、

月
１
日
か

ら
２
０
１
１

年
３
月

日

ま
で
の
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト

販
売
価
格
を

１
立
方

当

た
り
１
万
４

８
０
０
円
と

す
る
と
発
表

し
た
。

年

月
以
降
の

販
売
価
格
と

し
て
要
請
し
て
き
た
値
上
げ

の
確
実
な
浸
透
を
図
る
。

　
同
協
組
は
生
コ
ン
の
販
売

価
格
に
つ
い
て
、

月
か
ら

従
来
の
物
件
ご
と
の
契
約
か

ら
単
年
度
の
期
間
契
約
に
変

更
す
る
と
し
て
い
た
。
９
月

末
ま
で
の
旧
契
約
の
有
効
期

限
は

年
３
月
末
ま
で
。

　
今
回
は

年
３
月
ま
で
の

半
年
間
で
、

年
度
か
ら
は

契
約
期
間
を
１
年
間
と
す

る
。

　☆ ２０１０年 平成２２年 ３月２５日 木曜日 　　 （ ）

　
Ｙ
Ｋ
Ｋ
　
Ａ
Ｐ
は

日
、

窓
リ
フ
ォ
ー
ム
の
新
店
舗
ブ

ラ
ン
ド
「
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
シ
ョ
ッ

プ
」
を
４
月
か
ら
展
開
す
る

と
発
表
し
た
。
建
材
流
通
店

で
現
状
診
断
か
ら
提
案
、
施

工
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
一

貫
し
て
対
応
し
て
い
く
。
２

０
１
０
年
度
は
１
０
０
店

舗
、

年
度
に
は
３
０
０
店

舗
ま
で
増
や
す
計
画
。
Ｍ
Ａ

Ｄ
Ｏ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
で
年
間

億
円
の
売
り
上
げ
を
目
指

す
。

　
同
シ
ョ
ッ
プ
で
は
断
熱
対

策
、
結
露
対
策
、
日
射
対

策
、
防
音
対
策
、
防
犯
対
策

の
五
つ
の
性
能
項
目
を
診
断

し
、
最
適
な
窓
リ
フ
ォ
ー
ム

を
提
案
す
る
。
業
界
初
と
な

る
窓
リ
フ
ォ
ー
ム
の
専
門
店

で
効
果
な
ど
に
つ
い
て
生
活

者
の
疑
問
に
応
え
て
い
く
。

　
Ｙ
Ｋ
Ｋ
　
Ａ
Ｐ
は
新
展
開

に
併
せ
て
室
内
側
か
ら
交
換

で
き
る
外
窓
交
換
工
法
「
ス

マ
ー
ト
カ
バ
ー
工
法
」
を
開

発
。
業
界
初
と
い
う
。
雨
戸

や
面
格
子
が
付
い
た
窓
な
ど

に
も
設
置
で
き
る
。
外
窓
の

リ
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
な
大
が

か
り
な
壁
工
事
や
足
場
工
事

も
不
要
で
、
価
格
も
抑
え
ら

れ
る
。

　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
樹
脂
の

複
合
窓
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
シ

リ
ー
ズ
な
ど
に
対
応
し
、
Ｍ

Ａ
Ｄ
Ｏ
シ
ョ
ッ
プ
限
定
で
販

売
す
る
。
対
応
窓
の
種
類
や

シ
リ
ー
ズ
を
順
次
、
増
や

す
。
参
考
価
格
は
幅
１
７
０

０

×
高
さ
１
２
０
０

で
製
品
代
は

万
円
、
標
準

的
な
施
工
費
は
２
万
５
０
０

０
円
。
初
年
度

億
円
の
売

り
上
げ
を
目
指
す
。

　
大
林
組
は

日
、
２
０
１

０
年
３
月
期
連
結
業
績
が
営

業
損
益
、
経
常
損
益
と
も
に

上
場
来
初
の
赤
字
に
転
落
す

る
と
発
表
し
た
。
売
上
高
は

年

月
時
点
の
予
想
に
比

べ
１
６
０
０
億
円
減
の
１
兆

３
５
０
０
億
円

前
年
度
は

１
兆
６
８
２
４
億
円

、
経

常
利
益
は
同
８
６
５
億
円
減

の
６
４
０
億
円
の
赤
字

同

３
１
８
億
円
の
黒
字

を
見

込
む
。
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

Ｕ
Ａ
Ｅ

ド
バ
イ
政
府
交

通
局
か
ら
受
注
し
た
都
市
鉄

道
「
ド
バ
イ
・
メ
ト
ロ
」
の

工
事
が
主
な
要
因
。
同
日
会

見
し
た
白
石
達
社
長
は
「
建

設
物
価
が
想
定
を
超
え
て
値

上
が
り
し
た
。
リ
ス
ク
管
理

が
十
分
出
来
る
ほ
ど
の
経
験

が
な
か
っ
た
」
と
述
べ
た
。

　

年
に
受
注
し
た
ド
バ
イ

・
メ
ト
ロ
の
原
価
は
設
計
変

更
と
建
設
物
価
の
値
上
が
り

に
よ
り
３
倍
に
膨
張
。
請
負

代
金
の
増
額
を
求
め
た
が
、

契
約
上
の
理
由
か
ら
一
部
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

年
３
月
期
連
結
業
績
予

想
も
公
表
し
、
経
常
利
益
を

２
８
０
億
円
と
す
る
と
と
も

に
、
中
期
経
営
計
画
の
最
終

年
度
で
あ
る

年
３
月
期
の

経
常
利
益
目
標
を
８
０
０
億

円
か
ら
５
６
０
億
円
に
引
き

下
げ
た
。
経
営
責
任
を
明
確

化
し
、
取
締
役
と
執
行
役
員

の
月
額
報
酬
を
４
月
か
ら
３

カ
月
間

％
返
上
す
る
。

　
日
本
通
運
は

日
、
２
０

１
３
年
３
月
期
を
最
終
年
度

と
す
る
中
期
経
営
計
画
を
発

表
し
た
。
ア
ジ
ア
を
中
心
に

海
外
展
開
を
強
化
し
、
海
外

売
上
高
比
率
を

年
３
月
期

実
績
見
込
み
に
比
べ
６

増

の

％
に
拡
大
す
る
ほ
か
、

環
境
に
配
慮
し
た
経
営
の
積

極
化
、
金
融
や
情
報
な
ど
グ

ル
ー
プ
会
社
と
連
携
強
化
を

図
る
。
売
上
高
１
兆
８
０
０

０
億
円

年
３
月
期
予
想

１
兆
５
３
９
０
億
円

、
営

業
利
益
５
８
０
億
円

同
３

５
０
億
円

、
当
期
利
益
３

５
０
億
円

同
１
０
５
億

円

を
目
指
す
。
期
間
中
に

国
内
外
の
拠
点
整
備
や
車
両

更
新
な
ど
、
設
備
投
資
費
に

１
９
２
０
億
円
を
投
じ
る
。

　
ま
た
、
基
本
戦
略
と
し
て

将
来
的
に
海
外
売
上
高
比
率

を

％
に
ま
で
高
め
る
こ
と

を
掲
げ
た
。
ア
ジ
ア
で
の
多

国
間
物
流
の
強
化
や
新
興
国

の
拠
点
整
備
を
行
い
、
国
内

・
海
外
を
結
ぶ
総
合
物
流
サ

ー
ビ
ス
の
提
案
な
ど
営
業
を

強
化
す
る
。医
療
や
医
薬
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
新
事
業

領
域
に
も
力
を
入
れ
る
。

　
さ
ら
に
環
境
経
営
も
戦
略

の
柱
に
起
き
、
環
境
配
慮
型

の
物
流
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
す
る
こ
と
で
顧
客
の
獲

得
を
図
っ
て
い
く
。

　
国
連
の
専
門
機
関
で
あ
る

国
際
海
事
機
関

Ｉ
Ｍ
Ｏ

の
主
導
に
よ
り
、
電
子
海
図

を
用
い
る
表
示
シ
ス
テ
ム

Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｓ

は
新
造
船

で

年
以
降
、
既
存
船
で

年
以
降
、
大
型
船
を
中
心
に

順
次
導
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

　
日
本
海
洋
科
学
は
以
前
か

ら
Ｍ
Ｐ
Ｃ
と
契
約
を
結
ん
で

お
り
、
水
路
情
報
の
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
現
在

ア
ジ
ア
地
域
で
約
１
３
０
０

隻
に
提
供
し
て
い
る
。
今
回

Ｍ
Ｐ
Ｃ
が
電
子
海
図
の
販
売

を
本
格
化
す
る
に
あ
た
り
、

同
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
で
も
新

た
に
契
約
を
結
ん
だ
。

　
水
路
や
水
深
、
潮
流
の
速

さ
、
危
険
物
、
航
路
標
識
な

ど
が
記
さ
れ
た
海
図
は
、
船

舶
の
航
海
に
不
可
欠
な
こ
と

か
ら
で
、
一
定
以
上
の
大
き

さ
の
船
舶
に
は
備
え
付
け
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
紙
の
海
図
の
更
新

な
ど
は
航
行
中
の
船
舶
内
で

手
作
業
で
行
う
こ
と
も
多
い

た
め
、
コ
ス
ト
や
手
間
が
か

か
っ
て
い
る
。
電
子
化
す
る

こ
と
で
効
率
化
の
ほ
か
、
位

置
情
報
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
浅
瀬
へ
の
乗
り
上
げ
防

止
な
ど
安
全
性
の
向
上
も
期

待
で
き
る
。

　
日
本
海
洋
科
学
は
、
日
本

郵
船
の
１
０
０
％
出
資
子
会

社
。
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広告・告知・記事

■交通広告（掲載期間10月6日〜12日）

池袋駅 新橋駅

上野駅 東京駅

新宿駅 横浜駅
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ご
あ
い
さ
つ

日
本
産
業
洗
浄
協
議
会
会
長
赤
木
　
裕

経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
産
業
機
械
課
長
藤
木
　
俊
光
氏

厚
生
労
働
省
職
業
能
力
開
発
局
能
力
評
価
課
長
星
　
直
幸
氏

社
団
法
人
日
本
洗
浄
技
能
開
発
協
会
理
事
長
本
多
　
清
治

きょう開幕 １０月１３日（水）１５日（金）東京ビッグサイト
「
産
業
洗
浄
技
能
士
」
の
活
用
に
向
け
て

地
球
環
境
と
先
端
技
術
を
支
え
る
洗
浄
技
術
を

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
切
り
開
く
契
機
に

産
業
の
発
展
を
支
え
る
重
要
な
工
程

メッセージ

（ ） 【広告特集】 ２０１０年 平成２２年 １０月１３日 水曜日 　　

　
地
球
規
模
の
温
暖
化
が
原

因
と
さ
れ
て
い
る
異
常
気
象

が
続
い
て
い
る
昨
今
、
す
べ

て
の
生
命
の
源
と
な
っ
て
い

る
水
を
利
用
し
た
高
圧
水
洗

浄
は
、
環
境
に
優
し
い
水
の

持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
、
設
備
の
機
能
回
復
お
よ

び
設
備
機
器
高
機
能
化
に
伴

う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
幅
広
く

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
協
会
は
よ
り
質
の
高
い

洗
浄
技
術
を
培
う
こ
と
で
正

確
か
つ
安
全
な
作
業
技
術
を

習
得
し
た
「
産
業
洗
浄
技
能

士
」
の
育
成
、
ま
た
新
工
法

や
機
材
の
開
発
と
い
っ
た
技

術
革
新
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
職
業
能
力
開

発
局
の
ご
指
導
の
も
と
、
国

家
検
定
で
あ
る
産
業
洗
浄

高
圧
洗
浄
作
業
お
よ
び
化

学
洗
浄
作
業

技
能
検
定
試

験
の
実
施
に
積
極
的
に
協
力

し
、
現
在
ま
で
に
７
２
０
０

人
を
超
え
る
産
業
洗
浄
技
能

士
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

産
業
洗
浄
技
能
士
の
皆
さ
ま

が
全
国
で
洗
浄
作
業
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
と
し
て
能
力
を
発

揮
し
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
安
全
で
効
率
的
な
作
業
が

で
き
、
信
頼
で
き
る
産
業
洗

浄
技
能
士
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
よ
り
高
度
な
洗
浄

が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
「
洗
浄
総
合
展
」
は
産
業

洗
浄
に
関
す
る
国
内
外
の
メ

ー
カ
ー
が
一
堂
に
会
し
、
２

年
に
一
度
、
最
新
の
技
術
と

製
品
を
披
露
す
る
展
示
会
で

す
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
日
本
産
業
洗
浄
協
議
会

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

は
、
産
業
洗

浄
分
野
で
地
球
環
境
問
題
に

取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
た
こ
と
と
、
洗

浄
技
術
に
関
心
を
も
つ
異
業

種
の
糾
合
し
た
組
織
で
あ
る

こ
と
と
が
、
ほ
か
の
工
業
団

体
と
異
な
る
大
き
な
特
徴
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
基
盤
技

術
」
の
一
つ
で
あ
る
洗
浄
技

術
は
、
ほ
か
の
基
盤
技
術
を

支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
新
し
い

製
品
が
世
の
中
に
紹
介
さ
れ

る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
製

造
現
場
で
は
必
ず
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
、
新
し
い
素
材
、

新
し
い
加
工
工
程
、
新
し
い

品
質
規
格
に
適
合
し
た
洗
浄

剤
、
洗
浄
装
置
、
洗
浄
方
法

の
組
み
合
わ
せ
が
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
「
２
０
１
０
洗
浄

総
合
展
」
で
は
、
旭
化
成
の

吉
野
彰
博
士
の
特
別
講
演

「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電

池
と
洗
浄
に
つ
い
て
」
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
リ
チ

ウ
ム
電
池
は
次
世
代
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
や
電
気
自
動
車
の

基
幹
部
品
で
あ
り
、
洗
浄
も

そ
の
製
造
工
程
で
は
必
須
の

技
術
で
す
。

　
特
別
企
画
の
「
Ｖ
Ｏ
Ｃ
対

策
ゾ
ー
ン
」
で
は
、
各
洗
浄

工
程
に
お
け
る
揮
発
性
有
機

化
合
物

Ｖ
Ｏ
Ｃ

排
出
抑

制
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

将
来
の
化
学
物
質
管
理
を
シ

ス
テ
ム
化
す
る
ツ
ー
ル

Ｅ

Ｖ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｔ

を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。
環
境
新
時
代
に

お
け
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
活
動
に

ご
期
待
下
さ
い
。

　
産
業
洗
浄
は
産
業
用
の
設

備
や
上
下
水
道
な
ど
の
公
共

設
備
の
洗
浄
に
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
産
業
の
発
展
や
国
民

の
豊
か
な
生
活
を
支
え
る
重

要
な
工
程
で
す
。
産
業
洗
浄

業
界
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

近
年
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

環
境
問
題
へ
の
対
応
か
ら
、

よ
り
高
度
な
洗
浄
技
能
に
加

え
、
正
確
か
つ
広
範
な
知
識

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
関
係
団

体
の
協
力
の
下
、
産
業
洗
浄

技
能
検
定
試
験
を
高
圧
洗
浄

作
業
お
よ
び
化
学
洗
浄
作
業

の
２
分
野
で
実
施
し
て
お

り
、
現
在
ま
で
に
約
７
３
０

０
人
の
方
が
産
業
洗
浄
技
能

士
と
し
て
誕
生
し
、
各
方
面

で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
産
業
洗
浄
業
界

に
お
か
れ
ま
し
て
、
優
れ
た

産
業
洗
浄
技
能
者
の
育
成
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
２
０
１
０
洗
浄
総
合

展
」
は
、
産
業
洗
浄
に
関
す

る
最
新
の
洗
浄
機
器
・
関
連

シ
ス
テ
ム
が
展
示
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
産
業
洗
浄
に
携

わ
る
方
が
一
堂
に
会
し
、
技

術
交
流
を
図
る
も
の
で
あ

り
、
誠
に
意
義
深
い
も
の
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
、
よ
り
一
層
、
産
業
洗

浄
技
能
の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と

も
産
業
洗
浄
業
界
が
発
展
さ

れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。
　

　
世
界
の
市
場
に
お
い
て
、

高
い
競
争
力
を
持
つ
わ
が
国

の
製
造
業
は
、
わ
が
国
の
経

済
全
体
を
支
え
る
根
幹
で

す
。
そ
の
製
造
業
の
礎
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
製
品
・
部
品
の

製
造
工
程
に
利
用
さ
れ
る
技

術
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す

る
製
造
装
置
で
す
。

　
産
業
洗
浄
は
わ
が
国
の
産

業
の
発
展
を
支
え
る
重
要
な

装
置
や
技
術
で
あ
り
、
わ
が

国
製
造
業
の
競
争
力
を
支
え

る
源
泉
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
産
業
洗
浄
装

置
は
、
自
動
車
部
品
や
電
気

電
子
機
器
の
製
造
を
は
じ
め

と
す
る
モ
ノ
作
り
の
工
程
に

お
い
て
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
す
。

　
一
方
で
、
環
境
の
保
全
に

対
す
る
社
会
的
要
請
は
、
年

々
高
ま
っ
て
お
り
、
揮
発
性

有
機
化
合
物

Ｖ
Ｏ
Ｃ

の

排
出
抑
制
に
対
応
し
た
洗
浄

装
置
の
開
発
・
普
及
は
、
重

要
な
課
題
で
す
。

　
日
本
産
業
洗
浄
協
議
会
で

は
、
昨
年
か
ら
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出

抑
制
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
啓

発
・
普
及
の
た
め
の
講
習
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、

こ
の
こ
と
は
、
わ
が
国
の
地

球
温
暖
化
対
策
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
り
、
大
変
評
価
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
２
０
１
０
洗
浄
総

合
展
が
、
産
業
洗
浄
装
置
業

界
の
皆
さ
ま
の
こ
う
し
た
課

題
へ
の
取
り
組
み
の
成
果
を

紹
介
す
る
有
意
義
な
場
と
な

る
と
と
も
に
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
切
り
開
く

契
機
と
な
る
よ
う
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。

日刊工業新聞企画特集
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テーマは時代を洗う、地球を守る。
　
日
刊
工
業
新
聞
社
は
日
本
洗
浄
技
能
開
発
協
会
、
日
本
産
業
洗

浄
協
議
会
と
の
共
催
で
、
き
ょ
う

日

水

か
ら

日

金

ま
で
の
３
日
間
、
東
京
・
有
明
の
東
京
国
際
展
示
場

東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト

で
産
業
用
洗
浄
の
専
門
展
示
会
「
２
０
１
０
洗
浄
総

合
展
」
を
開
催
す
る
。
隔
年
開
催
で
今
回
が

回
目
。
今
回
は
特

別
企
画
と
し
て
「
水
利
用
の
世
界
」
「
Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策
ゾ
ー
ン
」

「
溶
剤
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
」
を
展
開
す
る
。
展
示
会
の
開
催

時
間
は

時
―

時

最
終
日
は

時

分
ま
で

。
入
場
料
は

無
料
。

日

木

時
―

時
に
は
、
吉
野
彰
旭
化
成
新
事
業

本
部
吉
野
研
究
室
室
長
に
よ
る
特
別
講
演
「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二

次
電
池
と
洗
浄
に
つ
い
て
」
を
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
会
議
棟
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
Ｂ
で
開
く
。
こ
の
ほ
か
、
日
刊
工
業
新
聞
社
な

ど
の
主
催
に
よ
る
二
つ
の
展
示
会
「
２
０
１
０
土
壌
・
地
下
水
環

境
展
」
「
ｅ
ｃ
ｏ
ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ
２
０
１
０
」
が
同
時
開
催
と
な

る
。
地
球
環
境
に
関
す
る
情
報
を
幅
広
く
収
集
す
る
機
会
と
な
り

そ
う
だ
。

新
た
な
特
別
企
画
「
溶
剤
リ
サ
イ
ク
ル
」
も

産
業
用
洗
浄
は
モ
ノ
づ
く
り
の
基
礎
技
術

リ
チ
ウ
ム
電
池
と
洗
浄
で
発
明
者
が
講
演

　　 ２０１０年 平成２２年 １０月１３日 水曜日 【広告特集】 （ ）

　
産
業
用
洗
浄
は
金
属
加
工

品
や
電
気
製
品
、
光
学
レ
ン

ズ
、
輸
送
機
器
、
半
導
体
、

液
晶
パ
ネ
ル
、
プ
リ
ン
ト
基

板
な
ど
広
く
高
付
加
価
値
製

品
を
つ
く
る
産
業
の
基
礎
技

術
に
当
た
る
。
洗
浄
プ
ロ
セ

ス
は
金
属
加
工
や
表
面
処
理

を
伴
う
製
造
に
お
い
て
不
可

欠
な
プ
ロ
セ
ス
と
な
っ
て
い

る
。
製
品
の
仕
上
が
り
に
加

え
て
、
製
品
の
機
能
、
品

質
、
安
全
性
に
ま
で
か
か
わ

る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
洗
浄
す
る
部
品
や
、
汚

れ
の
種
類
、
洗
浄
の
要
求

度
、
処
理
量
、
作
業
性
、
コ

ス
ト
な
ど
を
考
慮
し
て
、
洗

浄
剤
や
洗
浄
装
置
、
洗
浄
シ

ス
テ
ム
が
選
ば
れ
て
い
る
。

　
産
業
用
洗
浄
は
公
共
施
設

や
各
種
生
産
設
備
の
稼
働
・

維
持
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
て

い
る
。
高
圧
水
を
ノ
ズ
ル
か

ら
噴
射
し
た
と
き
の
衝
撃
力

を
利
用
し
て
、
建
物
の
壁

や
、
タ
ン
ク
の
内
外
面
、
上

・
下
水
道
管
、
工
場
の
給
・

排
水
管
な
ど
を
効
率
的
に
洗

浄
。
熱
交
換
器
の
洗
浄
で
は

従
来
の
機
能
を
回
復
し
生
産

性
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
中
、
産
業
用
洗

浄
に
対
す
る
利
用
技
術
の
向

上
と
市
場
開
拓
に
貢
献
し
、

産
業
技
術
の
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
展
示

会
「
２
０
１
０
洗
浄
総
合

展
」
が
開
か
れ
る
。

　
２
０
１
０
洗
浄
総
合
展
は

産
業
用
洗
浄
に
関
す
る
洗
浄

機
器
・
シ
ス
テ
ム
や
、
洗
浄

剤
、
回
収
機
器
・
装
置
、
周

辺
機
器
な
ど
を
一
堂
に
集
め

た
国
内
最
大
規
模
の
専
門
展

示
会
で
、
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
時
代
を
洗
う
、
地
球
を
守

る
。
」
。

　
会
場
は
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
の
東
１
ホ
ー
ル
と
東
２
ホ

ー
ル
。
開
催
規
模
は
１
０
６

社
・
団
体
、
２
７
６
小
間
と

な
っ
て
い
る
。

　
同
展
は
洗
浄
機
器
・
シ
ス

テ
ム
、
洗
浄
剤
、
回
収
機
器

・
装
置
、
周
辺
機
器
の
ほ

か
、
調
査
や
測
定
、
分
析
に

関
す
る
機
器
・
装
置
な
ど
を

展
示
、
紹
介
す
る
。

　
こ
の
う
ち
、
洗
浄
機
器
関

係
で
は
、
引
火
性
を
抑
制
し

た
洗
浄
機
や
、
乾
燥
時
間
の

短
縮
や
省
ス
ペ
ー
ス
を
実
現

し
た
洗
浄
機
、
洗
浄
力
や
安

全
性
を
高
め
た
真
空
洗
浄
装

置
、
数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

ノ

ズ
ル
で
高
精
度
の
穴
狙
い
を

実
現
し
た
洗
浄
装
置
な
ど
が

出
品
さ
れ
る
。

　
洗
浄
剤
関
係
で
は

金
属
部
品
の
脱
脂
用

途
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
洗
浄
に
使
わ

れ
る
炭
化
水
素
系
洗

浄
剤
や
、
素
材
を
傷

つ
け
る
こ
と
の
な
い

洗
浄
剤
、
河
川
に
流

出
し
た
場
合
で
も
分

解
す
る
洗
浄
剤
な
ど

が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
多
種
多
様

な
洗
浄
に
対
応
し
た

洗
浄
ノ
ズ
ル
や
、
含

水
率
の
高
い
廃
液
に

対
応
す
る
脱
水
乾
燥

装
置
、
一
般
排
水
で

き
る
よ
う
に
浄
化
す

る
廃
液
処
理
装
置
な

ど
も
、
今
回
の
展
示

会
で
紹
介
さ
れ
る
。

　
特
別
企
画
と
し
て
高
圧
水

を
中
心
と
し
た
「
水
利
用
の

世
界
」
を
開
催
。
環
境
に
配

慮
し
た
技
術
と
し
て
「
噴
流

に
よ
る
水
質
浄
化
」
「
マ
イ

ク
ロ
バ
ブ
ル
」
や
、
高
圧
水

の
応
用
技
術
と
し
て

Ｗ
Ｊ

ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト

カ
ッ
タ
ー

建
設
へ
の
適
用

例
な
ど
、実
演
を
交
え
た
展

示
を
行
う
。

　
ま
た
特
別
企
画
の
「
Ｖ
Ｏ

Ｃ
対
策
ゾ
ー
ン
」
で
は
、
経

済
産
業
省
、環
境
省
、東
京

都
、
製
品
評
価
技
術
基
盤
機

構
な
ど
に
よ
る
揮
発
性
有
機

化
合
物

Ｖ
Ｏ
Ｃ

関
連
の

施
策
や
対
策
法
を
一
覧
で
き

る
展
示
エ
リ
ア
を
設
置
す

る
。
パ
ネ
ル
の
展
示
や
参
考

資
料
を
配
布
す
る
。

　
さ
ら
に
新
し
い
特
別
企
画

を
追
加
す
る
。
洗
浄
後
の
廃

液
処
理
の
技
術
と
し
て
、
濾

過
装
置
や
回
収
装
置
な
ど
を

実
演
を
交
え
て
展
示
、
紹
介

す
る
「
溶
剤
リ
サ
イ
ク
ル
コ

ー
ナ
ー
」
を
開
設
す
る
。

　
特
別
講
演
「
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
二
次
電
池
と
洗
浄
に
つ

い
て
」
は
、
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
に
用
い
ら
れ
る
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
の
研

究
か
ら
洗
浄
分
野
を
含
め
た

製
造
開
発
に
つ
い
て
、
開
発

者
の
吉
野
室
長
を
招
い
て
語

っ
て
も
ら
う
。
聴
講
は
無
料

で
、
定
員
５
０
０
人
、
登
録

制
と
な
っ
て
い
る
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
会
期

中
の
３
日
間
、
東
２
ホ
ー
ル

内
の
特
設
会
場
で
開
か
れ

る
。
聴
講
は
無
料
で
、
定
員

１
０
０
人
、
登
録
制
と
な
っ

て
い
る
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
テ
ー
マ
は
、

日
が

時

分
―

時

分

に
「
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

不
思
議
な
世
界
」
を
予
定
。

　

日
は

時

分
―

時

分
に
「
噴
流
式
水
質
改
善

技
術
」
、

時

分
―

時

分
に
「
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル

の
基
礎
と
工
学
的
応
用
」
、

時

分
―

時

分
に

「
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
削
減
に
向
け

た
技
術
開
発
」
、

時

分

―

時

分
に
「
環
境
負
荷

低
減
を
目
指
し
た
排
水
処
理

技
術
」
を
実
施
す
る
。

　
そ
し
て

日
は

時

分

―

時

分
に
「
超
高
圧
機

器
の
安
全
対
策
」
、

時

分
―

時

分
に
「
熱
風
発

生
機
と
そ
の
応
用
最
適
化
技

術
」
を
行
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
併
設
セ
ミ
ナ

ー
と
し
て
、

日

時
―

時

分
に
は
日
本
産
業
洗
浄

協
議
会

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

主
催

の
「
第

回
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
洗
浄

技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１

０
」
が
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

会
議
棟
６
階
で
開
か
れ
る
。

参
加
費
は
一
般
が
１
万
円
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
会
員
が
６
０
０
０

円
。
定
員
１
２
０
人
。
参
加

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

同
協
議
会
事
務
局

０
３
・

３
４
５
３
・
８
１
６
５

へ
。



36

環境に配慮したシステム・機器
　
大
阪
大
学
産
業
科
学
研
究
所
半
導
体
材
料
・
プ
ロ
セ
ス
研
究
分
野
の
小
林
光
教
授

を
中
心
と
す
る
小
林
研
究
室
は
、
シ
リ
コ
ン
表
面
の
金
属
汚
染
を
除
去
す
る
と
同
時

に
原
子
レ
ベ
ル
の
欠
陥
も
併
せ
て
消
滅
さ
せ
る
洗
浄
技
術
を
開
発
し
た
。
こ
の
洗
浄

技
術
は
半
導
体
製
造
だ
け
で
な
く
、
太
陽
電
池
製
造
向
け
に
洗
浄
コ
ス
ト
低
減
や
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
交
換
効
率
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
小
林
教
授

に
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

シ
リ
コ
ン
太
陽
電
池
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
欠
陥
消
滅
型
半
導
体
洗
浄
技
術
の
開
発

大
阪
大
学
産
業
科
学
研
究
所
半
導
体
材
料
・
プ
ロ
セ
ス
研
究
分
野
小
林
　
光
教
授

金
属
汚
染
除
去
と
原
子
レ
ベ
ル
欠
陥
の
消
滅
も

ド
イ
ツ
や
韓
国
と
太
陽
電
池
製
造
検
討

洗
浄
液
無
毒
化
技
術
開
発
済
み

（ ） 【広告特集】 ２０１０年 平成２２年 １０月１３日 水曜日 　　

　
最
近
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換
効
率
の
向
上
に
伴
っ

て
、
太
陽
電
池
製
造
に
お
い

て
も
洗
浄
が
重
要
に
な
っ
て

き
た
。
太
陽
電
池
は
面
積
当

た
り
の
単
価
が
Ｌ
Ｓ
Ｉ
や
Ｔ

Ｆ
Ｔ
と
比
較
し
て
格
段
に
低

い
た
め
、
こ
れ
ら
の
半
導
体

製
品
と
同
様
の
洗
浄
技
術
を

用
い
る
と
コ
ス
ト
高
に
な
る

と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
欠

陥
消
滅
型
半
導
体
洗
浄
で

は
、
濃
度
が
従
来
の
洗
浄
液

の
１
０
０
分
の
１
以
下
で
、

し
か
も
反
復
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
洗
浄
コ
ス

ト
は
格
段
に
低
く
な
り
、
太

陽
電
池
の
洗
浄
に
用
い
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
多
結
晶

シ
リ
コ
ン
太
陽
電
池
に
欠
陥

消
滅
型
洗
浄
技
術
を
適
用
し

て
金
属
汚
染
の
除
去
と
欠
陥

消
滅
を
行
っ
た
結
果
、
変
換

効
率
が

％
程
度
か
ら

％

以
上
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ

た

反
射
防
止
膜
が
な
い
太

陽
電
池
の
場
合

。
現
在
、

日
本
の
太
陽
電
池
メ
ー
カ
ー

だ
け
で
な
く
、
ド
イ
ツ
や
韓

国
の
関
係
先
と
も
当
研
究
室

が
開
発
し
た
技
術
を
用
い
て

太
陽
電
池
を
製
造
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

　
大
阪
大
学
産
業
科
学
研
究

所
の
小
林
研
究
室
は
、
半
導

体
上
の
金
属
汚
染
を
除
去
す

る
と
同
時
に
、
半
導
体
に
あ

る
欠
陥
準
位

不
完
全
な
結

合
な
ど
の
欠
陥

を
消
滅
す

る
新
し
い
技
術
「
欠
陥
消
滅

型
半
導
体
洗
浄
技
術
」
を
開

発
し
た
。

　
例
え
ば
シ
リ
コ
ン
を
材
料

と
す
る
半
導
体
の
上
の
金
属

汚
染
物
は
、そ
の
量

厚
さ

が
原
子
層
の

万
分
の
１
と

大
変
微
量
で
も
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
な
ど
に
用
い
ら
れ
て

い
る
Ｌ
Ｓ
Ｉ
や
、
液
晶
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
な
ど
に
用
い
ら
れ

て
い
る
薄
膜
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

Ｔ
Ｆ
Ｔ
、
そ
し
て
太
陽
電

池
な
ど
、
半
導
体
を
用
い
る

製
品
の
特
性
を
劣
化
さ
せ

る
。

　
Ｌ
Ｓ
Ｉ
は
５
０
０
程
度
の

プ
ロ
セ
ス
を
用
い
て
製
造
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
４
分
の

１
か
ら
３
分
の
１
は
洗
浄
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
。
従
来
の
洗

浄
技
術
で
は
半
導
体
の
表
面

を
少
し
エ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ

と
で
汚
染
物
を
除
去
し
て
い

る
。
こ
の
エ
ッ
チ
ン
グ
が
半

導
体
製
品
の
製
造
プ
ロ
セ
ス

を
複
雑
に
し
て
い
る
。
ま
た

洗
浄
液
の
洗
浄
能
力
は
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
い
。そ
の
結
果
、

比
較
的
濃
度
が
高
い
５
％
程

度
の
洗
浄
液
を
、
し
か
も

度
Ｃ
か
ら

度
Ｃ
に
加
熱
し

て
用
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
上
、
洗
浄
液
は
常
に
清
浄

で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

反
復
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
し
た
が
っ
て
洗
浄
に

は
多
量
の
洗
浄
液
を
使
用
す

る
必
要
が
あ
る
。も
ち
ろ
ん
、

洗
浄
と
同
時
に
欠
陥
準
位
を

消
滅
さ
せ
る
と
い
う
発
想
す

ら
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

エ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
っ
て
欠
陥

準
位
が
生
成
す
る
こ
と
も
あ

る
。

　
欠
陥
消
滅
型
半
導
体
洗
浄

技
術
で
は
、
金
属
汚
染
物
の

除
去
と
同
時
に
、
欠
陥
準
位

に
洗
浄
液
の
成
分
が
選
択
的

に
吸
着
し
て
、
欠
陥
準
位
が

消
滅
す
る
。
洗
浄
液
の
洗
浄

能
力
は
従
来
の
洗
浄
液
と
比

較
し
て
格
段
に
高
く
、
そ
の

結
果
、
０
・

％
以
下
の
極

低
濃
度
の
洗
浄
液
を
、
し
か

も
室
温
で
使
用
し
て
も
十
分

な
洗
浄
効
果
を
発
揮
す
る
。

３

１

は
１
０
０
万
分

の
１

程
度
の
超
低
濃
度
の

洗
浄
液
を
用
い
て
も
、
金
属

汚
染
を
完
全
に
除
去
で
き
る

こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。
洗

浄
液
の
成
分
が
金
属
汚
染
物

と
直
接
反
応
し
て
除
去
さ
れ

る
の
で
、
半
導
体
の
エ
ッ
チ

ン
グ
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
上
、
洗
浄
液
中

の
金
属
汚
染
物
の
再
付
着
が

起
こ
ら
な
い
た
め
、
洗
浄
液

を
反
復
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
欠
陥
消
滅
型
洗

浄
液
を
用
い
て
シ
リ
コ
ン
ウ

エ
ハ
ー
を
室
温
で
洗
浄
し
た

と
こ
ろ
、
鉄
、
銅
、
ニ
ッ
ケ

ル
、
ク
ロ
ム
、
亜
鉛
な
ど
の

典
型
的
な
金
属
汚
染
が
す
べ

て
原
子
層
の

万
分
の
１
以

下
に
ま
で
除
去
で
き
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　
洗
浄
液
に
は
毒
物
で
あ
る

シ
ア
ン
成
分
が
少
量
含
ま
れ

て
い
る
。
当
研
究
室
で
は
、

無
毒
の
物
質
か
ら
触
媒
反
応

を
用
い
て
洗
浄
液
を
製
造
す

る
方
法
を
開
発
し
た
。
ま
た

使
用
後
の
洗
浄
液
を
分
解
し

て
完
全
に
無
毒
化
す
る
技
術

も
開
発
済
み
で
あ
る
。
こ
の

た
め
開
発
し
た
洗
浄
技
術
を

安
全
に
使
用
で
き
る
。
半
導

体
製
品
の
製
造
工
場
で
は
、

ま
ず
無
毒
物
質
を
購
入
し
て

欠
陥
消
滅
型
洗
浄
液
を
製
造

す
る
。
こ
れ
を
洗
浄
お
よ
び

欠
陥
消
滅
に
数
回
か
ら
数
十

回
反
復
使
用
す
る
。
最
後
に

洗
浄
液
を
二
酸
化
炭
素
と
窒

素
に
分
解
、
完
全
無
毒
化
し

て
排
出
す
る
。
し
た
が
っ
て

洗
浄
や
欠
陥
消
滅
を
、
完
全

な
安
全
を
確
保
し
て
ほ
と
ん

ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
せ

ず
、
そ
の
上
ほ
と
ん
ど
排
出

物
な
し

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。



37

日刊工業新聞企画特集

アクア化学
　
ア
ク
ア
化
学
は
こ
こ
数
年
、
低
コ
ス
ト

で
高
性
能
と
い
う
目
標
の
達
成
と
、
環
境

面
を
十
分
に
考
慮
し
た
洗
浄
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
目
指
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

「
洗
剤
の
要
ら
な
い
水
洗
浄
」
や
「
水
だ

け
で
洗
浄
で
き
る
プ
レ
ス
加
工
油
」
と
い

っ
た
環
境
に
や
さ
し
い
洗
浄
・
加
工
技
術

を
開
発
し
、
商
品
化
に
成
功
し
た
。

　
今
回
の
展
示
会
出
展
品
で
は
、
１
０
０

度
Ｃ
を
超
え
る
熱
水
シ
ャ
ワ
ー
の
使
用
を

容
易
に
し
た
「
超
熱
水
洗
浄
シ
ス
テ
ム
」

と
、
「
洗
浄
水
の
完
全
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
」
が
見
ど
こ
ろ
だ
。
同
社
は
今
後
も

研
究
開
発
を
進
め
低
炭
素
化
社
会
の
実
現

に
向
け
た
提
案
を
行
う
。

ジャパン・フィールド
　
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
の
「
Ｖ
Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｖ
Ｏ

ボ
ノ
ボ

」
は
、
金
属
・
精
密

部
品
機
器
を
安
全
に
真
空
洗
浄
す
る
装

置
。
立
型
多
段
一
槽
式
の
構
造
で
、
減
圧

超
音
波
浸
透
洗
浄
か
ら
減
圧
蒸
気
洗
浄
、

真
空
乾
燥
、
仕
上
げ
ま
で
を
全
自
動
で
行

う
。

　
効
率
的
な
洗
浄
に
よ
っ
て
溶
剤
使
用
量

を
３
分
の
１
―
５
分
の
１
に
抑
え
た
。
全

行
程
を
減
圧
下
で
行
う
た
め
可
燃
性
の
炭

化
水
素
系
溶
剤
を
安
全
に
使
用
で
き
る
。

価
格
は
１
３
５
０
万
か
ら
１
７
０
０
万

円
。
月
額

万
円
程
度
で
レ
ン
タ
ル
も
行

う
。
槽
内
を

時
間
自
動
清
掃
す
る
オ
プ

シ
ョ
ン
装
置
も
あ
る
。

ファインマシーンカタオカ
　
フ
ァ
イ
ン
マ
シ
ー
ン
カ
タ
オ
カ
は
、
新

開
発
の
カ
プ
セ
ル
洗
浄
機
「
ク
リ
ー
ン
ト

ル
ネ
ー
ド
Ｓ
Ｐ
Ｃ
―
０
３
０
―
Ｃ
」
を
出

展
す
る
。
洗
浄
と
水
切
り
を
１
カ
所
で
行

い
、
ワ
ー
ク
の
移
動
を
効
率
化
し
、
従
来

の
同
社
製
洗
浄
機
に
比
べ
て
大
幅
に
サ
イ

ク
ル
タ
イ
ム
を
短
縮
し
た
。

　
独
自
の
密
閉
式
球
形
洗
浄
室
を
採
用

し
、
「
ト
ル
ネ
ー
ド
効
果
」
に
よ
っ
て
効

果
的
に
洗
浄
、
水
切
り
を
行
う
。
洗
浄
室

内
は
常
に
清
潔
な
状
態
を
保
つ
。
大
き
さ

も
従
来
比

％
減
と
省
ス
ペ
ー
ス
化
し
た

上
、
密
閉
状
態
で
作
業
す
る
た
め
、
作
業

音
も
今
ま
で
に
な
い
静
寂
性
を
実
現
し

た
。

化研テック
　
化
研
テ
ッ
ク
は
電
子
回
路
用
フ
ラ
ッ
ク

ス
洗
浄
シ
ス
テ
ム
「
マ
イ
ク
ロ
ク
リ
ー
ナ

ー
」
、
メ
タ
ル
マ
ス
ク
用
洗
浄
剤
「
Ｈ
Ａ

シ
リ
ー
ズ
」
、
ハ
ン
ダ
パ
レ
ッ
ト
用
洗
浄

シ
ス
テ
ム
「
パ
レ
ッ
ト
ク
リ
ー
ナ
ー
」
な

ど
の
製
造
・
販
売
で
電
子
業
界
か
ら
高
い

支
持
を
得
て
い
る
。

　
今
回
の
展
示
会
で
は
さ
ら
に
揮
発
性
有

機
化
合
物
Ｖ
Ｏ
Ｃ
を
大
幅
に
低
減
し
た

新
規
洗
浄
剤
や
洗
浄
装
置
を
出
品
す
る
。

ま
た
、電
子
業
界
よ
り
も
長
い
実
績
を
有

す
る
塗
装
分
野
向
け
に
環
境
対
応
型
洗
浄

剤
や
、
塗
膜
は
く
離
剤
・
塗
料
か
す
を
効

率
的
に
回
収
し
て
ブ
ー
ス
を
清
浄
化
す
る

装
置
か
す
と
る
ん
な
ど
も
展
示
す
る
。

管製作所
　
管
製
作
所
の
新
型
ツ
ー
ル
チ
ェ
ン
ジ
式

高
圧
Ｃ
Ｎ
Ｃ
洗
浄
機
「
Ｋ
Ｎ
Ｃ
」
は
、
ノ

ズ
ル
を
別
置
き
の
マ
ガ
ジ
ン

容
器

に

収
納
す
る
こ
と
で
、
目
的
に
応
じ
た
ノ
ズ

ル
選
択
が
無
制
限
に
、
か
つ
高
速
で
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
ノ
ズ
ル
の
回
転
数
や
、

角
度
の
制
御
が
可
能
。
さ
ら
に
ノ
ズ
ル
の

噴
射
方
向
を
精
密
に
制
御
す
る
こ
と
で
、

高
精
度
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
狙
う
洗
浄
を

実
現
し
た
。

　
ま
た
角
度
制
御
を
必
要
と
し
な
い
洗
浄

を
行
う
場
合
も
、
ノ
ズ
ル
移
動
速
度
の
高

速
化
に
よ
っ
て
洗
浄
の
所
要
時
間
を
同
社

従
来
比

％
短
く
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
。

伸栄化学産業
　
伸
栄
化
学
産
業
は

年
に
お
よ
ぶ
水
処

理
技
術
の
実
績
を
基
に
、イ
オ
ン
交
換
や

濾
過
、膜
処
理
の
技
術
な
ど
を
駆
使
。約
５

年
前
に
進
出
し
た
中
国
の
現
地
法
人

独

資
を
活
用
し
、コ
ス
ト
が
安
く
品
質
の
安

定
し
た
水
処
理
装
置
を
開
発
し
て
い
る
。

　
特
に
、洗
浄
に
用
い
る
純
水
超
純
水
の

製
造
装
置
を
得
意
と
し
、
洗
浄
機
メ
ー
カ

ー
へ
の
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
提
案
営
業
で
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
水
処
理
は
装
置
の
維
持
管
理
が
重
要
で

あ
り
、
人
材
の
育
成
は
も
と
よ
り
、
イ
オ

ン
交
換
樹
脂
や
濾
過
材
の
再
生
、
逆
浸
透

Ｒ
Ｏ

膜
の
洗
浄
、
再
生
な
ど
の
事
業

の
拡
大
計
画
も
進
め
て
い
る
。

森合精機
　
森
合
精
機
は
自
動
車
や
油
圧
機
器
の
部

品
加
工
な
ど
産
業
界
の
モ
ノ
づ
く
り
に
広

く
貢
献
す
る
部
品
洗
浄
機
の
総
合
メ
ー
カ

ー
。

　
「
洗
浄

測
定
評
価
の
ト
ー
タ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
」
「
お
客
様
第
一
主
義
」
を
掲

げ
、
常
に
新
し
い
商
品
の
開
発
に
取
り
組

む
な
ど
、
国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
。

　
今
回
の
展
示
会
で
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
を

先
取
り
し
、
顧
客
の
要
望
に
応
え
る
よ
う

に
開
発
し
た
洗
浄
機
な
ど
を
出
品
。
「
揺

動
チ
ャ
ン
バ
ー
洗
浄
機
」
や
、
洗
浄
評
価

測
定
ツ
ー
ル
の
「
コ
ン
タ
ミ

残
留
異

物

測
定
機
」
「
乾
燥
度
測
定
装
置
」
を

紹
介
す
る
。

日本リファイン
　
日
本
リ
フ
ァ
イ
ン
は
溶
剤
の
精
製
リ
サ

イ
ク
ル
を
主
た
る
事
業
と
し
て
い
る
。
洗

浄
廃
液
も
精
製
リ
サ
イ
ク
ル
の
重
要
な
資

源
の
一
つ
に
位
置
付
け
て
い
る
。

　
同
社
は
廃
溶
剤
の
主
要
な
精
製
技
術
で

あ
る
蒸
留
プ
ロ
セ
ス
の
高
効
率
化
と
低
コ

ス
ト
化
を
図
っ
て
い
る
。
同
時
に
環
境
保

護
の
観
点
か
ら
揮
発
性
有
機
化
合
物

Ｖ

Ｏ
Ｃ

の
回
収
あ
る
い
は
廃
水
中
の
微
量

成
分
の
除
去
を
目
的
と
し
た
装
置
と
、
そ

れ
ら
を
用
い
た
最
適
精
製
プ
ロ
セ
ス
の
開

発
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
資
源
の
延
命
と
地
球
環
境
の
保

全
の
た
め
、
溶
剤
の
回
収
と
精
製
リ
サ
イ

ク
ル
の
技
術
向
上
を
目
指
し
て
い
く
。

有
力
企
業
の
技
術
・
製
品

（
順
不
同
）

スギノマシン
　
ス
ギ
ノ
マ
シ
ン
は
洗
浄
総
合
展
で
産
業

洗
浄
に
か
か
わ
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
商
品
を
展

示
す
る
。
小
型
・
軽
量
の
３
連
超
高
圧
プ

ラ
ン
ジ
ャ
ー
ポ
ン
プ
「
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
」

は
、
優
れ
た
耐
久
性
を
維
持
し
な
が
ら
、

新
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ポ
ン
プ
で
、

３

ト
ラ
ッ
ク
へ
の
搭
載
が
可
能
。
ま

た
、
超
高
圧
で
の
各
種
配
管
洗
浄
機
器

や
、
ガ
ン
・
ノ
ズ
ル
な
ど
の
各
種
洗
浄
機

器
、
安
全
保
護
具
、
消
防
救
助
機
器
・
水

流
駆
動
デ
ィ
ス
ク
カ
ッ
タ
ー

参
考
展

示

を
出
品
す
る
。

　

月

日
に
は
「
超
高
圧
機
器
の
安
全

対
策
」
を
テ
ー
マ
に
東
２
ホ
ー
ル
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
特
設
会
場
で
講
演
を
行
う
。

武蔵テクノケミカル
　
武
蔵
テ
ク
ノ
ケ
ミ
カ
ル
は
「
人
と
地
球

と
生
産
コ
ス
ト
に
や
さ
し
い
洗
浄
」
を
テ

ー
マ
に
ユ
ー
ザ
ー
の
さ
ま
ざ
ま
な
洗
浄
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
。
主
力
の
洗
浄
剤

Ｍ
Ｋ
シ
リ
ー
ズ
は
、
高
浸
透
、
高
溶
解
、

低
臭
気
な
ど
、
特
徴
あ
る
豊
富
な
洗
浄
剤

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
持
ち
、
電
子
部
品
や
通

信
機
器
な
ど
の
フ
ラ
ッ
ク
ス
洗
浄
に
使
わ

れ
て
い
る
。
油
性
・
水
溶
性
脱
脂
用
に

は
、
ノ
ル
マ
ル
パ
ラ
フ
ィ
ン
の
単
一
物
質

を
中
心
と
す
る
洗
浄
剤
Ｍ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
が

あ
る
。
両
シ
リ
ー
ズ
を
主
に
日
本
、
中
国

で
販
売
中
。

　
同
社
は
高
い
洗
浄
品
質
と
経
済
性
を
両

立
さ
せ
た
洗
浄
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
て
い

る
。

海
外
研
修
生
ら
に
洗
浄
技
術
を
紹
介

日本産業洗浄協議会

　
日
本
産
業
洗
浄
協
議
会

Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ｃ

は
、
洗
浄
現
場
に
お

け
る
環
境
問
題
へ
の
対
応
と
し

て

オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
の
技

術
転
換

地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
の
代
替
の
技
術
開
発

揮

発
性
有
機
化
合
物

Ｖ
Ｏ
Ｃ

排
出
抑
制
―
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　
ま
た
洗
浄
剤
の
選
択
か
ら
、

使
用
洗
浄
剤
の
排
出
抑
制
、
再

生
、
再
利
用
、
廃
棄
ま
で
総
合

的
に
環
境
負
荷
の
低
減
が
で
き

る
洗
浄
工
程
を
ユ
ー
ザ
ー
に
提

供
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

る
。
洗
浄
装
置
、
周
辺
機
器
に

お
い
て
は
、
回
収
、
再
利
用
、

排
出
量
低
減
な
ど
の
技
術
の
普

及
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　
国
際
化
へ
の
取
り
組
み
で

は
、
経
済
産
業
省
、
国
連
開
発

計
画

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ

な
ど
を
通

じ
た
途
上
国
の
技
術
支
援
依
頼

に
応
じ
て
お
り
、
「
洗
浄
総
合

展
」
へ
の
途
上
国
視
察
団
の
参

加
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
例
年
１
月
か
ら
２
月
に

か
け
て
、
経
済
産
業
省
の
指
導

の
下
、
国
際
協
力
機
構

Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ

の
委
託
で
、
途
上
国
か

ら
の
代
替
技
術
研
修
生
に
対
し

て
日
本
の
洗
浄
技
術
を
紹
介
し

て
い
る
。

産業用洗浄関係団体が安全、環境、生産に力
高
圧
洗
浄
作
業
安
全
管
理
講
習
会
全
国
７
、
８
カ
所
で
計
画

フ
ァ
ブ
シ
ス
テ
ム
研
究
会

来春登場へ

日本洗浄技能開発協会

　産業用洗浄に関係するいくつかの団体

が、安全や、環境、生産面の取り組みで力

を入れている。高圧洗浄の安全作業を徹底

させるため、講習会を計画したり、環境問

題・国際化への対応を積極的に展開した

り、最小単位で製造する新生産モデル向け

の装置を開発したりしている。各団体の動

向を探った。

ミニマル・ファブ向け洗浄装置

　　 ２０１０年 平成２２年 １０月１３日 水曜日 【広告特集】 （ ）

　
産
業
技
術
総
合
研
究
所

産
総
研

が
設
立
し
た
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
フ
ァ
ブ
シ

ス
テ
ム
研
究
会
は
、
２
０
１

１
年
春
を
め
ど
に
、
必
要
に

応
じ
た
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ

を
１
個
ず
つ
生
産
す
る
半
導

体
工
場
向
け
洗
浄
装
置
の
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
を
完
成
し
、
提

供
を
始
め
る
見
通
し
だ
。

　
同
研
究
会
は
新
し
い
生
産

モ
デ
ル
と
し
て
、
最
小
単
位

で
の
製
造
を
行
う
ミ
ニ
マ
ル

・
フ
ァ
ブ
モ
デ
ル
の
具
現
化

を
半
導
体
分
野
で
目
指
し
て

い
る
。
今
回
の
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
は
そ
の
ミ
ニ
マ
ル
・
フ
ァ

ブ
を
構
成
す
る
装
置
群
の
一

つ
と
し
て
開
発
が
進
ん
で
い

る
。

　
こ
の
ミ
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ブ

の
半
導
体
工
場
は
、
約

四
方
の
敷
地
に
建
つ
小
規
模

な
工
場
を
想
定
。

年
に
も

月
間
約
４
万
個
体
制
で
量
産

に
乗
り
出
す
。
投
資
額
や
、

生
産
規
模
、
半
導
体
ウ
エ
ハ

ー
な
ど
の
サ
イ
ズ
を
既
存
の

１
０
０
０
分
の
１
に
抑
え

る
。
洗
浄
や
露
光
、
化
学
気

相
成
長

Ｃ
Ｖ
Ｄ

な
ど
の

工
程
で
使
う
装
置
は

角
に
収
め
る
。
使
う
資
源
を

抑
え
る
こ
と
で
工
場
の
消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
削

減
す
る
。
各
装
置
と
つ
な
が

っ
た
局
所
ク
リ
ー
ン
化
生
産

シ
ス
テ
ム
を
張
り
巡
ら
す
な

ど
し
て
、
研
究
、
開
発
、
生

産
の
装
置
群
を
一
体
化
す
る

の
も
特
徴
の
一
つ
。
そ
の
一

体
化
に
よ
っ
て
研
究
が
完
了

す
る
と
直
ち
に
生
産
へ
持
ち

込
め
る
。

　

年
春
の
洗
浄
装
置
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
は
、
超
純
水
、
薬

液
な
ど
の
洗
浄
に
対
応
す
る

予
定
。
そ
の
後
も
順
次
、
新

し
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
投
入
す

る
な
ど
、
改
良
を
続
け
る
。

　
同
研
究
会
の
会
員
は
、

年
１
月
の
設
立
当
初
は

社
、
４
大
学
、
１
公
設
研
、

産
総
研
委
員
の
規
模
か

ら
、
９
月

日
現
在
、

社
、
５
大
学
、
１
公
設
研
、

産
総
研
委
員
と
い
う
体
制

に
拡
大
し
て
い
る
。

社
の

中
に
は
装
置
メ
ー
カ
ー
、
部

品
・
材
料
メ
ー
カ
ー
、
デ
バ

イ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
参
画

し
て
い
る
。

　
日
本
洗
浄
技
能
開
発
協
会

Ｊ
Ｗ
Ａ
は
２
０
１
１
年
４

月
を
め
ど
に
、
産
業
洗
浄
技

能
士
を
受
講
対
象
と
す
る
高

圧
洗
浄
作
業
安
全
管
理
講
習

会
を
始
め
る
。
高
圧
水
洗

浄
装
置
に
よ
る
災
害
を
踏

ま
え
、
あ
ら
た
め
て
高
圧

洗
浄
の
安
全
作
業
を
徹
底

さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

高
圧
洗
浄
作
業
が
一
層
組

織
化
さ
れ
、
災
害
の
な

い
、
安
全
な
高
圧
洗
浄
作

業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を

狙
っ
て
い
る
。

　
高
圧
洗
浄
作
業
は
往
復

動
ポ
ン
プ
で
加
圧
し
た
高

圧
水
を
、
洗
浄
対
象
物
で

あ
る
各
種
設
備
機
器
の
さ

ま
ざ
ま
な
付
着
物
に
向
か

っ
て
噴
射
し
、
同
付
着
物

を
破
砕
除
去
し
て
洗
浄
す

る
も
の
で
、
適
用
範
囲
が
拡

大
し
て
い
る
。

　
高
圧
洗
浄
作
業
で
は
、

以
上
の
高
圧
水
を
取
り

扱
う
た
め
、
少
し
で
も
作
業

方
法
を
誤
れ
ば
直
ち
に
死
傷

災
害
に
結
び
つ
く
危
険
性
の

高
い
作
業
で
あ
り
、
い
く
つ

か
の
災
害
事
案
も
報
告
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
た
め
Ｊ
Ｗ
Ａ
は
厚

生
労
働
省
労
働
基
準
局
安

全
衛
生
部
安
全
課
や
中
央

労
働
災
害
防
止
協
会
の
指

導
の
下
、
あ
ら
た
め
て
高

圧
洗
浄
の
安
全
作
業
を
徹

底
さ
せ
る
た
め
、
「
高
圧

洗
浄
作
業
の
安
全
衛
生
管

理
」
の
テ
キ
ス
ト
を
作
成

し
、
安
全
教
育
を
実
施
す

る
こ
と
に
し
た
。

　
今
後
、
安
全
教
育
の
詳

細
を
固
め
る
。
高
圧
洗
浄

作
業
の
基
本
知
識
を
持
つ

産
業
洗
浄
技
能
士
で
、
実

務
の
経
験
者
を
受
講
対
象

者
と
し
て
、
全
国
７
、
８

カ
所
で
の
講
習
実
施
を
想

定
。
受
講
テ
キ
ス
ト
の
ほ

か
、
現
場
教
育
用
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
も
作
成
す
る
方
針

だ
。
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環
境
に
優
し
い
建
築
・
街
づ
く
り
を
紹
介

　
き
ょ
う

日
水
か
ら

日
金
ま
で
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
「
２
０
１
０
土
壌
・
地
下
水
環
境
展
」
が
開
か

れ
る
。
今
年
４
月
に
改
正
土
壌
汚
染
対
策
法
が
施
行
さ

れ
、
調
査
対
象
が
拡
大
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
適
切
な
リ

ス
ク
管
理
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
同
展
は
土
壌
・
地
下

水
浄
化
に
関
す
る
国
内
最
大
規
模
の
専
門
展
示
会
で
、
そ

の
必
要
性
を
広
く
発
信
す
る
と
と
も
に
関
連
の
最
新
技
術

が
披
露
さ
れ
る
。
主
催
は
日
刊
工
業
新
聞
社
と
土
壌
環
境

セ
ン
タ
ー
。
開
場
時
間
は

時
か
ら

時

最
終
日
は

時

分

。
ま
た
、
す
ま
い
建
築
都
市
の
環
境
展
「
エ

コ
ビ
ル
ド
２
０
１
０
」
、
「
産
学
官
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
２

０
１
０
」
な
ど
も
同
時
開
催
さ
れ
る
。
入
場
無
料
。

注目企業の製品・技術〈順不同〉

リ
フ
レ
ッ
ク
ス

　
リ
フ
レ
ッ
ク
ス
は
浦
郷
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

神
奈
川
県

横
須
賀
市

で
、
改
正
土
壌
汚

染
対
策
法
に
よ
り
新
設
さ
れ
た

「
汚
染
土
壌
処
理
業
許
可
」
を

取
得
し
た
。
同
プ
ラ
ン
ト
は
、

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ー
ル

Ｐ

Ｃ
Ｂ

を
は
じ
め
水
銀
な
ど
土

壌
汚
染
対
策
法
指
定
の

物
質

を
処
理
で
き
る
コ
ー
ク
ス
ベ
ッ

ド
式
溶
融
炉
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
に
汚
染
さ
れ
た
土
壌
や
複
合

汚
染
に
も
対
応
可
能
で
、
処
理

能
力
は
一
日
当
た
り
１
２
０

で
あ
る
。

　
投
入
し
た
土
壌
は
約
１
６
０

０
度
Ｃ
の
高
温
で
溶
融
さ
れ
、

処
理
後
の
溶
融
ス
ラ
グ
は
資
源

と
し
て
再
利
用
で
き
る
。
Ｐ
Ｃ

Ｂ
汚
染
土
壌
の
処
理
業
許
可
取

得
は
首
都
圏
初
で
、
関
東
近
県

を
は
じ
め
全
国
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
来
て
い
る
。
同
プ
ラ
ン
ト

は

年
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
汚

染
土
壌
の
受
け
入
れ
を
開
始
。

年
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染
土
壌
も

受
け
入
れ
、
今
年
３
月
末
ま
で

に
指
定
区
域
外
の
汚
染
土
壌
約

２
万

を
処
理
し
て
い
る
。

２０１０土壌・地下水環境展エコビルド２０１０産学官ビジネスフェア２０１０
ニ
ー
ズ
高
ま
る
適
切
な
リ
ス
ク
管
理

きょう開幕

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
コ
シ
ス
テ
ム

　
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は

秋
田
県
北
部
に
国
内
最
大
級
の

総
合
環
境
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
持

つ
環
境
事
業
会
社
。
こ
れ
ま
で

の
実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
、
最
適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
提
案
す
る
。

　
今
回
、
環
境
負
荷
の
低
減
を

目
指
し
た
土
壌
汚
染
対
策
と
し

て
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
を

組
み
合
わ
せ
た
対
策
事
例
な
ど

を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア

に
お
け
る
日
本
と
同
等
レ
ベ
ル

の
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
・
廃
棄
物

処
理
・
土
壌
汚
染
対
策
の
実
現

の
ほ
か
、
揮
発
性
有
機
化
合
物

Ｖ
Ｏ
Ｃ

浄
化
の
決
定
打
と

な
る
効
果
持
続
型
微
生
物
活
性

薬
剤
「
バ
イ
オ
エ
ン
ゼ
ル
Ｐ
Ｌ

Ｕ
Ｓ
」
の
完
成
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す

る
。

　
こ
の
ほ
か
、
好
評
を
得
て
い

る
改
正
土
壌
汚
染
対
策
法
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。
改
正
後
の
動
向

や
条
例
情
報
な
ど
を
解
説
す

る
。

　
連
絡
先
は
同
社
ジ
オ
テ
ッ
ク

事
業
部

０
３
・
６
８
４
７
・

１
２
３
２

へ
。

エ
コ
ビ
ル
ド

展
示
会
を
通
じ
て
活
発
な
交
流
が
期
待
さ
れ
る

前
回
の
土
壌
・
地
下
水
環
境
展
会
場
よ
り

土
壌
・
地
下
水
環
境
展

（ ） 【広告特集】 ２０１０年 平成２２年 １０月１３日 水曜日 　　

　
土
壌
・
地
下
水
環
境
展
は

５
回
目
の
開
催
。
今
回
の
テ

ー
マ
は
「
汚
染
を
無
く
し
、

き
れ
い
な
大
地
を
未
来

に
」
。

社
・
団
体
が
１
５

５
小
間
の
規
模
で
、
土
壌
・

地
下
水
汚
染
調
査
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
、
測
定
・
分
析

・
検
出
機
器
、
浄
化
剤
、
土

壌
調
査
関
連
機
器
な
ど
を
一

堂
に
展
示
す
る
。

　
国
内
の
土
壌
汚
染
リ
ス
ク

管
理
は
２
０
０
３
年
に
施
行

さ
れ
た
土
壌
汚
染
対
策
法
後

に
本
格
化
。
不
動
産
取
引
を

契
機
と
し
た
土
壌
汚
染
対
策

の
必
要
性
が
高
ま
り
、
そ
の

ビ
ジ
ネ
ス
も
近
年
の
世
界
的

な
経
済
不
況
ま
で
は
着
実
に

成
長
を
続
け
て
き
た
。
土
壌

環
境
セ
ン
タ
ー
が
会
員
企
業

を
対
象
に
ま
と
め
て
い
る
土

壌
汚
染
状
況
調
査
・
対
策
に

関
す
る
実
態
調
査
で
は
、

年
度
の
受
注
件
数
が
１
万
１

５
９
１
件
、
受
注
高
は
１
３

４
５
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
土
地
所
有
者
の
自
主

的
な
調
査
に
よ
る
、
法
に
基

づ
か
な
い
土
壌
汚
染
の
発
見

増
加
や
、
短
期
間
に
汚
染
土

壌
を
除
去
で
き
る
掘
削
除
去

に
偏
重
し
、
そ
の
処
理
に
不

適
切
な
も
の
が
見
ら
れ
た
こ

と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

浮
上
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま

え
、
今
年
、
改
正
土
壌
汚
染

対
策
法
が
施
行
さ
れ
た
。
以

前
は
従
来
法
の
対
象
と
な
る

有
害
物
質
を
使
用
す
る
施
設

廃
止
時
の
み
調
査
を
義
務
付

け
て
い
た
が
、
改
正
法
で
は

３
０
０
０
平
方

以
上
の
土

地
に
お
け
る
再
開
発
を
行
う

場
合
も
対
象
と
な
り
、
法
の

及
ぶ
範
囲
が
拡
大
。
リ
ス
ク

管
理
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な

っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
過
去
に
そ
の
土
地

で
使
用
、
埋
設
な
ど
さ
れ
た

特
定
有
害
物
質
す
べ
て
が
調

査
対
象
と
な
っ
た
。
搬
出
汚

染
土
壌
の
適
正
処
理
を
確
保

す
る
た
め
の
措
置
の
導
入

や
、
調
査
機
関
は
第
三
者
性

の
高
い
独
立
機
関
が
実
施
す

る
こ
と
な
ど
も
明
確
化
さ
れ

た
。

◇
◇
◇

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
開

催
さ
れ
る
同
展
で
は
、
土
壌

汚
染
対
策
に
お
け
る
最
新
技

術
が
披
露
さ
れ
る
。
特
に
こ

れ
ま
で
多
く
採
用
さ
れ
て
き

た
掘
削
除
去
に
加
え
て
、
そ

の
場
所

原
位
置

で
土
地

を
浄
化
で
き
る
オ
ン
サ
イ
ト

型
の
除
去
方
法
な
ど
に
注
目

が
集
ま
る
。
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

に
よ
る
、
井
戸
に
微
生
物
栄

養
剤
や
酸
化
剤
を
注
入
し
て

揮
発
性
有
機
化
合
物

Ｖ
Ｏ

Ｃ

や
油
分
を
浄
化
す
る
方

法
で
は
、
従
来
と
比
べ
低
コ

ス
ト
な
土
壌
改
良
が
実
現
で

き
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
、
稼

働
中
の
工
場
や
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
な
ど
で
も
実
施
可
能

と
な
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
鉄
粉
を
地
中

で
泡
と
一
緒
に
吹
き
出
し
て

高
濃
度
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
を
高
速
に

浄
化
す
る
方
法
、
樹
脂
ベ
ル

ト
を
井
戸
に
循
環
さ
せ
て
地

下
水
中
の
油
分
を
吸
収
す
る

装
置
、
地
質
試
料
中
の
ヒ
素

・
水
銀
の
濃
度
を

分
で
測

定
で
き
る
キ
ッ
ト
な
ど
も
紹

介
さ
れ
る
。

　
掘
削
除
去
は
完
全
な
除
去

か
つ
迅
速
な
浄
化
が
可
能
だ

が
、
一
般
的
に
高
額
な
こ
と

が
ネ
ッ
ク
で
あ
り
、
そ
れ
だ

け
が
採
用
さ
れ
る
と
土
地
取

引
や
土
地
活
用
に
影
響
を
与

え
て
し
ま
う
。
製
造
業
の
輸

出
競
争
力
が
課
題
と
な
る

中
、
海
外
へ
の
生
産
拠
点
の

移
転
時
な
ど
で
は
、
使
用
し

な
く
な
っ
た
工
場
や
施
設
の

売
却
や
、
転
用
を
す
る
こ
と

で
保
有
資
産
の
価
値
を
高
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
ま
た

地
域
経
済
の
観
点
か
ら
も
跡

地
の
有
効
活
用
が
期
待
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
意
味
か
ら
も

今
後
は
オ
ン
サ
イ
ト
型
の
土

壌
改
良
が
増
え
て
い
く
と
見

ら
れ
る
。

　
同
展
で
は
、
こ
れ
ら
土
壌

・
地
下
水
環
境
対
策
の
現
状

を
解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー
も
見

ど
こ
ろ
と
な
る
。
日
本
不
動

産
研
究
所
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
室
長
の
平
倫
明
氏
に
よ
る

「
不
動
産
市
場
に
お
け
る
土

壌
汚
染
リ
ス
ク
と
そ
の
評

価
」
と
題
し
た
特
別
講
演
な

ど
が
実
施
さ
れ
る
。

　
同
時
開
催
の
「
エ
コ
ビ
ル

ド
２
０
１
０
」
は
、
環
境
建

築
や
都
市
づ
く
り
の
専
門
展

示
会
。
今
回
で
９
回
目
の
開

催
と
な
り
、
「
建
築
と
都
市

の
地
球
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
」
を
テ
ー
マ
に

社
・
団

体
が
１
１
４
小
間
を
出
展
す

る
。
主
催
は
エ
コ
ビ
ル
ド
実

行
委
員
会
、
建
築
環
境
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
構
、
日
刊
工
業

新
聞
社
。

　
地
球
温
暖
化
、
天
然
資
源

の
枯
渇
な
ど
を
背
景
に
実
践

的
な
環
境
対
応
が
必
要
と
さ

れ
る
中
、
都
市
・
建
築
・
住

宅
分
野
に
お
い
て
も
自
然
と

の
共
生
や
環
境
負
荷
低
減
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
同
展
で
は
建

築
物
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

や
都
市
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
対
策
な
ど
、
建
築
と
都
市

の
形
成
に
関
す
る
技
術
、
製

品
が
多
数
、
展
示
さ
れ
る
。

　
特
設
ゾ
ー
ン
で
は
、
ソ
ー

ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
東
京
ガ
ス
な

ど
が
「
太
陽
熱
利
用
ゾ
ー

ン
」
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

の
高
い
太
陽
熱
利
用
に
関
す

る
製
品
・
技
術
を
紹
介
。
緑

化
や
遮
熱
な
ど
の
環
境
保
全

に
関
す
る
技
術
製
品
を
展
示

す
る
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

対
策
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー

ン
」
、
製
造
業
向
け
の
環
境

対
策
機
器
や
シ
ス
テ
ム
を
提

案
す
る
「
エ
コ
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー

ン
」
な
ど
も
展
開
さ
れ
る
。

技
術
セ
ミ
ナ
ー
で
は
最
新
の

建
築
環
境
に
関
し
て
情
報
発

信
す
る
。

　
来
年
は
建
築
家
の
世
界
会

議
「
Ｕ
Ｉ
Ａ
２
０
１
１
東
京

大
会

第

回
世
界
建
築
会

議

」
が
日
本
で
初
め
て
開

か
れ
、
そ
の
併
催
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
エ
コ
ビ
ル
ド
２
０
１

１
の
開
催
も
決
定
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
今
年
の
エ

コ
ビ
ル
ド
は
Ｕ
Ｉ
Ａ
２
０
１

１
東
京
大
会
の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
さ
れ
、
街
づ

く
り
関
係
者
の
来
場
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
　

◇
◇
◇

　
こ
の
ほ
か
「
産
学
官
ビ
ジ

ネ
ス
フ
ェ
ア
２
０
１
０
」
に

は
、
東
京
理
科
大
学
や
長
岡

技
術
科
学
大
学
、
研
究
機
関

な
ど
が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
保

有
す
る
独
自
開
発
技
術
の
ビ

ジ
ネ
ス
化
を
目
指
し
て
Ｐ
Ｒ

す
る
。
さ
ら
に
茨
城
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
工
業
会
主
催
に
よ
る

「
第
３
回
国
際
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
展
」
な
ど
も
併
せ
て
開
か

れ
る
。

日刊工業新聞企画特集
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掲載記事　日刊工業新聞

10月14日付

10月15日付

10月14日付

10月15日付

10月15日付

10月14日付
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出展企業・団体紙上プレビュー（日刊工業新聞）
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出展企業・団体紙上プレビュー（日刊工業新聞）
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取材・報道記事　※一部掲載

フォースタイムス　2010年10月15日

日刊自動車新聞　2010年10月19日

環境新聞　2010年10月13日
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取材・報道記事　※一部掲載

建通新聞　2010年10月29日

塗料報知新聞　2010年10月20日

電気新聞　2010年10月5日

電気新聞　2010年10月18日

建通新聞東京　2010年10月25日

電気新聞　2010年10月15日
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会場風景
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会場風景



■会　期：2012年10月（予定）
■会　場：東京ビッグサイト

「2012 洗浄総合展」
「2012 土壌・地下水環境展」

■会　期：2011年9月26日〜28日
■会　場：東京国際フォーラム

「ecobuild 2011」
日刊工業新聞社 業務局 イベント事業部

〒103-8548　東京都中央区日本橋小網町14-1 住生日本橋小網町ビル
TEL:03-5644-7221　FAX:03-5641-8321
E-mail:j-event@media.nikkan.co.jp　URL:http://www.nikkan.co.jp/eve/

次 回 開 催 予 定


